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序

　本書は県道泊波多江線の拡幅に伴い、旧前原市教育委員会が平成21年度に発掘調

査を実施し、整理は一市二町が合併して誕生した糸島市教育委員会で行った潤番田・

潤古屋敷遺跡の調査記録です。

　潤番田・潤古屋敷遺跡が所在する糸島市は３世紀の歴史書『魏志』倭人伝に登場する

「伊都国」が所在したと考えられる場所で、古来より、中国・朝鮮半島との積極的な交流が

展開され、当時の政治・経済・外交の拠点として、我が国の文化形成に重要な役割を果

たしてきました。そのため、市内には弥生時代・古墳時代の遺跡を中心に、国指定史跡７

箇所をはじめとする数多くの貴重な文化財が点在しており、歴史と自然が息づく素晴らし

い景観を含めて、その保護と活用が必要であり、開発による活気あるまちづくりとの調整

が図られているところであります。

　さて、本書に収められた潤番田・潤古屋敷遺跡は県道泊波多江線の拡幅に伴う発掘

調査で確認された遺跡で、弥生時代と中世を主体とする遺構・遺物が確認されています。

なかでも豪族の居館の堀と思われる遺構の検出や国内で十数例のみの確認である象

嵌青磁方枕の出土などは特記すべき事例で、中世の糸島の様相を解き明かす重要な情

報を含んでいると考えられます。

　最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました周辺住民の

方々、ご指導とご助言を賜りました先生方、また、暑さや寒さを厭わず調査に参加された

作業員のみなさんに、心から感謝申し上げます。

　平成24年３月31日

糸島市教育委員会　　

教育長　菊池 俊秀　　

a 潤番田遺跡全景

b 潤古屋敷遺跡全景
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Ⅱ　調査の組織

第２章　位置と環境

第３章　調査の記録

Ⅰ　潤番田遺跡

　１　調査の概要

　２　遺構と遺物

　 （１）掘立柱建物

　 （２）甕棺墓

　 （３）土坑

　 （４）井戸

　 （５）溝

　 （６）包含層出土遺物

Ⅱ　潤古屋敷遺跡

　１　調査の概要

　２　遺構と遺物

　 （１）住居跡

　 （２）土坑

　 （３）井戸

　 （４）大溝

　 （５）溝

　 （６）その他の遺構

第４章　まとめ

Ⅰ　潤番田遺跡出土象嵌青磁方枕について

　１　象嵌青磁方枕について

　２　国内出土高麗青磁方枕との比較

　３　象嵌青磁方枕出土遺跡の分類と出土傾向

　４　おわりに

Ⅱ　潤古屋敷遺跡の大溝について

Ⅲ　糸島市潤番田遺跡出土のガラス小玉について

例　　言

本書は糸島市潤字番田・古屋敷にて実施される県道泊波多江線拡幅事業に伴い実施した文化

財調査報告書である。

本書に使用した遺構の実測は瓜生秀文・平尾和久が行った。

現場における写真および出土遺物の撮影は瓜生・平尾が行った。

現場における空中写真撮影は有限会社空中写真企画（代表　檀睦夫）に委託した。

本書に掲載した遺構図および全体図で使用した座標は国土座標系第２系を用いている。方位に

関しては磁北で示している。

遺物の復元は友池真由美・末益真奈美・池村留美・津上裕子が行った。

潤番田遺跡の遺物実測は蔵田和美・田中悠太（福岡大学学生）・平尾が行い、潤古屋敷遺跡の

遺物実測は蔵田・内山久世・田中・瓜生が行った。なお、潤番田遺跡出土碧玉剥片の実測は江﨑

靖隆が行った。

製図は藤野さゆり・蔵田・内山が行った。また、遺物断面は、須恵器を■で示した。また、器表面の

　は黒斑、　はコゲ、　はスス、　は丹塗りを示す。

遺物写真撮影は蔵田・内山の協力を得て、瓜生・平尾が行った。

本書の写真図版番号は挿図中の遺物番号と統一している。なお、写真図版中の遺物は主なもの

を選択して掲載した。

本書に掲載した遺物や記録類は、順次、伊都国歴史博物館にて収蔵管理する予定である。

本書で報告する陶磁器の分類などは、先行研究に従っており、その出典は第３章２遺構と遺物の

末尾に参考文献としてまとめて掲げる。

遺物のうち、木製品は株式会社葵文化に保存処理を委託した。

潤番田遺跡から出土したガラス玉類は福岡市埋蔵文化財センター田上勇一郎氏に分析を依頼

し、分析結果を第4章Ⅲに収録している。

本書の執筆について、潤番田遺跡は平尾が行い、潤古屋敷遺跡は瓜生が行った。また、第４章ま

とめについては文末に執筆者を明記している。なお、全体の調整と編集は平尾が行った。
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第１章　はじめに

Ⅰ　調査の経緯
　平成21年10月７日に福岡県前原土木事務所所長近藤伸幸より文化財保護法94条に基づく埋蔵文

化財発掘の通知が前原市（現糸島市）教育委員会に提出されたため（21前土第1875号平成21年９

月25日）、試掘調査を実施し、工事区間のほぼ全面に遺構が確認された。その後、発掘調査の委託

契約を締結し、発掘調査を実施した。

　発掘調査は平成21年11月１日から平成22年３月31日まで行った。調査終了後から平成23年度に

かけて、出土品の洗浄・接合ならびに実測・製図等を行い、平成24年３月31日に報告書を刊行した。

Ⅱ　調査の組織
　　平成21年度に調査を実施した潤番田・潤古屋敷遺跡の調査組織は以下のとおりである。

　発掘調査（平成21年度；前原市・糸島市）及び整理・報告書作成業務（平成23年度；糸島市）

　　　　　　　　　　　　平成21年度（前原市）　　平成21年度（糸島市） 　平成23年度

総括　教育長　　　　中原一憲　　　　中原一憲　　　 　菊池俊秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊池俊秀（H22.3～）

　　　　教 育 部 長 　 　 　 古 川 泰 永 　 　　　古川泰永　　　　宗　哲夫

　　　文化課長　　　池田龍司　　　　池田龍司　　　　池田龍司

　　　文化課長補佐　　　　　　　　　洞龍二郎　　　　洞龍二郎

　　　文化振興係長　平野弘志　　　　洞龍二郎（兼任）　  洞 龍 二 郎（兼任）

　 　 　 発 掘 調 査 係 長 　 角 　 浩 行 　 　　　角　浩行　　　　角　浩行

主幹　　　　　　　　　　　　　　　　村上　敦　　　　村上　敦

庶務　同　　　主査　犬丸智之　　　　犬丸智之　　　　犬丸智之

調査　同　　　主査　瓜生秀文 (H21.9～)　　瓜 生 秀 文 　 　 　 　 瓜 生 秀 文

　 　 　 　 　主任主事　平尾和久　　　　平尾和久（H22．1～主査）　平 尾 和 久

発掘作業員

土居正幸・井上優子・松永良信・河野恵津代・滝口幹子・西内章浩・下川尚江・油比武臣・

池田幸介・樺島さおり・山崎聡・太田順子・蔵田和美・中野智子・三苫節代・恒次久徳・

三角洋子・仲西和豊・武末幸子・西嶋佑介・芳司久美子・三島美枝子・内山久世・藤井満・

西内崇浩・山本裕和・加藤鈴加・吉田るみ・佐々木聡・山下泉音・宮崎真美・日高遼太郎・

小川美穂子・伊藤和雅・濱田涼子・和田治子・柏田睦子・藤森啓子・吉田弘・馬場義照・

中山健介・米山八重子・川上久美子・市丸千賀子・藤木和子・末松繁光・杉山寛司・柴田敏一

整理作業員

友池真由美・末益真奈美・池村留美・津上裕子・内山久世・蔵田和美

　本調査及び報告書の作成にあたっては、下記の方々から多くのご助言・ご支援を賜りまし

た。記して感謝申し上げます（敬称略・順不同）

高正龍・片山まび・大庭孝夫・小田和利・岡寺良・大庭康時・小田富士雄・武末純一・桃崎祐輔・

̶1̶



2
6

1.
潤
地
頭
給
遺
跡
　
2潤
中
町
遺
跡
　
3.
潤
神
社
古
墳
　
4.
潤
壱
丁
田
遺
跡
　
5.
御
床
松
原
遺
跡
　
6.
一
の
町
遺
跡
　
7.
木
船
の
森
遺
跡
　
8.
木
船
・
三
本
松
遺
跡

9.
深
江
・
井
牟
田
遺
跡
　
10
.塚
田
遺
跡
　
11
.石
田
・
曲
り
田
遺
跡
　
12
.東
下
田
遺
跡
　
13
.東
五
反
田
遺
跡
　
14
.上
鑵
子
遺
跡
　
15
.蔵
持
境
遺
跡

16
.蔵
持
古
屋
敷
遺
跡
　
17
.蔵
持
遺
跡
　
18
.志
登
支
石
墓
群
　
19
.志
登
松
本
遺
跡
　
20
.波
多
江
丹
波
守
屋
敷
遺
跡
　
21
.波
多
江
遺
跡
　
22
.平
原
遺
跡

23
.三
坂
七
尾
遺
跡
　
24
三
雲
南
小
路
遺
跡
　
25
.井
原
鍵
溝
遺
跡
　
26
.潤
番
田
・
潤
古
屋
敷
遺
跡

A
.潤
遺
跡
群
　
B
.東
遺
跡
群
　
C
.東
五
反
田
遺
跡
群
　
D
.荻
浦
遺
跡
群
　
E
.筒
井
町
遺
跡
群
　
F.
北
新
地
遺
跡
群
　
G
.北
本
町
遺
跡
群
　
H
.上
町
向
原
遺
跡
群

I.浦
志
遺
跡
群
　
J.
泊
遺
跡
群
　
K
.志
登
遺
跡
群
　
L.
波
多
江
遺
跡
群
　
M
.蔵
持
遺
跡
群
　
N
.三
雲
・
井
原
遺
跡

第２章　位置と環境

̶3̶̶2̶

　糸島市は福岡県の西端に位置する。本市も近年の市町村合併の流れを受け、平成22年１月１

日に前原市と二丈町、志摩町が合併し誕生した。その結果、東は福岡市、西は唐津市、南は佐

賀市と境を接することとなった。なお、文化財調査報告書も平成21年度刊行分から糸島市文化

財調査報告書と名を改め、第１集から刊行を開始した。

　さて、今回報告する潤番田・潤古屋敷遺跡は、糸島市の中央部、標高2.7～4.5ｍの低地に位

置する。現在、遺跡は水田に囲まれているが、これらは近世の干拓地であり、本来は起伏にと

んだ地形であったことが潤地頭給遺跡など周辺の遺跡の調査から明らかとなっている。特に北

側については、潤丸田遺跡の調査において、中世の石敷道路遺構を確認するとともに、段落ち

も検出し、潤遺跡群の北端の一部を確認することができた（平尾編2011）。なお、この低地帯

は干拓以前、東の今津湾から西の加布里湾へ通じる海峡（糸島水道とよばれた）であったと考

えられていたが、近年、下山正一氏が行った貝化石層の分布調査により、縄文時代後期以降に

おいて泊～志登の間は陸地として繋がることが確認されている。また、日野尚志氏によると、

中世末期までは加布里湾から入り込んだ潟状の内海が存在し、干拓地には新開北、新開南など

の地名が残る。ちなみに本調査の原因となった道路建設の計画に伴い、北側の泊地区から南の

潤地区までトレンチを入れる形で事前の試掘調査を行ったが、遺跡が確認されたのは南端の潤

丸田遺跡のみであり、それより北側では黒灰色粘質土の堆積がみられ、１ｍほど掘削すると、

砂層が検出され湧水も認められた（平尾編2011）。これらのことから、潤丸田遺跡は海浜部に

面していることが明らかとなった。

　潤地頭給遺跡は潤番田・潤古

屋敷遺跡と道路を挟んだ東側に

位置する。調査面積は22,000㎡

で、これまでに約半分の調査成

果を報告した（Ⅲ・Ⅳ区）。遺

構は弥生時代中期の甕棺墓群と

弥生時代終末期～古墳時代前期

の玉作り集落跡を主とするが、

Ⅰ区とⅢ区の南北にはしる大き

な谷の西側では中世の遺構が確

認されている。Ⅰ区については

現在整理中であるが、写真をみ

ると東西方向に延びる大溝が２

条あり、掘立柱建物も認められ

る。Ⅲ区では溝１条、掘立柱建

木村幾多郎・谷畑美帆・山口裕平・安武憲史・藤島志孝・主税英徳・辻田淳一郎・永田史子・

北島大輔・田上勇一郎・国生知子・堀本一繁・高山英朗

第１図　糸島市の所在地

第２図　糸島市内遺跡分布図
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物１棟、井戸８基が確認され、石鍋や擂鉢、白磁椀、象嵌青磁、土釜などが出土している。出土

品から遺構の時期は14世紀から16世紀に位置付けられる（江野編2006）。ちなみに、潤地頭給

遺跡はⅠ区西側調査区は本書で報告する潤古屋敷遺跡に東接しており、両者は一体のものとして

評価する必要がある。

　糸島地域では堀に囲まれた方形居館もしくは居館の堀と思われる溝が数多く確認されている。

岡寺良氏は中世居館を①13世紀後半を中心とするもの。②14世紀代が中心で、15世紀後半へ継

続しないもの。③16世紀代を中心とするもの。の３つに分類する（岡寺2009）。糸島地域では

居館の可能性があるものを含め11例ほど確認されている。出土遺物の関係で時期不明の居館もあ

るが、岡寺分類①類に含まれるものは木舟の森遺跡（村上編1995）、木舟三本松遺跡（村上編

1997）、石崎曲り田遺跡（古川編2001）、二丈中学校校内遺跡（古川編2009）、熊野神社東遺

跡（古川編2009）がある。その中でも12世紀後半など古い時期に該当する事例が多い。岡寺分

類②類には木藤丸遺跡（河合編2006）と蔵持古屋敷遺跡（瓜生編1993）が、岡寺分類③類には

波多江丹波屋敷（橋口編1982）があり、糸島地域では岡寺①類に該当する古い段階の方形居館が

多い。しかし、溝の一部のみが確認される事例が多く、内部構造がわかるものはほとんどない。

今後、明らかにされていくであろう中世山城との関連が注目される。その他、生活関連では先述

した潤地頭給遺跡Ⅲ区で掘立柱建物と井戸８基が確認されている。

 一方、中世の墳墓も数多く確認されている。市内では三雲・井原遺跡にひとつの核があり註１）、

堺地区で木棺墓１基、松井地区で土壙墓２基（川村他編1985）、宮ノ下地区で木棺墓１基（牟田

編2003）などが確認され、いずれも龍泉窯系青磁椀や白磁椀、短刀などの鉄器類が認められる。

その他、加布里湾沿岸部と深江平野地域、吉井地区中山間地域の３か所に核が認められる（古川

2006）。その中でも、瀬崎・中牟田遺跡の木棺墓には龍泉窯系青磁椀１、龍泉窯系青磁小皿１、

同安窯青磁小皿３、陶器水差の６点を副葬している（古川編2006）。このように６点以上の陶磁

器を副葬する事例は少ない。佐藤浩司氏は中世墓の副葬品の組合せから大きく７つに分類するが

（佐藤2001）、糸島地域では陶磁器と土器を副葬するE１、F１タイプが多く、次に陶磁器と鉄

器が共伴するB４タイプが続く。そのほか、火葬土壙29基、土壙墓１基が確認され、土壙墓には

象嵌青磁椀を副葬する上町木下遺跡（瓜生編1993）や陶磁器と銅銭（当十銭）を副葬する森田遺

跡（村上編2000）など特異な例も存在する。また、木舟・三本松遺跡１号木棺墓からは白磁椀

１、管状土錘17、有溝石錘６点が出土している。そのうち有溝石錘は滑石製で石鍋の再加工品で

ある（村上編1997・夏木2008）。なお、糸島市内では潤古屋敷遺跡などで石鍋再加工品が出土

している。そのほか、近年、五輪塔などの石塔類の調査も行われ、成果を上げつつある（山内

2008、山内他2008、西野2008）。

　なお、糸島市内では５箇所で中世山城が確認されており、縄張図などの作成・公開が進められ

（山崎1998）、個々の概要もまとめられている（古川2009）。そのうち、二丈岳城跡では山岳

信仰との関連も指摘されている（岡寺2011a・ｂ）。原田氏の居城とされる高祖城跡では発掘調

査が行われ、報告書も刊行されている（瓜生編2003）。

　以上、糸島地域で行われた中世遺跡の調査成果を概観したが、墳墓に比べ、集落の様子が不鮮

明であることや山城の調査がほとんど進んでいないことなど課題も多く、今後の調査・研究の進

展が期待される。

第３図　潤番田・潤古屋敷遺跡周辺の遺跡分布図



Ⅰ　潤番田遺跡
　１　調査の概要
　潤番田遺跡は潤古屋敷遺跡の南側に隣接する。調査区内は本来、現状よりも起伏に富んだ遺構

面であったと思われるが、中世段階に整地が行われ、この段階にある程度平らにならされたと

考えられる。遺構は、甕棺墓１、掘立柱建物11棟、土坑65基、井戸７基、溝25条等確認されて

いるが、弥生・古墳時代の遺構は甕棺と土坑に限られ、そのほかすべては中世後期に該当する。

　２　遺構と遺物
（１）掘立柱建物

　１号掘立柱建物（第４図１）調査区中央部西寄りで確認された掘立柱建物である。調査区内で２

間×２間確認できるが、西側は調査区外に延びている。規模は南北5.55ｍ、東西（3.00＋α）ｍ

で、柱間は芯々で南北3.60ｍと1.80ｍ、東西1.95ｍを測る。主軸をほぼ南北方向にもつ。

　２号掘立柱建物（第４図２）調査区中央部東寄りで確認された掘立柱建物で、調査区外東側

に延びると思われる。規模は2.4ｍ×3.0ｍを測り、主軸は北西-南東方向にもつ。

　３号掘立柱建物（第５図）調査区中央部で確認された１間×１間の小型の掘立柱建物である。

その中心に3号井戸が存在することから、井戸の覆屋の可能性もある。柱間は約2.2ｍである。

　４号掘立柱建物（第６図）調査区北側西寄りで確認された大型の掘立柱建物である。調査区内

で５間×２間確認できるが、西側は調査区外に延びている。規模は南北22.20ｍ、東西5.00ｍを

測る。柱間は南北で約4.50ｍ、東西で2.50ｍを測る。なお、この建物が正方形を呈するとするな

らば492.84㎡となる。建物の周りには柵が巡り、その外側には17号溝が逆Ｌ字状に屈曲して配

されることから、この柵と17号溝は３号掘立柱建物に付随するものと思われる。17号溝からは青

磁椀・象嵌青磁椀・国産陶器・土師器坏・瓦質擂鉢・土鍋などが出土している。17号溝の時期は

15世紀代で掘立柱建物も近い時期に建てられたものと思われる。

 出土遺物（第８図１）１は４号掘立柱建物に伴う柵の387号ピットから出土した象嵌青磁の椀で

ある。復元口径は13.0㎝で、外面に白象嵌で直線を描く。灰色の胎土の上に黄緑色の釉をかける。

　５号掘立柱建物（第７図）調査区中央部西寄りで確認された掘立柱建物で４号掘立柱建物と一

部重複する。調査区内で３間×２間確認できるが西側は調査区外に延びている。規模は南北6.25

ｍ、東西（8.25＋α）ｍを測る。柱間は2.25ｍ～3.30ｍである。東西方向に主軸をもつ。

　出土遺物（第８図２）２は５号掘立柱建物の柱穴の一つである220号ピットから出土した土師

皿である。復元口径9.4㎝、器高1.8㎝を測る。底部は回転糸切り痕を残す。　

　６号掘立柱建物（第７図２）調査区北側中央部で確認された掘立柱建物で、17号溝に一部切ら

れる。東西方向に長軸をもち、２間×３間の建物である。規模は南北5.50ｍ、東西7.50ｍを測る

が形態的にややいびつである。柱間は2.00ｍ～2.75ｍである。

　７号掘立柱建物（第９図１）調査区北側西寄りで確認された掘立柱建物であるが、西側は調査

区外に延びている。調査区内では１間×１間のみ確認され、柱間は東西3.50ｍ、南北5.75ｍであ

る。長軸は東西方向にもつ。
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【註】

　１）三雲・井原遺跡について、以前は三雲（もしくは）井原+小字遺跡で表現していたが（例；三雲下西遺跡）、現在は

　　　三雲・井原遺跡+小字地区（例；三雲・井原遺跡下西地区）という表現で統一している。しかし、井原鑓溝遺跡のよ

　　　うに学史上、固有名詞化しているものは、その限りではない。
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　８号掘立柱建物（第９図２）調査区北側東寄りで確認された掘立柱建物であるが、建物の東側

は調査区外に延びている。現状で１間×２間確認され、規模は6.75ｍ×4.50ｍを測る。柱間は

2.35ｍ、4.50ｍである。主軸は南西-北東方向にもつ。

　９号掘立柱建物（第10図１）

調査区北端部東寄りで確認された

建物で、建物の東側は調査区外に

延びている。調査区内で２間×２

間確認され、規模は（7.15＋

α）ｍ×（5.35＋α）ｍを測る。

柱間は約3.75ｍである。建物の

西側と南側には一重の柵を配する。

柵の柱間は2.25ｍ～3.75ｍとや

や幅をもつ。柵の外側にはＬ字形

に曲がる24号溝を巡らす。24号

溝も北側と東側の調査区外に延び

ている。なお、北側については潤

番田遺跡の北側に接する潤古屋敷

遺跡で確認され、総延長44ｍ以

上になる。この内側に９号掘立柱

建物が収まるとするならば、大型

の建物になりそうである。24号

溝からは褐釉陶器・象嵌青磁壺・瓦質擂鉢・火鉢などが出土しており、時期は15世紀代に位置づ

けられる。

　10号掘立柱建物（第10図２）調査区北端東寄りで確認された建物で、建物の東側と北側は調査

区外に延びている。また、９号掘立柱建物と主軸をずらしながらも、ほぼ同じ位置に存在すること

から建て直しの可能性も考えられる。建物は住居内で２間×２間確認され、規模は調査区内で

7.35ｍ×6.50ｍを測る。柱間は南北方向で3.50ｍ～3.85ｍ、東西方向で2.25ｍ～3.35ｍである。

主軸は南北方向にある。なお、10号掘立柱建物は９号掘立柱建物に伴う柵とはぶつかるものの、

24号溝とは切り合いが無いため、24号溝の存続時期に10号掘立柱建物が営まれた可能性がある。

　11号掘立柱建物（第10図３）11号掘立柱建物は調査区北端西寄りで確認された建物で、建物の

西側は調査区外に延びている。調査区内では１間×２間確認され、柱間は2.35ｍ～3.00ｍを測る。

主軸は南北方向にもつ。

　（２）甕棺墓（第11図）

　調査区南側中央で確認された小児棺で、５号溝に切られる。甕棺墓は標高4.6ｍ付近で検出され、

下甕に甕、上甕に鉢を用いる。主軸はＮ-60°-Eで、埋地角度は10°である。

　上甕　上甕には外面丹塗りの鉢を用いる。内面にも丹が垂れている。口縁部から胴部の半分と

底部を５号溝に切られ欠く。口縁部は垂れ気味で、口縁部下には三角突帯を巡らす。口径32.1㎝、

残存高20.0㎝を測る。

　下甕　下甕には甕を用いる。口径29.0㎝、器高33.8㎝、底径8.0㎝を測る。やや跳ね上げ気味

の口縁部をもち、口縁部下に低い三角突帯を巡らす。外面は縦ハケを残し、内面はナデの痕跡を

第４図　潤番田遺跡１・２号掘立柱建物実測図（1／60）

第５図　潤番田遺跡３号掘立柱建物・３号井戸実測図（1/60）
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第6図　潤番田遺跡４号掘立柱建物・柵・17号溝実測図(1/200) 第7図　潤番田遺跡5・6掘立柱建物実測図（1/100）
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残す。なお、内面下部はススのようなものが付着し黒灰色を呈

する。

（３）土坑

　１号土坑(第12図１)調査区の中央部で確認された円形土坑

で、東西を他の土坑に切られる。直径144㎝、深さ19.5㎝を

測る。

　出土遺物(第13図１～３)１は弥生時代後期の甕の口縁部か。

小片のため、口径に不安が残る。２は弥生時代中期の甕の底部である。外面は縦ハケを施し、

平底である。３は器台の脚部か。外面は縦ハケ、内面下部は斜ハケを施す。傾きにやや不安が

残る。

　２号土坑(第12図２)調査区の南側で確認された楕円形の土坑で、南北方向に主軸をもつ。長軸

198㎝、短軸91㎝、深さ27㎝を測る。

　出土遺物(第13図４～14)４～11は弥生時代中期の甕の口縁部である。４は外面に斜ハケ、内

面にナデを施す甕である。器壁を薄く仕上げる。５は口縁部直下に突帯状のふくらみをもつ。６

は口縁部がやや内傾する甕で、口縁下に三角突帯を巡らせる。７・８は跳ね上げ気味の口縁部を

もつ甕である。９は小型の甕で、口縁部は平坦である。外面は縦ハケ、内面はナデを施す。10

はやや口縁部が傾く甕である。器壁を薄く仕上げる。11は跳ね上げ気味の口縁をもつ甕で、口

縁部に突帯状のふくらみをもつ。12～14は甕の底部である。残りが悪いものもあるが、いずれ

も平底で、外面に縦ハケを施す。

　３号土坑(第12図3)調査区やや南寄りで確認された隅丸方形の土坑である。長軸123㎝、短軸

115㎝、深さ16.5㎝を測る。

　出土遺物(第14図１～９)１～９はいずれも弥生時代中期に属する。１は発達しない鋤先口縁を

もつ広口壺の口縁部である。口縁端部に黒斑をもつ。２～６は甕の口縁部である。いずれも口

縁部下に突帯をもたないもので、口縁部が水平なものと、跳ね上げ気味のものに分かれる。７・

８は甕の底部である。７は平底、８は上底で、いずれも外面は縦ハケを施す。９は器台の上半部

である。器壁を薄く仕上げ、外面には縦ハケを施す。７・８は甕の底部である。７は平底、８は

上底で、いずれも外面は縦ハケを施す。９は器台の上半部である。器壁を薄く仕上げ、外面には

縦ハケを施す。

　４号土坑(第12図4)調査区の南側で確認された楕円形の土坑で、北側を他の遺構に切られる。長

軸は北西-南東方向にあり、現存長133㎝、短軸105㎝、深さ7.5㎝を測る。

　出土遺物(第14図10・11)10・11は弥生時代中期の甕である。10は甕の口縁部で、やや内傾す

る口縁をもつ。11は甕の底部で平底である。

　５号土坑(第12図5)調査区のやや北寄りで確認された長楕円形の土坑である。主軸を南北方向に

もつ。長軸322㎝、幅76㎝、深さ28.5㎝を測る。

　出土遺物(第14図12～15、第16図１～５)いずれも弥生時代中期の土器である。第14図12・13

は甕の口縁部で、いずれも跳ね上げ口縁をもつ。14・15は甕の底部で、上げ底気味の底部で、外

面に縦ハケを施す。第16図１～５は甕の口縁部である。１はやや大型の甕で、跳ね上げ気味の口

第９図　潤番田遺跡７・８号堀立柱建物実測図（1/100）

縁部の下に三角突帯を巡らせる。２もやや跳ね上げ気味の口縁部をもつ甕で、口縁端部を丸くお

さめる。３は１と似た形態の甕で、低い三角突帯の下に縦ハケを施す。４はやや器壁が薄い甕で、

口縁部が少し内傾する。５は小型の甕で、跳ね上げ口縁をもつ。外面は縦ハケを施す。

　６号土坑(第15図１)調査区の南側で確認された隅丸方形の土坑で、南北方向に主軸をもつ。長軸115

㎝、幅52㎝、深さ7.5㎝を測る。

第８図　潤番田遺跡堀立柱建物
出土遺物実測図（1/3）
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　出土遺物(第16図６)６は弥生時代中期の蓋の天井部小片である。天井部はナデで平滑に調整し、

外面はハケを残す。

　７号土坑(第15図２)調査区の中央部で確認された土坑で、東側半分を溝等に切られる。主軸は

南北方向にもち、現存で長軸97㎝、幅42㎝、深さ16.5㎝を測る。

　出土遺物(第16図７)７は弥生時代中期の甕の口縁部片である。やや跳ね上げ気味の口縁部の下

に三角突帯を巡らせる。

　８号土坑(第15図３)調査区のやや南寄りで確認された土坑で隅丸方形を呈する。主軸を南北方

向にもち、長軸112㎝、短軸45㎝、深さ27㎝を測る。土器等は出土せず、鉄鏃が出土した。

　出土遺物(第24図４)４は鉄鏃である。断面方形で厚さが8.0㎜と肉厚で、先端部は平坦になる方

頭式の鉄鏃である。茎部は円形で直径5.0㎜を測る。

　９号土坑(第15図４)調査区のやや南寄りで確認された楕円形の土坑で、南側を８号土坑に切ら

れる。長軸64㎝、短軸57㎝、深さ57㎝を測る。弥生土器と土師皿が出土した。

　出土遺物(第16図８～11)８は弥生時代中期の甕の口縁部である。口縁部はやや垂れ下がり、ナ

デを施す。９は甕の底部である。小片のため底径はやや不安がある。10・11は土師皿である。

10は復元口径9.0㎝を測り、底部は回転糸切り痕を残す。11は口縁端部を欠くため、正確な口径

は不明であるが、底部は回転糸切り痕を残す。

　10号土坑(第15図５)調査区南寄りで確認された土坑で、東西両側を土坑等に切られるため、平

坦面の形状は不明である。現存で長さ72㎝、幅35㎝、深さ4.5㎝を測る。

　出土遺物(第17図１)１は弥生時代中期の甕の口縁部である。跳ね上げ気味の口縁の下には低い

三角突帯を巡らす。

　11号土坑(第15図６)６は調査区南側で確認された円形土坑で、土坑内に２つの小ピットをもつ。

第11図　潤番田遺跡甕棺墓実測図（1/20・1/6）

第10図　潤番田遺跡９～11号建物、24号溝実測図（1/100）
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第13図　潤番田遺跡１・２号土坑出土遺物実測図（1/3）第12図　潤番田遺跡１～５号土坑実測図（1/30）
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直径69㎝、深さ24㎝を測る。

　出土遺物(第17図２)２は弥生時代中期の甕である。やや垂れ下がる口縁部をもつ。

　12号土坑(第15図７)調査区の中央部西寄りで確認された土坑で、13号土坑を切る。南北方向

に主軸をもつ、隅丸方形の土坑である。長軸70㎝、幅48㎝、深さ24㎝を測る。

　出土遺物(第19図１)１はゆがみの大きい土師器の坏である。口径13㎝、器高2.1㎝を測る。底

部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。また、底部約１/3に黒斑をもつ。

　13号土坑(第15図８)12号土坑に切られる土坑で、長軸102㎝、幅76㎝、深さ10.5㎝を測る。

　出土遺物(第17図３)３は弥生時代中期の甕の底部である。底部を欠くが、平底と思われる。

　14号土坑(第15図９)調査区の北寄りで確認された楕円形土坑で、南北方向に主軸をもつ。長

軸45㎝、短軸39㎝、深さ9.0㎝を測る。

　出土遺物(第17図４)４は弥生時代中期の甕の底部である。外面は縦ハケを施し、底部は上げ底で

ある。

　15号土坑(第15図10)調査区の北寄りで確認された土坑であるが、ピットに切られ、平面形態

は不明である。長さ48㎝、幅20㎝、深さ4.5㎝を測る。

　出土遺物(第17図５)５は弥生時代中期の甕の口縁部である。跳ね上げ口縁の下に三角突帯を

巡らす。胴がやや張ると思われる。

　16号土坑（第15図11）調査区中央部で確認された土坑であるが、西側を溝等に切られる。

長さ48㎝、幅36㎝、深さ7.5㎝を測る。

　出土遺物(第17図６)６は弥生時代中期の甕の底部である。底は上げ底気味で、外面に縦ハケ

を施す。底部付近に黒斑をもつ。

　17号土坑(第15図12)調査区中央部で確認された楕円形の土坑である。東西方向に主軸をもつ。

長軸42㎝、短軸33㎝を測る。

　出土遺物(第17図７)７は弥生時代中期の壺の底部である。底部は上げ底気味で、やや内湾し

つつ広がる。外面は丹塗りである。　

　18号土坑(第15図13)調査区北寄りで確認された土坑であるが、西側を別の土坑に切られ、平

面形態は不明である。現存で長さ55㎝、幅45㎝、深さ18㎝を測る。

　出土遺物(第17図８)８は弥生時代中期の甕の底部である。やや上げ底気味であるが、中心部を

欠くため詳細は不明である。

　19号土坑(第15図14)調査区北寄りで確認された土坑であるが、南側が別の土坑に切られ、平

面形態は確認できない。現存長75㎝、幅60㎝、深さ54㎝を測る。

　出土遺物(第17図９)９は弥生時代中期の甕の口縁部である。口縁部断面は三角形で、口縁縁部

下に三角突帯を巡らす。器壁は比較的薄く仕上げる。

　20号土坑(第15図15)調査区南側で確認された土坑で、北側の一部を別の土坑に切られる。主

軸は東西方向にもち、長軸55㎝、短軸39㎝、深さ10.5㎝を測る。

　出土遺物(第17図10)10は弥生時代中期の甕棺と思われる大型甕の口縁部片である。小片のため

径は復元できなかった。

　21号土坑(第15図16)調査区中央部付近で確認された土坑で、平面円形で柱穴的である。直径

37.5㎝、深さ54㎝を測る。

第14図　潤番田遺跡３～５号土坑出土遺物実測図（1／３）
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第16図　潤番田遺跡５～９号土坑出土遺物実測図（1/3）

　出土遺物(第17図

11)11は弥生時代中期

の甕の底部である。

外面は縦ハケを施し、

平底である。

　22号土坑(第18図

１)調査区中央部で確

認された小さな楕円

形土坑である。長軸

24㎝、短軸19㎝、深

さ39㎝を測る。

　出土遺物(第17図

12)12は弥生時代中期

の甕の口縁部である。

やや垂れ下がる口縁

の下に低い三角突帯

を巡らせる。

　23号土坑(第18図２

)調査区北寄りで確認

された小型の円形土坑

である。直径24㎝、

深さ30㎝を測る。         

　24号土坑(第18図

３)調査区南側で確認

された楕円形土坑

で、東西方向に主軸

をもつ。長軸58㎝、

短軸57㎝、深さ33㎝

を測る。土坑にはま

り込むようにして大

型壺が確認されたの

で、当初、甕棺と思

い調査を行ったが、

壺の下から小型丸底

壺が出土したため土

坑と判断した。

第15図　潤番田遺跡６～21号土坑実測図（1/30）
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第18図　潤番田遺跡22～30号土坑実測図（1/30）

第17図　潤番田遺跡10.11、13～24号土坑出土遺物実測図(1/3・1/6)

　出土遺物(第17図14・15)14は胴部最大径41.7㎝を測る土師器の大型壺か。内面はヘラケズリ、

外面は斜ハケを施す。底部は丸底で、胴部下半部に黒斑をもつ。15は小型丸底壺である。口縁端

部の調整の粗さや器壁の厚さからやや新しい時期のものである。外面の口頸部には縦ハケを残し、

胴部内面はヘラケズリを施す。なお、胴部外面にはススが残る。

　25号土坑(第18図４)調査区北寄りで確認された円形土坑である。長軸117㎝、短軸112㎝、深

さ25.5㎝を測る。

1

1

4.80ｍ 4.80ｍ

4.80ｍ

4.80ｍ

4.70ｍ

4.80ｍ4.80ｍ

4.80ｍ

4.70ｍ

2

5

7

0 1m

8 9

6

3

4

2

4

5

10

9

12

14

0 10ｃｍ 0 10ｃｍ

15

13

11 8

7

6

3



̶25̶̶24̶

第19図　潤番田遺跡12・25～36号土坑出土遺物実測図(1/3)

　出土遺物(第19図２)２は土師器の坏である。復元口径11.2㎝、器高2.0㎝を測る。底部は回転

糸切り痕を残す。

　26号土坑(第18図５)調査区のやや北寄りで確認された円形土坑である。直径282㎝、深さ52.5

㎝を測る。当初、井戸と考えたが、断面が逆台形で、深さも比較的浅く湧水もなかったため、土

坑と判断した。

　出土遺物(第19図３・４、第24図５・６)第19図３は土師器の坏である。復元口径12.2㎝、器高

2.2㎝を測る。４は土師皿である。復元口径7.5㎝、器高1.4㎝を測る。いずれも底部は回転糸切

り痕と板状圧痕を残す。第24図５・６は鉄滓である。それぞれ重さ15.29ｇ、14.12ｇを測る。

 27号土坑(第18図６)調査区の中央部やや北寄りで確認された溝状の土坑である。長軸は東西方向

で、東側を別遺構に切られる。現存長150㎝、幅39㎝、深さ12㎝を測る。

　出土遺物(第19図５)５は土師皿で復元口径9.0㎝、器高1.8㎝を測る。底部は回転糸切り痕を残

す。

　28号土坑(第18図７)調査区の南側で確認された土坑で、北西-南東方向に主軸をもつ。長軸81

㎝、短軸48㎝、深さ22.5㎝を測る。

　出土遺物(第19図６、第24図13)第19図６は土師器の坏の底部片である。底部は回転糸切り痕

を残す。第24図13は双六の駒か。直径1.5～1.7㎝、厚さ6.5㎜、重さ1.8ｇを測る。白色を呈

し、その重さから骨製と思われる。

　29号土坑(第18図８)調査区の南側で確認された楕円形土坑である。主軸を北西-南東方向にも

つ。長軸132㎝、短軸61㎝、深さ６㎝を測る。

　出土遺物(第19図７)７は土師質の擂鉢底部片である。５本１単位の擂目をもつ。底部は板状圧痕が

残る。

　30号土坑(第18図９)調査区北側で確認された不整形土坑で、東西ともに別遺構に切られる。現

存長さ72㎝、幅69㎝、深さ15㎝を測る。

　出土遺物(第19図８)８は土師器の坏である。口径12.2㎝、器高2.6㎝を測り、底部は回転糸切

り痕と板状圧痕を残す。

　31号土坑(第20図１)調査区中央部付近で確認された隅丸方形の土坑である。東西方向に主軸を

もち、長軸102㎝、短軸93㎝、深さ30㎝を測る。　

　出土遺物(第19図９)９は龍泉窯系青磁椀の上半部で口径は16㎝に復元される。外面は鎬蓮弁文

を施す。白灰色の胎土の上に淡緑色の釉がかかる。

　32号土坑(第20図２)調査区北寄りで確認された円形土坑で、直径63㎝、深さ52㎝を測る。

　出土遺物(第19図10)10は青磁椀の下半部で、底径は8.6㎝に復元される。内面には白色土によ

る目地が残る。外面の釉は高台まで及ばず、高台から内側には回転ヘラケズリが施される。黄灰

色の胎土の上に、黄緑色の釉がかかっているために、全体的に黄味を帯びている。

　33号土坑(第20図３)調査区中央部付近で確認された円形土坑で、直径36㎝、深さ42㎝を測

る。

　出土遺物(第19図11・12)11は青磁椀の下半部で、底径は5.4㎝に復元される。白灰色の胎土に

淡緑色の釉がかかるが、外面は高台畳付までには及ばない。高台内面の刳りは浅く、底部は肉厚

である。内面は片切彫で花文を描く。12は陶器の壺底部片か。復元底径は7.4㎝で、内外面とも

に回転横ナデが施されるが、全体的に灰を被っているため、詳細は不明である。底部には砂目地

が１箇所残る。

　34号土坑(第20図４)調査区中央部で確認された小土坑で長軸25㎝、短軸19㎝、深さ16㎝を測

る。

　出土遺物(第19図13～15)13～15は象嵌青磁方枕の小片である。いずれも接合しないため、

個々に報告する。13は方枕の角部片で5.0㎝×4.6㎝ほど残り、厚さは8.5㎜を測る。胎土は淡灰

色でその上に淡緑釉がかかる。ただ、釉薬の透明度が高いのか、胎土の灰色が表面にでて、全体

的に灰色味が強い。内面にも釉が及ぶが、厚くかかっているため発色がよい。象嵌は二重の界線

を白象嵌で表現するほかは認められない。14は４㎝×２㎝程度の小片で色調的な特徴は13と同じ

である。しかし、13よりも端の部分が残っており、二重界線の外側に直径４㎜ほどの円文を施

し、その外側に再び界線を巡らせることが確認できた。また、器壁は４～５㎜程度と薄く仕上げ

られている。15は象嵌等が認められないが、屈曲がない板状の青磁は方枕の可能性が高いことか

ら図を掲載しておく。平面は一辺3.3㎝程度の三角形を呈し、厚さは６㎜程度である。なお、34

号土坑からは方枕のほかに出土遺物が無いことから、方枕の時期は特定できない。
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　35号土坑(第20図５)調査区中央部で確認された円形小土坑で、直径27㎝、深さ39㎝を測る。

　出土遺物(第19図16)16は象嵌青磁方枕の側面円形透かし付近の小片である。厚さは1.1㎝ほど

である。内外面ともに釉が厚くかかる。なお、35号土坑からは方枕のほかに出土遺物が無いこと

から、方枕の時期は特定できない。

　36号土坑(第20図６)調査区南寄りで確認された不整形土坑で、長軸43㎝、短軸24㎝、深さ13

㎝を測る。南北方向に主軸をもつ。

　出土遺物(第19図17・18)17は象嵌青磁の椀の上半部である。復元口径は15.8㎝で、灰色の胎

土の上に、鈍い緑釉をかける。内面には白象嵌で二重界線を巡らす。18は弥生時代後期の甕の口

縁部である。流れ込みか。

　37号土坑(第20図７)調査区北側で確認された円形小土坑で、直径37㎝、深さ36㎝を測る。

　出土遺物(第19図19)19は象嵌青磁の椀か壺である。小片であるため傾き等不明である。図の下

部に白象嵌と黒象嵌で花弁状の模様を描く。

　38号土坑(第20図８)調査区の北側で確認された円形小土坑で、直径34㎝、深さ81㎝を測る。

　出土遺物(第22図１・２)１は瓦質の擂鉢で、復元口径は26㎝である。口縁端部は外傾する。外

面は横ナデを施すが、接続痕が残る。内面は横ハケの後に、擂目を入れるが剥離しているため詳

細は不明である。２は土師皿である。復元口径9.0㎝、器高2.0㎝を測り、口縁端部を内側から打

ち欠く。底部は回転糸切り痕を残す。

　39号土坑(第20図９)調査区の中央部で確認された円形小土坑で、直径37.5㎝、深さ66㎝を測

る。

　出土遺物(第22図３)３は瓦質の擂鉢で、図上で完形に復元される。復元口径26㎝、底径8.4

㎝、器高10.3㎝を測る。口縁端部は外傾し、底部には板状圧痕を残す。外面は横ナデと斜ハケを

施すが接続痕が残る。内面は横ハケのあとに５本1単位の擂目を入れる。

　40号土坑(第20図10)調査区北寄りで確認された隅丸方形の土坑で、南北方向に主軸をもつ。長

軸45㎝、短軸39㎝、深さ52㎝を測る。

　出土遺物(第22図４)４は瓦質の擂鉢である。復元口径27.6㎝を測る。口縁部は肥厚しつつ膨ら

み、口縁端部は外傾する。外面は横ナデとオサエで調整するが接続痕が残る。内面は横ハケの後

に４本1単位の擂目を入れる。

　41号土坑(第20図11)調査区南側で確認された円形小土坑で、南側を別の遺構に切られる。直径

37.5㎝、深さ37.5㎝を測る。

　出土遺物(第22図５)５は土師質の茶釜である。肩部には耳が伴い、外面の３箇所にスタンプ文

で円文を配する。内面は横ハケを施す。外面はススが付着している。

　42号土坑(第20図12)調査区の南側で確認された不整形土坑で、東西方向に主軸をもつ。長

軸60㎝、短軸36㎝、深さ34㎝を測る。

　出土遺物(第22図６)６は土師器の坏である。復元口径13.0㎝、器高2.2㎝を測る。底部は回転

糸切り痕を残す。

　43号土坑(第20図13)調査区の南側で確認された楕円形小土坑で、南北方向に主軸をもつ。長軸

40㎝、短軸33㎝、深さ33㎝を測る。

　出土遺物（第22図７）７は土師器の坏で口径12.5㎝、器高2.6㎝を測る。底部は上げ底気味で

第20図　潤番田遺跡31～46号土坑実測図(1/30)
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第22図　潤番田遺跡38～55号土坑出土遺物実測図（1/3）

回転糸切り痕を残す。

　44号土坑(第20図14)調査区の中央部で確認された不整形土坑で、南北方向に主軸をもつ。土坑

の上層には二つの石が並置されていたことから、本来は柱穴と思われる。長軸50㎝、短軸28㎝、

深さ25㎝を測る。

　出土遺物(第22図８)８は土師皿である。口径8.2㎝、器高1.3㎝を測り、口縁部を一部打ち欠

く。底部は回転糸切り痕を残す。

　45号土坑(第20図15)調査区の南側で確認された楕円形土坑で、西側を別遺構に切られる。東西

方向に主軸をもち、現存長34㎝、幅25㎝、深さ25㎝を測る。

出土遺物(第22図９)９は土師皿片である。口縁部を欠くために口径は不明である。底部は回転糸

切り痕を残す。

第21図　潤番田遺跡47～59号土坑実測図(1/30)
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第24図　潤番田遺跡土坑出土金属器・土製品・石器実測図（1/3）

　46号土坑(第20図16)調査区の南側で確認された小土坑で、長軸27㎝、短軸16㎝、深さ28.5㎝

を測る。

　出土遺物(第22図10)10は土師器の坏である。底部のみの小片で、回転糸切り痕を残す。

　47号土坑(第21図１)調査区中央部やや北寄りで確認された土坑で、平面が隅丸方形を呈し、東

壁際が深くなる。主軸を東西方向にもち、長軸52㎝、短軸46㎝、深さ88㎝を測る。その形態か

ら本来は柱穴であったと思われる。

　出土遺物(第22図11)11はやや大型の土師皿である。復元口径10.6㎝、器高2.2㎝を測る。底部

は回転糸切り痕を残す。

　48号土坑(第21図２)調査区南側で確認された楕円形の土坑で、北側が一段深くなる。主軸は南

北方向にあり、長軸69㎝、短軸45㎝、深さ55㎝を測る。

　出土遺物(第22図12)12は土師皿である。復元口径8.5㎝、器高1.7㎝を測る。底部は回転糸切り

痕を残す。

　49号土坑(第21図３)調査区南側で確認された小土坑で、東側が一段深くなる。長軸30㎝、短軸

20㎝、深さ27㎝を測る。

　出土遺物(第22図13)13は土師皿である。復元口径9.0㎝、器高2.0㎝を測る。口縁部にススが付

着し、灯明皿として用いられたものか。底部は回転糸切りの後にナデを施す。

　50号土坑(第21図４)調査区の北側で確認された円形の小土坑である。直径30㎝、深さ37㎝を

測る。

第23図　潤番田遺跡60～65号土坑実測図（1/30）
　出土遺物(第22図14)14は土師皿である。復元口径9.7㎝、器高1.7㎝を測る。口縁部にススが

付着し、灯明皿として用いられたものか。底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。

　51号土坑(第21図５)調査区北寄りで確認された楕円形の土坑で、主軸を南北方向にもつ。

長軸48㎝、短軸39㎝、深さ13㎝を測る。

　出土遺物(第22図15)15は土師皿である。復元口径9.0㎝、器高1.6㎝を測る。底部は回転糸

切り痕を残す。　

　52号土坑(第21図６)調査区南寄りで確認された楕円形の土坑である。主軸を南北方向にも

ち、長軸45㎝、短軸33㎝、深さ30㎝を測る。

　出土遺物(第22図16)16は土師皿である。復元口径8.4㎝、器高1.5㎝を測る。底部は板状圧痕

を残す。

　53号土坑(第21図７)調査区北側で確認された楕円形の小土坑で、主軸を南北方向にもつ。

長軸37㎝、短軸30㎝、深さ34㎝を測る。

　出土遺物(第22図17)17は土師皿である。復元口径8.6㎝、器高1.5㎝を測る。底部は回転糸

切り痕を残す。　

　54号土坑(第21図８)調査区の北側で確認された小土坑。東側を別遺構に切られるが、直径

25㎝、深さ42㎝を測る。

　出土遺物(第22図18)18は土師器の坏である。復元口径11.6㎝、器高3.1㎝を測る。底部は

回転糸切り痕を残す。

　55号土坑(第21図９)調査区の中央部で確認された小土坑で、その大半を別遺構に切られる。深

さ40㎝を測る。
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第25図　潤番田遺跡1号井戸実測図（1/60）

　出土遺物(第22図19)19は土師皿である。復元口径8.0㎝、器高1.3㎝を測る。底部は回転糸切り

痕を残す。

　56号土坑(第21図10)調査区の中央部で確認された土坑で、南側を別遺構に切られる。現存長51

㎝、幅54㎝、深さ24㎝を測る。土坑の上層から懸仏が出土した。

　出土遺物(第24図１)１は銅製の懸仏である。円盤状の部分が約1/2残存し、鈕も欠く。重さ

16.95ｇを測る。

　57号土坑(第21図11)調査区の北側で確認された大型の土坑である。主軸を南北方向にもち、

長軸163㎝、短軸117㎝、深さ40㎝を測る。土坑中央部床面から馬もしくは牛の歯が並んで確

認されたが劣化が進んでおり取り上げることはできなかった。このことから牛馬の埋葬土坑の可

能性がある。

　出土遺物(第24図８) ８は鉄滓である。長さ2.4㎝、幅2.0㎝、厚さ1.5㎝、重さ8.9ｇを測る。

　58号土坑(第21図12)調査区の南側で確認された方形の小土坑である。一辺36㎝、深さ18㎝

を測る。

　出土遺物(第24図３)３は扁平な板状の鉄製品である。上部を欠くが、現存長1.8㎝、幅0.8㎝、厚

さ6.0㎜、重さ1.43ｇを測る。刀子の茎部か。

　59号土坑(第21図13)調査区の北側で確認された土坑で、東西方向に主軸をもつ。長軸49㎝、短

軸45㎝、深さ45㎝を測る。

　出土遺物(第24図９)９は土製勾玉である。長さ2.8㎝、幅1.0㎝を測る。 

　60号土坑(第23図１)調査区中央部付近で確認された不整形土坑で、南北方向に主軸をもつ。長

軸168㎝、短軸58㎝、深さ15㎝を測る。

　61号土坑(第23図２)調査区北側で確認された楕円形小土坑で南北方向に主軸をもつ。長軸25

㎝、短軸22㎝、深さ31.5㎝を測る。

　出土遺物(第24図10)10は石錘の形状に似た土錘である。底部は平坦で、石錘に見られる穿孔部

に繋がる溝も表現している。右側側面に黒斑をもつ。長さ8.5㎝、幅5.0㎝を測る。

　62号土坑(第23図３)調査区の北側で確認された円形小土坑で、直径27㎝、深さ30㎝を測る。

　出土遺物(第24図２)２は棒状の鉄製品で、下部を欠く。全体的に錆に覆われるが、現存長4.3

㎝、幅1.3㎝、厚さ6.0mm、重さ15.65ｇを測る。

　63号土坑(第23図４)調査区の中央部で確認された円形小土坑で、直径16㎝、深さ30㎝を測る。

　出土遺物(第24図７)７は鉄滓である。長さ5.1㎝、幅4.6㎝、厚さ2.5㎝、重さ93.88ｇを測る。

　64号土坑(第23図５)調査区の北側で確認された円形小土坑で、西側は調査区外に延びている。

直径19㎝、深さ22㎝を測る。

　出土遺物(第24図12)12は石錘の破片である。穿孔部は貫通していないため、未製品である。現

存長4.0㎝、幅4.4㎝、厚さ1.2㎝、重さ36.29ｇを測る。

　65号土坑(第23図６)調査区の中央部で確認された土坑で、隅丸方形を呈する。一辺30㎝、深

さ33㎝を測る。土坑の上層で石材が出土したことから本来は柱穴と思われる。

　出土遺物(第24図11)11は扁平な丸石の縁を打ち欠いた石錘である。直径10.7㎝、厚さ3.7㎝、

重さ668.7ｇを測る。
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（４） 井戸

　１号井戸（第25図）調査区南寄りに中央部に位置する井戸で、検出面で東西3.96ｍ、南北

3.24ｍを測る。深さは2.34ｍで、標高2.2ｍ付近が井戸底である。井戸の検出面から検出面下60

㎝ぐらいまでの間には拳大から人頭大の石材が多く出土した。この中には五輪塔の水輪も含まれ

る。そのため調査当初、石組の井戸と考えたが、下部ではほとんど石材が確認されなかったこと

から、素掘りの井戸と判断した。出土遺物は白磁、青磁、青花、象嵌青磁、土鍋、土師皿等が確

認された。

　出土遺物（第26～28図）第26図１～３は白磁である。１は白磁皿Ⅸ類で口禿げである。復元

径13.2㎝であるが小片のため数値はやや不安がある。２は椀の底部である。外面は釉が高台まで

及ばず、内面は見込部分の釉が掻き取られる。その部分には白色土の目地が残る。３も椀の底部

片である。外面は高台まで釉が及ばない。高台内側の刳りは浅く、底部は肉厚である。

　４～７は青磁である。４は椀の口縁部片で、白灰色の胎土に淡緑釉をかける。口径は17.3㎝に

１．淡灰褐色土（酸化鉄混）
２．灰黒色土
３．灰褐色土
４．灰黒色土（黄褐色粘土ブロック混）
５．淡灰黒色土
６．やや淡灰黒色土（酸化鉄混）
７．灰褐色土（赤褐色粘土ブロック混）
８．淡褐色土
９．淡褐色土（やや酸化鉄多い）
10．灰褐色土（酸化鉄混）
11．淡暗褐色粘土
12．暗褐色粘土
13．褐色粘土（有機物含）
14．淡青灰色粘土（しまり無）
15．砂利層
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第27図　潤番田遺跡１号井戸出土遺物実測図２（1/3）

復元される。５・６は口縁端部を外反させる椀である。いずれも小片であるため、復元径に不安が

ある。７は椀の底部片で、溝２から出土した破片と接合した。外面は高台畳付部分のみ露胎で、釉

は高台内側まで及ぶ。内面は中央部に花と思われるスタンプ文を施す。

　８は青花の皿である。内面中央部には龍文を配し、その外側には二重の圏線を巡らす。外面は高

第26図　潤番田遺跡１号井戸出土遺物実測図１（1/3）

台部に二重の直線文を配する。透明釉は全面に及び、高台畳付には砂目地が残る。小野分類Ⅻ類

の皿か。（小野1982）

　９は象嵌青磁の筒茶椀である。形態的には低い高台とやや丸みを帯びつつ立ち上がる椀部をも

つ。また、高台内側の刳りは浅く、底部は肉厚である。この筒茶椀は１号井戸と２・５・６号溝

から破片が出土し、それぞれ部分的に接合する。結果的に底部は約1/2、椀部は約1/3程度残存

し、図上では口径9.2㎝、底径5.1㎝、器高10.6㎝に復元される。胎土は緻密で、その上にやや黄

味を帯びた緑釉が茶椀全体にかかる。釉は高台内側にまで及ぶが、椀下部や高台畳付き付近では

釉がうまくまわらない箇所もある。象嵌は口縁部側から雷文・直線文・直径0.65～0.70㎝のスタ

ンプ円文を廻らし、椀部の中央に植物らしき模様を囲む直径3.4㎝の二重円文を四方に配す。そ

の下にすこし間を空けて２本の直線文を廻らせる。象嵌はいずれも白象嵌である。筒茶碗の国内

出土例は少なく、降矢哲男氏が行った全国的な高麗青磁出土例集成でも挙げられていない（降矢

2002）。しかし、伝世例は若干存在し、根津美術館所蔵品はほぼ同形品である（稲垣ほか編

2003）。また、象嵌青磁ではないが雑釉の筒茶碗が根来寺坊院跡から出土している（茶道資料館

1990）。

　10は土鍋の口縁部で、口径24.0㎝に復元される。内面は横ハケ、外面はオサエと縦ハケを施す

が、全体的に黒色化し、特に下部は炭化物が付着しているので詳細は不明である。口縁部端部は

やや外反する。11は土師質の羽釜である。口縁部と底部を欠く。全体的に薄く作られており、外

面下部には黒斑をもつ。12は土師質の擂鉢で口径30.8㎝に復元される。外面はオサエを施すが、

所々に接続痕を残す。内面は横ハケのあとに５本１単位の擂目を入れる。内面下部は剥離のため
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第29図　潤番田遺跡２～５号井戸実測図（1/60）

第28図　潤番田遺跡1号井戸
出土遺物実測図3（1/4）

調整不明である。13は備前焼の擂鉢口縁部片で

口径は33.0㎝に復元される。口縁端部傾斜し、

外部に摘みだす。体部外面は横ナデを施し、内

面はナデの後に８本１単位の擂り目を入れる。

　14・15は土師皿である。14は口径10.6㎝、

器高1.3㎝に復元される土師皿で、口縁部はやや

開き気味である。底部は回転糸切りと板状圧痕

を残す。15はやや上げ底の土師皿で、焼成はや

や甘い。口径9.5㎝、器高1.5㎝に復元される。

口縁部の一部にはススが付着する。燈明皿とし

て用いられたのか。底部には回転糸切りと板状

圧痕が認められる。

　16は弥生時代の投弾である。完形品であるが流

れ込みである。

　第27図１～７は木製品である。１は薄い板状加

工品で、欠損部分が多いが、両端部は残っている。長さ39.1㎝、幅4.5㎝、厚さ2.5㎜を測る。２

も板状加工品である。実測図右側と下側は欠けている。また、上側左寄りには樹皮による連結痕

が残る。現存長17.6㎝、幅4.3㎝、厚さ2.5㎜を測る。３は現存長7.8㎝、現存幅4.6㎝、厚さ3.0

㎜を測る板状加工品で、右側と下側を欠く。４は板状加工品である。現存長17.8㎝、幅2.7㎝、

厚さ３㎝を測る。５も板状加工品である。現存長15.6㎝、幅2.1㎝、厚さ2.0㎜を測る。６は筒形

加工品である。生きている面はないが、表面に彫刻刀状の工具で鳥羽根状の模様を彫りこむ。現

存長6.7㎝、現存幅2.7㎝、厚さ4.0㎜を測る。７は箸である。断面は多角形であるが、先端部は

角が取れ、丸みを帯びる。長さ21.4㎝、断面6.0㎜×4.0㎜を測る。

　第28図は五輪塔の水輪である。上端部径14.5㎝、下端部径15.7㎝、最大径23.0㎝、高さ16.8

㎝を測る。重さは12.5kgある。水輪の上部と下部は敲打により掘り窪め、最大径部分の四方に梵

字を一文字ずつ配する。

　２号井戸（第29図１）調査区南側の西際で確認された素掘りの井戸で、上端部平面が東西2.37

ｍ、南北2.01ｍを測る。深さは2.22ｍあり、標高2.3ｍ付近が井戸底である。発掘調査では遺構

検出面から遺構を半裁し土層を確認していたが、雨のため崩落したため、下部断面のみ図化して

いる。また、下部も湧水が著しいため土層の細分ができなかった。井戸筒の径は0.90㎝である。

出土遺物は青磁、白磁、土師器杯、土師皿、擂鉢のほか、木製品も確認されている。

　出土遺物（第30・31図）第30図１は青磁の椀で口径は16.0㎝に復元される。灰色の胎土にに

ぶい緑釉が厚くかかり、口縁端部を弱く外反させる。２は磁州窯系の椀である。外面は乳白色の

釉が全体には及ばず、ヘラケズリの痕跡をよく残す。内面は中央部に鉄絵で花状文様、見込部分

に二重の圏線を配する。内面見込と高台畳付に砂・白土目地が認められる。

　３は瓦質の擂鉢で、口径は26.0㎝に復元され、白灰色を呈する。外面はオサエ、内面は斜ハケ

を施すが、小片のため擂目は確認できない。内外面ともにススが付着する。４は瓦質擂鉢の底部

片である。内面は横ハケを施す。小片のため擂目は確認できない。
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１．黒色粘質土（しまり無）
２．やや淡い灰黒粘質土（有機質含）
３．黒褐色粘質土（しまり無、藁等含）
４．淡黒褐色粘土（淡青灰色粘土ブロッ
ク混）

５．砂利層

１．灰褐色土（しまり有）
２．淡灰褐色土
３．白黄褐色粘質土
４．炭層
５．白黄褐色粘質土＋炭（8：2）
６．黄褐色粘質土
７．黄褐色粘質土＋炭（6：4）
８．炭混じりの灰褐色砂質土
９．黄褐色粘質土＋炭混じりの灰褐色砂質土（5：5）
10．黄褐色粘質土＋炭混じりの灰褐色砂質土（青灰色粘土
ブロック混）

11．黄褐色粘質土＋炭混じりの灰褐色砂質土（5：5）
12．黄褐色粘質土＋炭混じりの灰褐色砂質土（6：4）
13．炭混じりの灰褐色砂質土（青灰色粘土ブロック混）
14．炭混じりの灰褐色砂質土（青灰色粘土ブロック少混）
15．暗灰色粘砂質土（青灰色粘土ブロック混）
16．暗灰褐色粘砂質土
17．砂利層
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第31図　潤番田遺跡２号井戸出土遺物実測図２（1/3）

第30図　潤番田遺跡2号井戸出土遺物実測図１（1/3・1/1）

　５～８は土師器の坏である。５は口径12.6㎝に復元される坏の口縁部片である。６は口径12．

0㎝に復元される坏で、底部は回転糸切り痕を残す。７は坏の破片で口径12.3㎝に復元される。

底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。８は坏の口縁部片で、口径は11.2㎝に復元される。

　９～15は土師皿である。９は口径9.6㎝、器高1.1㎝に復元される土師皿で、底部は回転糸切り

を施し、上げ底気味になる。口縁端部は黒斑がある。10は口径9.5㎝、器高1.7㎝の土師皿で底部

に回転糸切り痕と板状圧痕を残す。11は口径10.1㎝、器高1.5㎝の土師皿で底部に回転糸切りを

1

2

5

8

9

12

13

16

17

14
15

18 19

6 7

10 11

3

4

0 5ｃm

1

2

4

3

6 7 8 9

5 10 11

12 13

0 10ｃm

0 10ｃm



̶41̶̶40̶

第33図　潤番田遺跡４号井戸出土遺物実測図（1/3）

施し、板状圧痕を残す。12は口径10.0㎝、器高2.0㎝に復元される土師皿で、底部に回転糸切り

痕と板状圧痕を残す。13は口縁部が直立する土師皿で底部に回転糸切り痕を残す。口径は8.4㎝

に復元される。14は口径9.1㎝に復元される小型の土師皿で、底部には回転糸切り痕を残す。15

は口径7.8㎝に復元される小型の土師皿である。底部には回転糸切り痕を残す。

　16は褐釉陶器の小壺で口径は10.5㎝に復元される。口縁部断面は三角形で、胴部の器壁は薄

い。褐色釉は全面に及ぶが、内面は釉の厚さに差がある。

　17は弥生土器の椀である。口径9.8㎝、器高4.9㎝を測り、底部は丸底である。内面はオサエの

痕跡をよく残す。

第32図　潤番田遺跡3号井戸出土遺物実測図（1/3）

　18は球状の鉄滓である。重さ18.65ｇを測る。

　19は碧玉剥片である。荒割素材を作り出した際の残欠で、一部、自然面を残す。長さ2.6㎝、

幅1.3㎝、厚さ1.4㎝、重さ4.55ｇを測る。18は球状の鉄滓である。重さ18.65ｇを測る。

　19は碧玉剥片である。荒割素材を作り出した際の残欠で、一部、自然面を残す。長さ2.6㎝、

幅1.3㎝、厚さ1.4㎝、重さ4.55ｇを測る。

　第31図１～13は木製品である。１は陽物形木製品である。杭状の木材の先端部を加工し、陽物

形に整える。基部は炭化していることから、火を受けて折れたものか。井戸からは５片に分かれ

て出土した。現存長32.8㎝、直径3.7㎝を測る。なお、陽物形木製品断面中央部に直径６㎜の管状

の穿孔を施す。２は板状の加工品で上部を欠く以外は、みな加工面を残す。左側には雲気状の抉

りを入れる。組合品の部材か。現存長31.5㎝、幅2.6㎝、厚さ6.2～8.5㎜を測る。３は曲物部材片

で、上部を焼失する。下部も表面が黒色化する。現存長17.2㎝、幅3.4㎝、厚さ2.5㎜。４は曲物

側板片である。火を受けた曲物が部分的に残ったもので、裏面は炭化している。左側には樹皮に

よる緊縛が認められる。現存長15.0㎝、現存幅5.3㎝、厚さ9.0㎜。５は棒状を呈する加工品であ

るが、両側面ともに割れており、円盤状を呈するものか。現存長17.7㎝、幅1.1㎝、厚さ7.0㎜。

６～13は箸である。６は箸の中央部付近の破片である。現存長10.3㎝、断面4.0×6.0㎜を測る。

全体的に面取り痕をよく残す。７も箸の中央部片で両端部を欠く。現存長さ11.4㎝、断面

8.0×6.0㎜を測る。８は箸の上部片である。中央部以下を焼失する。現存長10.3㎝、断面

6.5×5.5㎜を測る。９は箸の先端部片である。先端部は細くなり、丸みを帯びる。10はややゆが

むが欠損がない箸である。長さ21.4㎝、断面6.0×5.0㎜を測る。上端部に火を受け炭化してい

る。先端部は細く丸みを帯びている。11も箸の完形品である。長さ21.0㎝、断面5.5×4.5㎜を測

る。上端部は面取りを施し、先端部は細く丸みを帯びている。12は力が加わり折れてしまった箸

である。先端部は残っている。13は箸の先端部である。現存長12.4㎝、断面4.0×5.0㎜を測る。
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第35図　潤番田遺跡６・７号井戸実測図（1/60）

　３号井戸（第29図２）２は調査区中央部で確認された素掘りの井戸で検出平坦面が東西1.08

ｍ、南北1.11ｍを測る。深さは2.25ｍで、標高2.5ｍ付近が井戸底である。土層の実測はできな

かったが、基本的に黒褐色粘質土が埋土で、最下層に砂利層が確認された。また、井戸の中に立

てかけるようにして丸太材が１本出土した。出土遺物は青磁、象嵌青磁、国産陶器大甕、擂鉢、

土師皿等が確認された。井戸を囲むように３号掘立柱建物があり、井戸の覆屋の可能性もある。

　出土遺物（第32図）１は白磁の浅形椀である。口径12.4㎝、器高3.5㎝に復元される。焼成不

良の黄灰色胎土に淡黄緑釉をかけるが、外面下半部と内面中央部には釉が及ばない。外面はヘラ

ケズリを施すが、高台内面の刳りは浅く、底部は肉厚である。

　２は象嵌青磁の椀で口径17.0㎝に復元される。灰色の胎土に灰緑釉をかけるが、外面は部分的

に釉が及ばないところがある。また、内外面ともに象嵌を施すが、焼成時の問題のためか部分的

に文様を欠くところがあり、不良品と思われる。外面は口縁部下に２本の直線文を配し、その下

に花状のスタンプ文を囲む２重の円面を置く。いずれも白象嵌である。内面は象嵌の部分的な欠

落のため詳細は不明であるが、口縁部下に２本の直線文を引き、その間を斜めの直線で結ぶこと

により三角文を表している。その下にスタンプ円文、直線文を配する。いずれも白象嵌である。内

面中央部には白象嵌・黒象嵌で花文を描く。３は瓦質の大甕である。胴部片も多く残存し本来は一

個体を投げ込んでいたと思われるが、いずれも強い熱を受け器表面がひどく剥離し、接合関係が確

認できなかったため、口頸部のみを図化している。また、口縁端部も欠く。外面は縦ハケ、内面は

横ナデを施す。

　４・５は擂鉢である。４は瓦質の擂鉢で、口径は30.5㎝に復元される大型の擂鉢で、内外面とも

に白灰色を呈し、外面にススが付着する。内面は横ハケを施したのち、５本1単位とする擂目を入

第34図　潤番田遺跡5号井戸出土遺物実測図（1/3）

れる。外面は口縁部付近にオサエと横ハケ、底部付近は斜ハケと横ナデを施す。口縁部は傾斜し、

端部に平坦面をもちつつ、上下に摘み出しが認められる。なお、口縁部と底部は繋がるところは

ないが、色調や胎土から同一個体と判断される。底部は板状圧痕が認められる。５は土製の擂鉢

で、口径24.4㎝に復元される。外面上半部に横ハケ、下半部に縦ハケを施し、内面は横ハケの後

に４本１単位の擂目を入れる。

　６～10は土師皿である。６は口径7.7㎝器高1.5㎝に復元される土師皿で、口縁部は直線的に立

ち上がる。底部に回転糸切りを施し、板状圧痕を残す。７は完形品の土師皿で、口径9.8㎝、器高

1.5㎝を測る。口縁部はゆがみが大きく、ひびも入る。底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。８

は口径8.6㎝、器高1.6㎝に復元される土師皿で、内外面にススが付着、燈明皿として用いられたと

思われる。底部は回転糸切り痕を残す。９は土師皿の小片で、口径9.4㎝、器高1.45㎝復元される。

底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。10は口径10.6㎝、器高1.4㎝に復元される土師皿で、底部

に回転糸切り痕を残す。

　４号井戸（第29図３）調査区中央やや西寄りで確認された素掘りの井戸で、14号溝に切られ

る。検出面で東西1.71ｍ、南北1.95ｍ、深さ2.25ｍを測り、標高2.4ｍ付近が井戸底になる。調査

では検出面から断面図を作成していたが、井戸下部は湧水が著しく図化ができなかった。また、最

下層には砂利層が確認された。出土遺物は擂鉢や土師器坏が出土しているが、量は少ない。

　出土遺物（第33図）１は瓦質の擂鉢である。口径26.3㎝に復元され、白灰色を呈する。外面は

口縁部下に横ハケ、胴下半に縦ハケを施す。内面は横ハケの後に５本１単位の擂目を入れる。口
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第37図　潤番田遺跡６号井戸出土遺物実測図２（1/3）第36図　潤番田遺跡６号井戸出土遺物実測図１（1/3）
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第39図　潤番田遺跡６号井戸出土遺物実測図４（1/3）第38図　潤番田遺跡６号井戸出土遺物実測図３（1/3）
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縁部は肥厚し、注口をもつ。２は黄灰色を呈する瓦質の擂鉢で、口径は23.2㎝に復元される。

外面はナデ、内面は横ハケ施すが、内面下部が剥離し、擂目は確認できない。口縁部は傾斜

し、口縁端部は平坦面をもつ。

　３は土師器の坏である。口径13.1㎝、高さ2.6㎝に復元され、底部は回転糸切痕と板状圧痕が残る。

　４は砥石で右側1/3程度を欠く。長軸の中央部分が特に使われており、断面鉄アレイ状の形態と

なる。横断面はゆがんだ五角形であるが、いずれの面も砥面として用いている。やや粗い砥石

第40図　潤番田遺跡６号井戸出土遺物実測図５（1/3） 第41図　潤番田遺跡7号井戸出土遺物実測図（1/3）
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第42図　潤番田遺跡1・２号溝実測図（1/60）

でである。重さ1700ｇである。

　５号井戸（第29図４）４は調査区中央部東寄りで出土した素掘りの井戸である。検出面で東

西0.96ｍ、南北0.90ｍ、深さ1.50ｍを測る。標高3.0ｍ付近が井戸底になる。出土遺物は朝鮮

雑釉陶器や土師器坏などがある。

　出土遺物（第34図）１は朝鮮雑釉陶器椀で、口径は16.0㎝に復元される。灰色の胎土に灰緑

釉をかける。

　２～４は土師器坏である。２は口径12.7㎝に復元される坏で、口縁部はゆがみが大きい。底

部は回転糸切りの後にナデを施す。３は口径13.4㎝の坏である。底部には回転糸切り痕と板状圧

痕を残す。底部中央がやや盛り上がり、安定しない。４は口径10.2㎝、高さ2.75㎝に復元される

坏である。底部は回転糸切りである。

　５～８は木器である。５は平面横櫛形の木製品で、長さ17.5㎝、幅3.85㎝、厚さ１～2.5㎜を

測る。曲物の部材か。６は箸の先端部片である。先端部は角がなくなり、丸みを帯びる。現存長

15.6㎝、断面5.5×5.0㎜を測る。７も箸の先端部である。先端部は細くなり、丸みを帯びる。現

存長16.8㎝、断面5.0×4.5㎜を測る。８は板状加工品である。製作当初の面が残っているのは下

端部のみである。現存長15.0㎝、現存幅1.65㎝、厚さ2.5㎜を測る。

　６号井戸（第35図１）調査区の中央東寄りに位置する素掘りの井戸で上端部平面は東西2.34

ｍ、南北2.49ｍ、深さ1.96ｍを測る。標高2.3ｍ付近の井戸底の湧水部で側面の青灰砂粘質土層

が崩壊し、断面が算盤玉状になる。また、現段階でも湧水著しい。出土遺物は擂鉢、青磁、白

磁、褐釉陶器、土師器坏、土師皿等がある。

　出土遺物（第36～40図）第36図１は備前焼の大甕で、口径38.0㎝に復元される。口縁は玉縁

で、胴部上部には自然釉がかかる。頸部にはしまりがない。２は陶質の風炉でにぶい橙色を呈す

る。口縁部は直立し、端部を摘み出す。口縁部にはスタンプで梅花文を配し、頸部には×印文を

施す。胴上半部には窓を開ける。内面は横ナデの後に弱いケズリを施す。胴部内面はハケが残

り、胴部と頸部の境目の調整は悪く、段状になる。

　３～５は土鍋である。３は耳付きの土鍋で底部を欠く。口径28.0㎝、残存高16.9㎝を測り、外

面上部は縦ハケ、下部は横ハケを施し、内面は全面に横ハケが残る。外面は全面にススが付着

し、胴部中位は二次焼成によって赤褐色化している。内面は底部付近で剥離がみられる。４は口

径31.0㎝、残存高12.5㎝の土鍋で、外面は全面にススが付着する。外面の口縁部付近に縦ハケを

施し、底部付近に剥離がみられる。内面は口縁部付近にオサエを施すほかは、全面に横位のハケ

が残る。５は口径25㎝の土鍋で、外面全面にススが付着する。外面は強い縦ナデを施し、内面は

横ハケが残る。

　第37図１は口径33.8㎝、器高約15.0㎝の土鍋で、底部を欠く。底部から下半部は丸みをもち、

下半部から口縁部に向かって直線的に広がる。外面は上半部にススが付着し、下部は所々にスス

が付着する。外面はオサエと縦ハケを施し、内面は横ハケが残る。２は底部を欠く土鍋で口径

30.6㎝、器高約15㎝を測り、胴下半部から口縁部に向かってやや内彎しつつ立ち上がる。外面は

縦ハケ、内面は横ハケを残す。外面には二次焼成痕を残す。３は底部を欠く土鍋で、口径30.8㎝

を測る。底部は丸底と思われ、胴下部から上部にかけて直線的に立ち上がり、口縁で反転しつつ

立ち上がる。口縁端部は丸く、内面にやや突出する。外面は全体的にススが付着し、調整ははっ

きりしないが、内面には横ハケをよく残す。

　４は備前系の擂鉢で口径39.6㎝に復元されるが、小片のためやや不安がある。全体的に肉厚で、

口縁部には注口も有する。内外面ともにナデを基調とし、内面には４本１単位の擂目を入れる。５

も備前系の擂鉢で口径36.4㎝に復元される。口縁部は傾斜し、端部に平坦面をもつ。外面はナデを

施し、内面は横ハケの後に４本１単位の擂目を入れる。なお、内面にはススが付着する。

　第38図１・２は擂鉢である。１は瓦質の擂鉢で口縁部と底部が出土している。両者は接合しな

いが、色調や胎土、器壁の厚さから同一個体と判断した。口径は31.1㎝に復元される。外面は横

ナデを施すが、接続痕を完全に消すまでには至らない。内面は横ハケのあとに５本１単位の擂目

を直線的に入れる。口縁部は傾斜し、口縁端部は平坦面をもつ。黄白灰色を呈する。２は備前焼

の擂鉢で口径25.0㎝に復元される。内外面ともに横ナデを施し、内面に４本１単位の擂目を入れ

る。器壁は比較的薄く、口縁部は水平で、口縁端部に平坦面をもつ。３は瓦質土器の大甕であ

る。小片のため口径は出していない。断面は灰色、外面は黒色を呈する。

　４～７は青磁と白磁である。４は白磁椀の口縁部で、口径16.4㎝に復元される。口縁端部を外

反させる。内外面ともにピンホールが多い。５は白磁椀の底部片である。外面は高台付近まで釉

１．にぶい橙色土（撹乱）
２．暗灰黒色粘質土＋木質（暗渠）
３．にぶい暗褐色粘質土（酸化鉄多混）
４．にぶい暗褐色粘質土（酸化鉄少混）
５．暗灰黒色粘土（しまり無）
６．淡灰黒色粘土（青灰色粘土ブロック混）
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第43図　潤番田遺跡1・2号溝出土遺物実測図１（1/3）

第44図　潤番田遺跡２号溝出土遺物実測図２（1/3）

が及び、内面は全面に及ぶが見込部分は掻き取り、白色土の目地を残す。６も白磁椀の底部片で

ある。やや高台が高い。内面にのみ釉が確認される。７は青磁椀の底部である。内面にのみ釉が

確認される。高台断面は方形である。

　８は褐釉陶器の椀で、口径12.7㎝に復元される。火を受けており、内外面ともに釉につやがな

い。また、断面には欠継が認められる。

　９～15は土師器の坏である。９は口径14.8㎝に復元される坏で、口縁端部がやや外反する。

10は口径14.5㎝、器高3.4㎝に復元されるが、底部中央を欠く。11は口径12.2㎝、器高3.8㎝の

坏で、底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。13は口径11.6㎝、器高2.6㎝に復元される坏で、

底部は回転糸切りの後にケズリを施す。14は坏口縁部で、口径11.0㎝に復元される。胴部に強い

横ナデを施し、凹凸が目立つ。15は底部片である。回転糸切り痕を残す。

　16～23は土師皿である。16は口径9.2㎝、器高1.8㎝を測り、底部には回転糸切り痕を残す。

17は口径8.6㎝、器高1.8㎝を測り、底部には回転糸切り痕を残す。外面は全面にススが付着す

る。18は口径8.5㎝、器高2.2㎝を測り、底部は回転糸切りである。19は口径8.3㎝、器高2.3㎝

を測り、底部は回転糸切り痕を残す。口縁部は傾斜する。20は口径8.3㎝器高1.7ｃｍを測る土師

皿である。底部は上底で、回転糸切り痕を残す。21は口径9.2㎝、器高1.6㎝を測る土師皿であ

る。底部は回転糸切りを施し、板状圧痕を残す。22は口径8.4㎝、器高1.9㎝を測り、底部は回転
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糸切り痕を残す。23は口径7.9㎝、器高2.0㎝を測る土師皿で、器壁が薄い。口縁部は一部打欠き

があり、底部は上底で回転糸切り痕を残す。

　24・25は砥石である。24は長方形の砥石である。長軸下部を欠くが、中央部より厚く、端部

付近であると思われる。４側面とも使用痕が認められる。残存長11.6㎝、幅5.2㎝、厚さ2.5㎝、

重さ345.75ｇである。25はやや大型の砥石片である。実測図の上下ならびに右側を欠く。現存

長さ10.0㎝、幅5.5㎝、厚さ4.6㎝、重さ530.36ｇを測る。

　第39図１・２は下駄である。１は全長20.2㎝、幅10.0㎝に復元される下駄で３つに割れて出

土した。歯を含む厚さは4.5㎝である。目は裏面から刀子状の工具を用いて開けられており、平面

方形を呈する。２は全長20.0㎝、復元幅14.0㎝、歯を含む厚さ5.0㎝を測る下駄で、側面1/3程度

を欠く。目は前方と後方で大きさが異なる。台部が比較的肉厚である。

第40図１は小児用の下駄か。長さ13.6㎝、幅7.5㎝、歯を含む厚さ4.7㎝を測る。右側側面を一

部欠くが遺存状態は良い。目は錐状の工具で開けてあり、３か所ともほぼ同じ径である。台の裏

面は工具痕が残るが、丁寧な加工を施す。特に前端部と後端部は薄く仕上げる。２・３は曲物の

部材である。２は曲物の底板である。直径19.0㎝、厚さ5.0㎜を測る。３は曲物のあわせ部分の

側板である。残存長さ24.5㎝、幅13.3㎝で、土圧のため、曲物本来の丸みはなく扁平な板状で残

る。合わせ部分は樹皮を用いて連結する。４は円形の板状加工品である。現存長17.8㎝、厚さ

1.1㎝を測る。部材の厚さから桶状の底板と思われる。５は板状加工品である。長軸端部を欠く

が、現存長12.0㎝、幅4.5㎝。厚さ３㎜を測る。両面ともに釘状の工具で線を引く。６も板状の

加工品である。一部を欠くが、平面横櫛状を呈し、端部に穿孔を施す。現存長11.0㎝、幅3.3

㎝、厚さ3.0㎜を測る。

　７号井戸（第35図２）調査区の中央部で確認された井戸で上端部平面が東西1.29ｍ、南北

1.08ｍの楕円形を呈し、深さ2.28ｍを測る。標高2.3ｍ付近が井戸底である。出土遺物は青磁、

褐釉陶器、象嵌青磁、備前焼、土師器坏、土師皿等がある。特に象嵌青磁の方枕の出土が特筆さ

れる。

　出土遺物（第41図）１は青磁椀の底部片である。白灰色の胎土に淡緑色の釉がかかるが、内面

見込部分は掻き取られ、外面は高台畳付より内側には及ばない。高台内面は回転ヘラケズリを施

すが、高台の厚さは異なる。また、高台畳付付近にはススが認められる。

　２は褐釉陶器の壺口縁部である。口縁部の断面は三角形で、釉は全面に及ぶ。

　３～５は象嵌青磁である。３は方枕屈曲部片である。淡灰色の胎土に釉をかける。しかし、釉

が薄くかかるため、地の色が透け、にぶい淡灰緑色を呈する。内面にも釉が及ぶが、外面よりも

釉が厚く明淡緑に発色している。外面は屈曲部から7.0㎜程度離れた箇所に白象嵌で２重の界線を

表す。ａ面、ｂ面ともに同様な文様構成であるため、この破片は狭面と広面の屈曲部に該当する

と思われる。なお、a面の左側断面のみ黒色物質が塗布されていることから、欠継痕と思われる。

屈曲部はやや鈍角で鋭く曲がり、屈曲部が丸みを帯びる福岡県太宰府市観世音寺出土例などと比

べるとやや違和感を覚える。現存長5.3㎝、現存幅4.2㎝、厚さ6.5㎜を測る。４・５は梅瓶片で

ある。４は梅瓶の下半部である。灰色の胎土ににぶい緑色の釉が厚くかかるが、内面には及ば

ず、外面は大きく剥がれる箇所がある。内面はオサエと横ナデを施す。５も梅瓶の底部付近であ

る。灰色の胎土淡緑色の釉が内外面ともにかかる。

第45図　潤番田遺跡３～12・14号溝実測図（1/100）
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　６は備前焼の大甕胴部片である。小片のため径等は復元できない。外面は灰赤色、内面は淡褐

色に自然釉がかかる。７は瓦質の擂鉢で、白灰色を呈する。口径は33.4㎝に復元され、外面は

オサエと縦ハケ、内面は剥離が多く詳細は不明であるが、横位のハケを施した後、擂目を入れ

る。口縁部片と底部片は接合しないが、胎土や色調から同一個体と判断した。

　８は土師器の坏である。口径13.8㎝、器高2.65㎝に復元される。底部は回転糸切り痕と板

状圧痕が認められる。９は土師皿である。口径9.7㎝、器高1.65㎝を測る。底部は肉厚で、回

転糸切り痕と板状圧痕が認められる。10は手捏土器の底部片である。

　11は円形板状加工品である。２片に別れ、互いに接合しないが、厚さや質感から同一個体と

判断した。直径10.0㎝、厚さ6.5～7.0㎜を測る。手桶の底板か。

　（５）溝

　１号溝（第42図1）調査区の南側で検出した東西方向に延びる溝である。幅0.81ｍ、深さ10.0

㎝を測る。埋土の状態から新しい時期のものと思われ、掘り進めるとコンクリートブロック塊が

出土した。

　出土遺物(第43図１～３)１は褐色の釉が全面にかかる陶器である。外面に布袋を貼りつけ、内

面は横ナデを施す。貧乏徳利か。２は褐釉陶器の小椀である。高台畳付を除き、全面に釉が及

ぶ。３はにぶい橙色を呈する火鉢の脚部である。外面は斜ハケ、内面はナデを施す。

　２号溝（第42図1）１号溝に隣接して確認された幅3.69ｍ、深さ0.90ｍの大溝である。北側の

第47図　潤番田遺跡5・6号溝トレンチ・6号溝出土遺物実測図（1/3）第46図　潤番田遺跡4・5号溝出土遺物実測図（1/3）
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第48図　潤番田遺跡７・10～14号溝出土遺物実測図（1/3・1/2）

潤古屋敷遺跡で検出された大溝との関連が想定される。出土遺物は青磁、白磁、象嵌青磁、土師

器坏、土師皿などが出土する。

　出土遺物（第43図４～21、44図）第43図４～６は青磁である。４は椀の底部片である。白灰

色の胎土に淡緑釉をかけるが、高台畳付より内側には及ばない。また、内面は中央部に双魚文を

スタンプしているものの釉が及ばず不良品といえる椀である。５も椀である。にぶい緑釉が厚く

かかるが、高台畳付より内側には及ばない。また、高台内側の刳りが浅く、底部は肉厚である。

６は卸皿の小片である。外面に緑釉をかける。瀬戸か。７・８は白磁椀である。７は灰色の胎土

の上に白灰色の釉をかける。内面見込み部分は釉を掻き取り、白色土の目地を残す。中央部には

植物のスタンプ文を配する。外面は釉が底部付近に及ばずヘラケズリの痕跡をよく残す。８も椀

の底部片である。内面にのみ黄乳白色釉がかかる。外面はヘラケズリの痕跡をよく残すが、高台

内面の刳りはほとんどない。

　９・10は象嵌青磁の椀の底部片である。９は内外面全面に淡緑釉がかかり、内面に白・黒象嵌

を施す。内面中央部から菊花文、二重圏線文、花文、二重圏線文を施す。花文の間には直径1.5

㎝の花文とそれを囲む円文を配する。中央部の菊花文と二重圏線文に挟まれた花文はスタンプと

思われる。10は内外面ともに雑釉に近いにぶい緑釉を全面に施す。内面は二重圏線文の外側に蓮

弁文を配し、外面は椀下部に沈線を巡らす。

　11は瓦質の火鉢で、丸味を帯びた浅鉢形を呈する。口縁部は内側へ強く屈曲し、その上端は面

をなす。丁寧に作られており、屈曲部の角は鋭い。外面は光沢をもつ灰色、内面は白灰色を呈す

る。出土部位が小片であるため、口径は類例から求めている。

　12～16は土師器の坏・皿である。12は坏で口径13.1㎝、器高2.5㎝に復元される。底部は回

転糸切りである。13も坏である。口径11.4㎝、器高2.0㎝に復元される。底部は回転糸切りで上

げ底気味である。14～16は土師皿である。14は口径9.0㎝、器高1.3㎝に復元され、底部は回転

糸切りを施す。15は口径8.8㎝、器高1.8㎝に復元され、底部は上げ底気味で回転糸切り施す。

16は口径9.7㎝、器高2.4㎝に復元され、底部に板状圧痕を残す。

　17は土鍋で口径30.6㎝に復元される。内面は横ハケ、外面はナデを施し、口縁部付近にはス

スが付着する。口縁部は傾斜し、口縁端部は平坦面を有する。18は羽釜の胴部片である。口縁

部、底部を欠くが、全体的に薄手で丁寧なつくりである。外面下部にはススが付着する。

　19～21は擂鉢である。19は瓦質の擂鉢口縁部で、口径は26.6㎝に復元される。口縁部は肥

厚しつつ傾斜し、端部は平坦面をもつ。外面はオサエとナデ、内面は横ハケを施し、内外面と

もに灰白色を呈する。20は土製の擂鉢で、口径28.3㎝に復元される。口縁部付近の小片である

ため擂目は確認できない。21は瓦質の注口をもつ擂鉢で、口径28.0㎝に復元される。外面はオ

サエとナデ、内面は横ハケを施し、内外面とも灰白色を呈する。

　22は板状の土製品である。２側面だけ残り、全体の形状や大きさは確認できない。色調は橙色

を呈する。

　第44図１・２は備前焼の擂鉢である。１は擂鉢の底部片で、底部の中央部を欠く。にぶい赤褐

色を呈する。外面は横ナデを施し、内面は横ナデの後に７本１単位の擂目を入れる。２も擂鉢の

底部片で中央部を欠く。外面は横ナデで、内面は横ナデの後に７本１単位の擂目を入れるが、内

面は磨滅が著しい。外面は赤褐色、内面は灰色を呈する。
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第49図　潤番田遺跡13・15・16・18・19号溝実測図（1/100）

　３・４は瓦質の風炉の上半部である。３は口径16.0㎝に復元される風炉で、直立気味の口縁部

をもつ。内外面ともに横ナデを施す。色調はにぶい橙色を呈するが、外面は全面にススが付着す

る。４は口径が13.1㎝に復元される小型の風炉である。外面は口縁部にスタンプで菊花文を配

し、胴部は横ミガキを施す。内面は口縁部に横ハケ、胴部に指オサエとナデを施す。色調は黄灰色

を基調とするが、外面は燻されたのか全面黒色化している。また、外面下部にはコゲが付着する。

　５・６は刀子である。５は完形品の両関の刀子で、２号溝の最下層から出土した。刃部は使用

により内湾し、茎は折れ曲がる。全長22.6㎝を測る。６は刀子の破片で、２号溝の最下層から出

土した。刃部を欠くが、同一個体と判断される。刀子そのものは錆に覆われ状態は悪い。

　７は棒状の加工品である。左側端部のみを欠くが、残りの側面は加工痕を残す。現存長21.0㎝、

幅1.3㎝、厚さ３～４㎜を測る。籌木か。８は平面横櫛形の板状加工品である。２片に分かれる

が、全長13.4㎝、幅3.3㎝、厚さ3.0㎜を測る。９は板状加工品である。上側側面を欠くが、残りの

側面は加工痕を残す。下側面には３か所の切り込みを入れる。全長6.5㎝、幅1.0㎝、厚さ3.0㎜。

　10は胴部が張る円盤状の黒石で、直径3.0㎝、厚さ1.8㎝、重さ27.6ｇを測る。双六の駒か。

11は耳付石鍋口縁部片である。外面にケズリ痕を残すが、剥離部分も多く詳細は不明である。

　３号溝（第45図）調査区の中央部南側寄りで確認された細い溝で、北東方向に延びる。途中東西

に延びる暗渠に切られ、少しずれた個所から７号溝が北進するが、幅や深さから同一の溝とも考え

られる。

　４号溝（第45図）調査区中央部で確認された細い溝で南北方向に延びるが、1号井戸に切られる。

　出土遺物（第46図１）１は弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけてみられる東海系のＳ字口

縁甕である。口径は14.0㎝に復元されるが、小片であるため口径の復元にやや不安がある。

　５号溝（第45図）調査区の中央部で南北に走る溝で、６号溝とぶつかりながら北進する。部分

的に両者の区分ができなかった箇所もある。多くの暗渠に切られるとともに、11・12号溝や１

号井戸に切られる。

　出土遺物（第46図２～19）２・３は青磁の椀である。２は鎬蓮弁文をもつ青磁椀で口径16.8

㎝に復元される。口縁端を若干外反させ、にぶい緑釉が厚くかかる。３は口径12.8㎝に復元され

る小ぶりの青磁椀で、口縁部下に雷文帯を配する。白灰色の胎土ににぶい緑釉をかける。４は白

磁椀の底部片である。内面見込部分に唐草文を弱く押し出しているが、青白色の釉がかかり不明

瞭になっている。外面は高台畳付から内側は露胎である。５は白磁の小椀である。口径は7.2㎝

に復元される。器壁は薄く、胴部の屈曲部から口縁部に向かって内湾しつつ立ち上がる。

　６は黒釉陶器の瓶の底部片で、底径は11.6㎝に復元される。底部畳付部分は露胎で、灰色の胎

土が見えている。内外面ともに横ナデを施し、底部は上げ底である。

　７は瓦質の擂鉢の口縁部で、口径は32.0㎝に復元される。外面は強い２次焼成を受け、淡い桃

色と黒色を、内面は褐灰色を呈する。外面はナデを、内面は横ハケを施す。擂目は小片のため確

認できない。８は土鍋である。底部を欠くが、やや丸みをもちつつ立ち上がり口縁に至る。外面

は縦ハケ、内面は横ハケの後に横ナデを施す。なお、外面はスス等が付着し黒色化し、内面はに

ぶい黄橙色を呈する。９も土鍋である。外面はススが付着し黒色化するものの、上半部で縦ハ

ケ、下半部で強い横板ナデを確認できた。内面は横ハケを施す。底部を欠くが、胴部下半の屈曲

部から口縁部まで直線的に広がる。口縁端部は傾斜し、平坦面をもつ。10も土鍋である。口縁部
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付近はやや開き、口縁端部は肥厚する。外面はススが付着し黒色化し、内面は灰黄色を呈する。

外面は縦ハケ、内面は横ハケを施す。11は口縁部が広がる土鍋である。外面はナデ、内面は横ハ

ケを施す。口縁端部の調整は丁寧に行われるが、使用の結果、外面は灰黄褐色、内面はにぶい赤

橙色を呈する。12は瓦質の風炉で濃い灰色を呈する。口径28.4㎝に復元される。張りの強い胴部

に直立する口縁をもち、口縁端部は外側にやや摘み出される。口縁の直立部にはスタンプで雷文

を巡らせる。胴部外面から口縁部内面にかけては丁寧な横ミガキ状のナデを、胴部内面は横ハケ

を施す。

　13～17は鉄滓である。13は長さ7.5㎝、幅6.5㎝、重さ213.83ｇを測る。14は長さ4.9㎝、幅

5.0㎝、重さ91.17gを測る。15は長さ3.2㎝、幅2.8㎝、重さ15.25gを測る。16は長さ4.4㎝、幅

2.6㎝、重さ30.60ｇを測る。17は長さ3.4㎝、幅2.4㎝、重さ26.86ｇを測る。18は鉄釘片であ

る。19は砥石で端部が厚くなる。４側面とも砥石として用いている。

　６号溝（第45図）調査区の中央部で５号溝とぶつかりながら南北に延びる。暗渠と11号溝、１

号井戸に切られる。

　出土遺物（第47図１～８）１～３は５号溝と６号溝の前後関係を確認するために設けたトレン

チから出土したものである。１は瓦質の擂鉢で、口径28.0㎝に復元される。口縁部は傾斜し、端

部を外に摘み出す。外面はナデ、内面はナデの後に５本１単位の擂目を入れる。色調は白灰色を

呈する。２は瓦質土器の椀か。口径も復元できないほどの小片であるが、口縁部下にスタンプ文

が認められる。３は滑石製石鍋である。直径21.6㎝に復元され、小型の一類に含まれる。外面に

はススが付着する。

　４～８は６号溝出土遺物である。４は象嵌青磁の梅瓶の小片である。灰色の胎土に淡緑釉がか

かるが、内面には及ばない。外面には直線文２本と、蓮弁文を白象嵌で表す。象嵌はいずれも細

く丁寧に施されている。これら象嵌の文様と器壁の厚さから、梅瓶の底部付近と思われる。５は

土鍋の口縁部片である。口径は30.0㎝に復元される。外面は縦ハケ、内面は横ハケを施す。口縁

部は傾斜し、平坦面をもつ。６は土鍋で、口径21.6㎝に復元される。外面はススが付着し、調整

の詳細は不明である。内面は横ハケを施す。

　７は鉄滓である。長さ11.4㎝、幅7.6㎝で、重さは497.41ｇである。８は茶臼である。最大径

39.0㎝で、丁寧な作りである。

　７号溝（第45図）調査区の中央部東側で確認された細い溝である。南北に延びるがそれぞれ暗

渠に切られる。南端部は暗渠に切られるが、３号溝につながる可能性がある。

　出土遺物（第48図１・２）１は瓦質の擂鉢で外面は淡黄橙色、内面は白灰色を呈する。内外面

ともにナデを施すが、小片のため、擂目は確認できない。２は完形の土師皿である。口径8.8㎝、

器高1.5㎝を測る。底部は回転糸切り痕と板状圧痕が認められる。

　８号溝（第45図）調査区の中央部で確認された短い溝である。６号溝と７号溝の間に挟まれ

る。出土遺物はない。

　９号溝　新しい時代の撹乱と判断されたため欠番とする。

　10号溝（第45図）調査区中央部で確認された幅が狭い溝で、南北に延びる。暗渠と３号井戸

に切られる。

　出土遺物（第48図３）３は象嵌青磁椀の口縁部片で、口径18.8㎝に復元される。灰色の胎土に

第50図　潤番田遺跡20・22・23・25号溝実測図（1/100）

にぶい緑釉をかけている。外面は２本の直線文、内面は三角文を白象嵌で表す。

　11号溝（第45図）調査区の中央部で確認された東西に延びる溝で、幅1.2ｍ、深さ35.0㎝を測

る。５・６号溝を切り、12号溝に切られる。
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第52図　潤番田遺跡18・20・22・24・25号溝出土遺物実測図（1/3）

　出土遺物（第48図４～10）４は象嵌青磁の椀の底部片であるが、底部中央を欠く。暗灰色の胎

土ににぶい緑釉をかけるが、外面高台付近から高台内部にかけて露胎である。内外面ともに白象

嵌で直線文を表す。

　５は坏で、口径は11.6㎝に復元される。焼成は瓦器的である。６は瓦質の擂鉢で口径27.2㎝に

復元される。外面は横ハケと縦ナデ、内面は横ナデを施す。小片のため擂目は確認できない。口

縁端部は傾斜し、平坦面をもつ。７は内耳鍋である。口径は30.0㎝に復元されるが、耳部付近の

小片であるため、やや不安がある。外面はススが大量に付着する。内外面ともにナデを施す。８

は土鍋で口径は30㎝に復元される。外面は縦ハケ、内面は横ハケを施す。口縁端部は断面方形で

第51図　潤番田遺跡17号溝出土遺物実測図（1/3）

傾斜する。

　９はガラス小玉で色調はコバルトブルーである。直径6.5×5.7㎜、厚さ4.1㎜で、やや歪みが

ある。10は銅製の歩揺状金具である。剣菱形に加工した小銅板に直径2.5㎜の穿孔を施し、長さ

1.3㎝、幅8.0㎜、厚さ1.0㎜を測る。

　12号溝（第45図）調査区中央部で確認された短い溝で、５・11号溝を切る。幅0.6ｍ、深さ

30.0㎝程度を測る。

　出土遺物（第48図11～13）11は常滑と思われる陶器の底部片である。小片のため反転できな

い。内面は黄灰色、外面はえんじ色を呈する。12は土師皿である。口径9.0㎝、器高1.7㎝に復元

され、底部は回転糸切りを施す。13は土鍋で口径32.3㎝に復元される。底部から内湾しつつ立ち

上がる。内外面ともにススやコゲが付着する。外面に縦ハケ、内面に横ハケを施す。

　13号溝（第49図）調査区の北側東よりで確認された溝で、南北方向に直線的に延びる。北側

は調査区際付近で端部を確認できたが、南側については暗渠に切られ詳細不明である。幅0.34　



第53図　潤番田遺跡包含層出土遺物実測図１（1/3）
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ｍ、深さ6.0㎝程度を測る。

　出土遺物（第48図14～26）14・15は青磁椀である。14は口縁部片で、口径12.0㎝に復元され

る。白色の胎土に淡緑釉をかける。外面の口縁端直下と下部に沈線が認められる。15は底部片

で、高台径6.0㎝に復元される。灰色の胎土ににぶい緑釉がかかる。外面は高台畳付より内側には

釉は及ばない。底部はやや肉厚である。

　16～20は土師器の坏である。16は口径15.0㎝、器高3.5㎝に復元される坏で、底部中央部を欠

く。やや上げ底気味か。底部は回転糸切り痕を残す。17は口径11.8㎝、器高2.3㎝に復元される

坏の口縁部片である。底部は回転糸切り痕を残す。18は口径11.3㎝、器高2.5㎝の坏で、底部は

回転糸切り痕と板状圧痕を残す。19は口径12.1㎝、器高2.4㎝の坏で、口縁部を一部打ち欠く。

底部は回転糸切り痕と板状圧痕を残す。20は口径12.5㎝、器高2.4㎝を測る坏である。底部は回

転糸切り痕と板状圧痕を残し、やや上げ底気味である。21～26は土師皿である。21は口径6.4

㎝、器高1.5㎝に復元され、底部は回転糸切りを施す。22は口径10.2㎝、器高1.5㎝に復元され、

底部は回転糸切りを施す。23は口径8.2㎝、器高1.5㎝に復元され、底部は回転糸切りを施す。24

は口径9.4㎝、器高1.5㎝に復元され、底部は回転糸切りを施し、やや上げ底である。25は口径

10.1㎝、器高1.3㎝に復元されるが、全体的に歪みが大きい。底部は回転糸切りを施す。26は口

径8.8㎝、器高1.26㎝に復元され、底部は回転糸切りを施す。

　14号溝（第45図）調査区中央部を東西に走る幅0.5ｍ、深さ５～７㎝の溝である。溝の西側は

調査区外に延び、東側は12号溝に切られる。また、４号井戸を切る。

　出土遺物（第48図27）27は弥生時代中期の壺の底部片で、底部はやや上げ底である。おそら

く流れ込みと思われる。

　15号溝（第49図）調査区中央部を南西から北東に向かって延びる幅0.45ｍ、深さ5.0㎝程度の

細い溝である。溝の南西側は調査区外に延び、東側は13号溝と17号溝に切られる。

　16号溝（第49図）調査区中央部で南北に走る幅0.4ｍ、深さ５㎝程度の細い溝である。溝の北

側は撹乱に切られ、南側は地形の造成により削平されている。

　17号溝（第６図）調査区北側で確認されたL字に屈曲する溝である。溝の内側には４号建物と

柵が存在し、これらは一体のものとして捉えることが可能である。幅0.8ｍ、深さ30㎝程度を測

る。本来は建物を方形に巡る溝と思われる。

　出土遺物（第51図１～11）１は青磁椀の底部片である。黄灰色の胎土に黄緑色の釉をかけ

る。外面底部付近は露胎である。内面見込み部分には段があり、白色土による目地がある。越州

窯系か。２は青磁椀の底部片である。釉は高台畳付より内側には及ばない。また、高台内面の刳

りは浅く、底部は肉厚である。３は象嵌青磁の椀の口縁部片である。口径は15.6㎝に復元され

る。灰色の胎土に緑釉がかかる。内外面ともに白象嵌で直線文を表す。４は象嵌青磁片で椀か。

小片のため、土器の傾き等は若干不安がある。灰色の胎土に黄緑釉がかかる。外面に白象嵌で2

本の直線文を表す。５は粉青沙器梅瓶の胴部下部片である。軟質の胎土の上に、鉄絵で模様を描

き、その上に透明釉をかける。釉は下半には及ばず、横ケズリ痕をよく残す。内面は横ナデを施

す。

　６は国産陶器片である。当初は燈明皿として図化したが、緑釉が底部平坦面にかかることやス

スが確認できないことから、天地逆の蓋の可能性もある。　
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　７は土師器の坏の口縁部片で、口径は12.4㎝に復元される。８は耳付の土鍋である。耳部付近

のみ残存していたので口径には不安が残る。外面はナデ、内面は横ハケを施す。内外面ともにス

スの付着はない。９は瓦質の擂鉢である。口径30.0㎝に復元されるが、小片のため径にはやや不

第55図　潤番田遺跡包含層出土遺物実測図３（1/3）

第54図　潤番田遺跡包含層出土遺物実測図２（1/3）



1

6

11 12 13 14 15

10987

16 17 18 19 20

21

22 23 24

0

0

0 1㎝

5㎝

5㎝

2 3 4 5

̶71̶̶70̶

安が残る。内外面ともに剥離が著しく、内面の４本１単位の擂目がわずかに確認されるにすぎな

い。10も瓦質の擂鉢で、口径は28.0㎝に復元される。口縁端部は傾き、平坦面をもつ。外面はオ

サエとナデ、内面は横ハケを施したのち、擂目を入れる。しかし、内面下部は剥離しており、擂

目の単位はわからない。11は土鍋で、口径22.4㎝に復元される。外面は縦ハケ、内面は横ハケを

施し、外面にはススが大量に付着する。

　12は鉄滓である。49.09ｇを測る。13は鉄釘である。上部がやや広がり、断面は方形である。

14は輝緑凝灰岩製の石包丁片である。孔は両面穿孔で、穿孔部分から割れている。この石包丁は

流れ込みであろう。

　18号溝（第49図）調査区中央部西寄りで確認された半円形に弧を描く溝である。幅約0.40

ｍ、深さ約5.0㎝の細長い溝である。本来は潤地頭給遺跡で確認されたような住居を囲む溝を想定

したが、住居等は確認されなかった。

　出土遺物（第52図１）１は弥生時代後期の甕の口縁部片である。外面は口縁部が縦ハケ、胴部

上半が横ハケ、下半に縦ハケを施す。内面は横ハケを施すが、接続痕も残す。口縁端部は外に摘

み出す。

　19号溝（第49図）調査区中央部のやや北寄りで確認された溝である。幅1.1ｍ、深さ13.0㎝程度を

測る。

　20号溝（第50図）調査区の北部で確認された南北に延びる溝であるが、暗渠に切られており不

安定な形状となる。22号溝に接する。幅0.68ｍ、深さ20.0㎝を測る。

　出土遺物（第52図２）２は硯の1/4程度の破片である。色調は小豆色で赤間石製の可能性が高

い。重さは89.67ｇである。

　21号溝　新しい時代の撹乱と判断されたため欠番とする。

　22号溝（第50図）調査区の北部で確認された南北に延びる溝であるが、西側を暗渠に切られ不

安定な形状である。20号溝に接し、23号溝に切られる。

　出土遺物（第52図３・４）３は土師器の坏である。口径12.1㎝、器高2.4㎝に復元される。底

部は回転糸切り痕を残す。４は土師皿である。口径9.1㎝、器高1.9㎝を測る。底部は回転糸切り

痕を残す。底部から口縁部に向かって直線的に開きながら立ち上がる。

　23号溝（第50図）調査区の北部で確認された溝で、東西方向に延びている。17・22号溝を切

り、調査区の外側へ延びる。

　出土遺物（第52図５～７）５は青磁椀で口縁部片である。口径は16.0㎝に復元される。灰色の

胎土に淡緑釉をかける。６は土師皿である。口径8.6㎝、器高1.85㎝に復元される。底部は回転

糸切り痕を残し、やや上げ底である。７は鉄製刀子の刃部小片である。

　24号溝（第10図）調査区の北端部で確認された溝で、北側と東側は調査区外に延びている。溝

の内側には９・10号建物があり、本来はこれらを取り囲む方形の溝であったと思われる。幅0.34

ｍ、深さ10㎝程度を測る。

　出土遺物（第52図８～12）８は褐釉陶器の椀底部片である。底径4.2㎝を測る。内面は褐釉が

厚くかかるが、外面は黄灰色の素地が露胎している。外面は回転ヘラケズリを施し、底部は上げ

底である。９は象嵌青磁壺の胴部片か。外面は黒象嵌と白象嵌で花文を表しているが、小片のた

め詳細不明。内面は上から垂れてきた緑釉がかかる程度で、基本的に露胎である。また、内面に

は強い横ナデを施す。10は瓦質の擂鉢の口縁部片で、注口をもつ。口径は30.2㎝に復元される。

外面はオサエとナデ、内面は横位のハケの後に擂目を入れるが、残りが少なく単位は不明であ

る。また、色調は白灰色を呈し、内面下部には黒斑を有する。11は瓦質土器の火鉢口縁部片で佐

藤分類D類である（佐藤2006）。直線的に立ち上がる口縁部で、口端部下の突帯と突帯の間にス

第56図　潤番田遺跡包含層出土鉄器・銅銭・青銅器・ガラス玉実測図（1/1・1/2・1/3）
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タンプで梅花文を施す。なお、上の突帯は外れているが、接続のため溝状に器壁を窪ませてい

る。内面は横位のハケとナデを施す。口径は32.0㎝に復元される。12は管状土錘である。長さ

3.5㎝、最大径1.3㎝を測る。

　25号溝（第50図）調査区の北川東寄りで確認された細い溝で24号溝に切られる。

　出土遺物（第52図13）13は土師皿の小片である。口径8.1㎝、器高1.2㎝を測る。底部は回転

糸切り痕を残す。

　（６）包含層出土遺物

　第53図１～14は青磁である。１は盤の底部片である。小片からの復元であるため、高台径19.8

㎝はやや不安がある。全体的に厚く釉がかかり、内面見込部分には片切彫が施される。２・３は

椀の上半部片である。２は素口縁であるが、３は端部を外反させる。４～13は椀の底部片であ

る。４は内面見込と高台畳付に白色土の目跡を残す。黄灰色の胎土に薄く釉がかかり、表面は黄

緑色を呈する。釉は高台畳付より内面には及ばない。５も４と同様に内面見込と高台畳付に白色

土の目跡を残す。淡褐灰色の胎土ににぶい灰緑色の釉がかかる。６は厚く釉がかかる椀の底部片

である。椀部外面には鎬蓮弁文が施される。釉は高台畳付より内側には及ばない。また、高台内

面の刳りは浅く、底部は肉厚である。７は外面の釉のかけ方が雑で、高台部はムラがあり、高台

内面には及ばない。白灰色の胎土に淡緑釉が薄くかかる。８は白灰色の胎土に淡緑釉をかけた底

部片である。内面見込中央部には花文のスタンプが施される。釉は高台畳付より内面には及ばな

い。９は灰色の胎土ににぶい灰緑色の釉を施し、釉は高台畳付内面には及ばない。10は灰色の胎

土ににぶい緑色の釉を施す。釉は高台畳付より内側には及ばない。また、高台内面の刳りは浅

く、底部は肉厚である。11は黄灰色の胎土に淡緑色の釉薬を施したもの。外面では釉が確認され

ず、高台内面はヘラケズリが粗く施されている。12は白黄色の胎土に淡緑色の釉が全面にかか

る。高台内面の刳りは浅く、底部は肉厚である。また、高台内面には白色土の目地が残る。13は

小椀の底部である。14は同安窯系青磁の皿片である。灰色の胎土に透明度の高い淡緑釉が施され

る。口縁部を欠くが、内面にはZ字状の劃花文を配し、中央部には片切彫で草花文が施される。　

　15～18は白磁である。15は玉縁口縁の椀である。16は口縁端部を外反させる椀である。17は

椀の底部片で外面は露胎、内面には乳白色の釉を施す。18は白磁の皿である。口縁端部を欠く

が、内面には片切彫で草花文を描く。内外面ともに乳白色の釉を施すが、底部は露胎である。底

部には墨書があり、「上」と書かれる。潤番田遺跡で唯一の墨書陶磁器である。なお、福岡市博

多遺跡群での墨書陶磁器分類では「上」は意図不明な漢字に含まれる（佐伯1996）。

　19～30は象嵌青磁である。19は椀の底部付近の破片で、緑色の胎土に黄緑釉が薄くかかる。

内外面ともに白・黒象嵌が認められる。内面は中央部付近に蓮弁文を配し、その外側に水鳥と花

文を描く。花の茎と葉、水鳥の嘴を黒象嵌、鳥の体部と花を白象嵌で表現する。外面は椀の上部

と下部にそれぞれ２本の直線を白象嵌で表している。20も椀下半付近の小片である。内外面とも

に白象嵌が認められる。内面は２本１単位の直線文を２箇所に施したのち、その間を直径1.0㎝の

円文で充填し、外面は１条の直線文を施す。21は椀の底部片である。黄灰色の胎土に淡緑色の釉

を施すが、高台畳付より内側には及ばない。高台内側には白色土の目跡が残る。内面見込み部分

には白象嵌で2本の直線文を表す。火を受けたのか器表面がざらつく。22・23は椀の口縁部片。

いずれも小片であるため、径が復元できない。22は灰色の胎土に黄緑釉をかけ、23は灰色の胎土

ににぶい緑釉をかけるが、ピンホールをもつ。また、口縁端のつくりが良い。いずれも外面に白

象嵌の直線文を施す。24は椀の小片である。外面に白象嵌で直線文を施し、内面に白象嵌と黒象

嵌で木の葉状の文様を描く。胎土は灰色でにぶい緑色の釉をかける。25は椀の小片。淡灰色の胎

土に透明度の高い緑釉を施す。外面に白象嵌で３本の直線文を施す。直線文の上にも円文状の白

象嵌が認められるが、欠失部分が多く、詳細不明である。内面は水鳥が泳いでいる風景が象嵌さ

れており、水鳥の嘴と波を黒象嵌で、水鳥の体を白象嵌で表現している。26は椀の底部片。灰色

の胎土ににぶい緑釉がかかり、やや雑釉陶器にちかい。内面に白象嵌で直線文を施す。27・28は

方枕片で、おそらく同一個体である。27は広面と狭面の屈曲部に位置する小片である。屈曲部は

第57図　潤番田遺跡包含層出土石器・土製品（1/3）
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やや鈍角である。胎土は灰色で、外面はa・ｂ面ともにややにぶい緑灰釉をかける。内面にも釉が

認められ、部分的に厚くかかるところがある。なお、内面には一部角の部分が残っており、この

破片が方枕の角部に該当することがわかる。象嵌はいずれも白象嵌である。a面では並行する２重

界線とそれにぶつかる２重界線が、ｂ面では並行する２重界線とそれに直角にぶつかる２重界線

が認められる。その直線に並行する形で直径4.5㎜の円文が２個確認される。屈曲部はやや湾曲し

ている。ａ面は長さ3.1㎝、幅3.5㎝、ｂ面は長さ2.2㎝、幅3.0㎝を残し、厚さ0.7～0.9㎝を測

る。28も広面と狭面の屈曲部の破片である。屈曲部はやや湾曲し、鈍角に広がる。灰色の胎土に

にぶい緑灰色の釉がかかる。a面の表面にはピンホールが多くみられざらつく。象嵌はいずれも白

象嵌である。ａ面は27のａ面と同様であるが、27のｂ面でみられた円文がひとつ確認された。ｂ

面は２重界線が認められる。29は梅瓶片か。灰色の胎土に透明度が高い緑釉がかかる。外面には

白象嵌で剣先蓮弁文をあらわす。内面は露胎で横ナデを施す。部分的に緑釉が垂れている。長さ

6.0㎝、幅2.7㎝、厚さ0.8㎝の小片である。30は梅瓶の一部分か。灰色の胎土に黄緑釉をかける。

内面は無釉である。外面は白象嵌・黒象嵌で花弁をあらわす。長さ3.0㎝、幅3.0㎝、厚さ0.5㎜の

小片である。

　第54図１は丸形で浅鉢形の土製火鉢である。口縁部は内側へ強く湾曲し、その上端は面をな

す。比較的丁寧に作られており、湾曲部の角は鋭い。一辺4.0㎝程度の小片であるため、口径は類

例から求めている。

　２・３は土師器坏である。２は底部を欠くが、口径12.8㎝、器高2.8㎝に復元される。口縁端

部をすこし外反させる。3は坏部のみの破片で、口径11.6㎝に復元される。口縁端部は薄くな

る。４～８は土師皿である。４は約1/2の破片である。底部から直線的に広がる口縁部をもつ。底

部は回転糸切り痕を残す。口径9.4㎝、器高1.7㎝を測る。５は口径9.4㎝に復元される土師皿

で、内面底部は黒色化している。底部は回転糸切り痕を残す。６は回転糸切り痕と板状圧痕を残

す土師皿で口径は10.0㎝に復元される。７は口径8.5㎝の土師皿で口縁部を一部打ち欠く。底部

は回転糸切り痕を残し、やや湾曲しながら立ち上がる。８は口径9.5㎝に復元される土師皿で、底

部にハケメ状の痕跡をのこす。９・10は手捏土器である。９は底部のみの破片で、ゆがみが大き

い。10は鉢形で完形品である。表面にオサエ痕を残し、底部は丸底である。

　11～13は黒色土器である。11は口径14.6㎝に復元される黒色土器Ｂ類椀である。内外面ともに

横ミガキを施す。高台はハ字状に付き、口縁端部は摘んですこし外反する。12・13は黒色土器Ａ

類の底部片である。13は高台端部を欠く。14は高台付坏の底部片。比較的長脚の高台を付ける。

　15～21は瓦質の擂鉢である。15は接続しないがおそらく同一個体と思われる白灰色の注口付

擂鉢である。口縁端部は傾き、上面に平坦面をもつ楠瀬Ｄ類である（楠瀬2009）。外面は基本的

にナデや指オサエで整形し、所々にハケメが確認される。内面は斜ハケを施したのち、４本１単

位の擂目を入れる。火を受けているのか剥離している箇所がある。16は楠瀬Ｄ類の擂鉢口縁部片

で口径27.6㎝に復元される。口縁端部は断面方形で傾き、上面に平坦面をもつ。外面は横ハケと

オサエで、内面は斜ハケを施したのち、５本１単位の擂目を入れる。色調は白灰色である。17は

口縁端部がやや丸みをもつ擂鉢口縁部片である。内外面ともに横ハケを施すが、剥離が著しく詳

細不明。内面の擂目はあるものの単位は確認できない。色調は白灰色を呈する。18は口縁端部が

ややＭ字になる擂鉢口縁部で口径32.6㎝に復元される。外面はオサエと横ハケ、内面は斜ハケの

後に５本１単位の擂目を施す。色調は白灰色である。19は口縁部がやや肥厚する擂鉢で、口径

26.0㎝に復元される。口縁端部は断面方形で傾く。外面はオサエと横ハケ、内面は横ハケを施す

が、火を受けており内面の剥離が著しく擂目が確認できない。色調はにぶい橙色である。20は白

灰色の注口付擂鉢片である。小片であるため復元口径はやや不安がある。外面はハケとナデが確

認されるが、剥離部分が多く詳細不明である。内面は横ハケの後に擂目を入れるが３本のみ確認

できる。21は擂鉢の底部か。内外面ともにナデを施すが、剥離部分が多く詳細不明である。底部

はオサエとナデを施す。

　第55図１・２は備前焼の擂鉢口縁部片である。１は口径32.0㎝に復元される擂鉢で、断面は明

橙色、外面は青灰色、内面はにぶい茶色を呈する。口縁端部は丸みを帯び、内面にやや張り出

す。外面は横ナデとオサエを施し、内面は横ハケの後に４本１単位の擂目を入れる。２はゆがみ

の大きい擂鉢口縁部片である。径は類例から30.0㎝で復元している。断面は橙色、内外面は灰色

～赤茶色を呈する。内面は横ナデの後に４本１単位の擂目を入れる。３は備前焼の甕口縁片であ

る。小片であるため口径は復元できない。口縁部は頸部で屈曲したあと、広がりながら立ち上が

り端部を丸く収める。

　４・５は土鍋である。４は土鍋口縁部の小片で、口径は22.0㎝に復元される。外面は横ナデの後

に縦ハケ、内面は横ハケを施す。外面にはススが付着する。５は耳付土鍋の口縁部片である。小片

であるため、復元径は30.0㎝として図化している。外面はススが付着して黒色化するが、内面は淡

橙色を呈する。

　６は天目椀の上半部片である。灰色の胎土に黒釉を厚くかける。口径は13.4㎝に復元される。

７は褐釉陶器で壺か。黄灰色の胎土に褐釉が全面に薄くかかる。底部には白色土の目跡が１箇所

残る。８は不明土製品である。表面には格子目状の模様を有する。４側面ともに割れて結果的に

菱形を呈する。裏面は薄く剥離し、調整不明である。９・10は脚部片である。三足鍋か。9は脚

部端部片で、白灰色を呈する。胎土は瓦質で、ナデで調整している。断面は円形である。10は脚

部上部の破片で、にぶい黄橙色を呈する。表面にナデの痕跡を残し、断面は円形である。11は瓦

質土器の底部片である。外面は横ハケを施し、内面はナデで調整する。復元底径16.8㎝で、全体

的に肉厚である。

　12～15は須恵器である。12は甕の口縁部である。口縁端部は摘み上げ、頸部に向かいやや締

まる。口頸部内外面は横ナデ、体部外面は並行タタキ、内面にはオサエ痕を残す。口径は21.4㎝

に復元される。全体的に肉厚である。13・14は瓶の底部片か。いずれも平底で直線的に立ち上が

る。15は高台付長頸壺の底部片である。底径は14.0㎝に復元される。

　第56図１～21は鉄器類である。１は東側段落ち包含層から出土した鉄滓で長さ6.6㎝、幅6.7

㎝、厚さ2.4㎝、重さ177.1ｇを測る。２は包含層出土の鉄滓で長さ5.3㎝、幅4.7㎝、厚さ3.1

㎝、重さ80.56ｇである。３は東側段落ち包含層出土の板状鉄片である。長さ5.5㎝、幅4.5㎝、

厚さ1.0㎝、重さ83.02ｇを測る。４は包含層出土の鉄滓で、長さ6.5㎝、幅4.3㎝、厚さ2.8㎝、

重さ97.9ｇを測る。５は包含層から出土した鉄滓で長さ4.7㎝、幅3.5㎝、厚さ3.1㎝、重さ

60.61gを測る。６は東側段落ち包含層から出土した肉厚の板状鉄器である。上下端部は折れる

が、側面は残っており、断面長方形を呈する。刀の茎か。現存長4.0㎝、幅2.3㎝、厚さ0.8㎝で

ある。７は包含層から出土した鉄滓で長さ5.7㎝、幅4.3㎝、厚さ2.9㎝、重さ76.6ｇを測る。８
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は包含層から出土した鉄滓で、長さ2.2㎝、幅1.7㎝、高さ1.1㎝、重さ8.49ｇを測る。９は包含

層から出土した鉄滓で長さ4.9㎝、幅3.4㎝、厚さ2.1㎝、重さ50.02ｇを測る。10は包含層から

出土した鉄滓で長さ3.2㎝、幅3.4㎝、厚さ2.3㎝、重さ40.67ｇを測る。11は包含層から出土し

た鉄滓で長さ2.6㎝、幅2.3㎝、厚さ1.7㎝、重さ18.65㎝を測る。12は東側段落ち包含層から出

土した扁平な鉄滓である。長さ4.5㎝、幅3.3㎝、厚さ1.1㎝、重さ19.64ｇを測る。13は東側段

落ち包含層から出土した鉄滓で、長さ3.8㎝、幅2.9㎝、厚さ2.4㎝、重さ22.32ｇを測る。14は

包含層から出土した鉄滓で長さ2.8㎝、幅2.8㎝、厚さ1.8㎝、重さ21.63ｇを測る。15は東側段

落ち包含層から出土した鉄滓で、長さ3.4㎝、幅2.6㎝、厚さ1.8㎝、重さ19.88ｇを測る。16は

包含層から出土した鉄滓で長さ2.6㎝、幅2.3㎝、厚さ1.9㎝、重さ16.13gを測る。17は包含層

から出土した鉄釘である。長さ3.5㎝、幅0.8㎝を測り、断面は方形である。重さは4.12ｇであ

る。18は包含層から出土した大型の釘で、頭をL字形に曲げる。先端部を欠くが、現存長5.2

㎝、幅0.85㎝、厚さ0.75㎝を測る。重さは16.2ｇである。19は包含層から出土した鏨状の鉄器

である。長さ4.6㎝、幅1.2㎝、厚さ6.5㎜を測る。断面は隅丸長方形である。

　20は刀子柄もしくは鞘先端部で青銅板を加工して作っている。土圧等で変形が著しく、背の

部分はめくり上がる。現存長5.2㎝、幅1.5㎝、厚さ4.0㎜、重さ6.71ｇを測る。

　21は当十銭の崇寧重寶で1103年初鋳である。崇寧重寶は今帰仁城跡（沖縄県）や博多、太宰

府、草戸千軒町遺跡45次調査、堺、勝山館跡（北海道）などから出土しており、2002年の集成

で200例ほど確認されている（永井2002）。また、珍しい例として本市に所在する森田遺跡で

は土壙墓から崇寧重寶が出土している（村上編2000）。

　22はガラス製の小玉である。直径6.5㎜×5.7㎜、厚さ4.1㎜を測り、色調はコバルトブルー

である。23もガラス製の小玉で直径4.9㎜×5.1㎜、厚さ2.7㎜を測り、色調はコバルトブルー

である。24はガラス製の連玉で、直径5.6㎜、厚さ5.3㎜を測る。連玉の表面が風化のため白色

化していることから、鉛ガラス製と思われる。ガラス玉類の詳細については福岡市埋蔵文化財セ

ンターの田上勇一郎氏による分析結果があるので、参照願いたい。

　第57図１は縄文時代の打製石斧である。上端部に新しい欠損部をもつが、全長11.7㎝、幅

5.4㎝、厚さ2.3㎝、重さ227.9ｇを測る。２は東側段落ち包含層から出土した砥石である。全

長13.6㎝、幅9.2㎝、厚さ3.6㎝を測る。断面は長方形で、すべての面を砥石として用いてい

る。３は形態的には小型の九州型石錘である。丸味を帯びた長楕円形の自然石に穿孔と施溝をし

て、石錘としたため、全体的にゆがみをもつ。上端部を欠くが、現存長6.5㎝、幅3.1㎝、厚さ

2.3㎝、重さ90.15ｇを測る。４・５は石包丁の破片である。４は穿孔部を中心とする長さ4.2

㎝、幅4.8㎝、厚さ5.5㎜を測る輝緑凝灰岩製の石包丁で両面穿孔を施す。５は輝緑凝灰岩製の

石包丁で穿孔部を中心に長さ3.3㎝、幅3.7㎝、厚さ6.0㎜残存する。穿孔は片面穿孔である。６

～７は滑石製石鍋の破片である。６は長さ6.8㎝、幅5.2㎝、厚さ1.2㎝の石鍋胴部片である。外

面はケズリ痕を明瞭に残すが、全面にススが付着する。内面はケズリ痕を残す。７は石鍋の小片

で、長さ5.9㎝、幅3.3㎝、厚さ2.0㎝を測る。８は石鍋の底部片で、反転して復元している。底

径12.0㎝を測る。内外面ともにケズリ痕を残す。９・10は投弾である。９は完形の投弾で、長

さ3.8㎝、直径2.2㎝を測る。10は約1/2残る投弾片である。11は管状土錘片である。下部を欠

くが長さ2.9㎝、直径1.0㎝を測る。12は球状の土製品で、上部に孔を施す。権の一種か。高さ

2.6㎝、最大径2.4㎝を測る。13は羽口片である。全体的に被熱のために表面があれている。外

面は基部から先端に向かって、淡橙色→白灰色→赤褐色+灰色へと変化する。内面は橙色を呈す

る。現存長9.0㎝、直径7.5～8.2㎝である。

【参考文献】

稲垣正宏・影山純夫・金巴望・谷晃編2003『高麗茶碗ー論考と資料』河原書店

今尾文昭1992「花かたにやくなら火鉢・考」『考古学と生活文化』同志社大学考古学シリーズⅤ

小野正敏1982「15、16世紀の染付茶碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究』2

楠瀬慶太2009「日用雑器類から見た中世博多の土器様相」『中近世土器の基礎研究』22

佐伯弘次1996「博多出土墨書陶磁器をめぐる諸問題」『博多遺跡群出土墨書資料集成』

佐藤浩司2006「スタンプ文を有する瓦質土器の展開」『吉岡康暢先生古稀記念論集　陶磁器の社会史』

茶道資料館1990『遺跡出土の朝鮮王朝陶磁ー名碗と考古学ー』平成二年秋季特別展

永井久美男2002『中世出土銭の分類図版』高志書院

降矢哲男2002「韓半島産陶磁器の流通ー高麗時代の青磁を中心にー」『貿易陶磁研究』22

村上　敦編2000『森田遺跡』二丈町文化財調査報告書第24集



第58図　潤古屋敷遺跡１号住居跡実測図（1/40）
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第60図　潤古屋敷遺跡２号住居跡出土遺物実測図（1/4）

第59図　潤古屋敷遺跡２号住居跡実測図（1/40）
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Ⅱ　潤古屋敷遺跡
　１　調査の概要
　試掘調査の結果、遺構が検出され、遺物が多量に出土したため糸島市潤4丁目568-1,569-1,585番

地の発掘調査を実施した。調査面積は1,176.5㎡である。

　当地は水田（一部畑）で、耕作土層のすぐ下で遺構面が確認された。重機を用いた表土剥ぎ

の際に長さ約70m、幅約８mの南北方向に直線状に延びる大溝らしき遺構を検出したため、一部

試掘を実施した結果、深さ約1.5～2.0mを測る断面形がＶ字形を呈する大溝であることが判明

した。さらに、その周辺にも柱穴等の遺構群も多数確認されたため、そのレベルで水平に表土

を除去し、あとは人力で土の除去を行った。その結果、中世の方形居館の区画溝（濠）の確認

へとつながった。

　潤古屋敷遺跡では方形居館の大溝（濠）のほかに、住居跡２棟、土坑２基、溝３条、柱穴群

多数を確認している。以下、個別に遺構ならびに出土遺物を報告する。

　２　遺構と遺物
　（１）住居跡

　１号住居跡（第58図）調査区の北側で確認された住居跡で、調査区の制約のため、全体の約

２分の１程確認している。南北1.94m、東西

2.8m、深さ28㎝を測り平面楕円形を呈する。遺構

の周辺端部には幅10㎝の溝が廻り、中央部には２

個の柱穴、そして南端部には１個の柱穴を確認して

いる。出土遺物から弥生時代中期から弥生時代後期

にかけての住居跡と考える。

　出土遺物１号住居跡からは弥生時代中期から弥生

時代後期にかけての土器片が多数出土した。が、細

片のため図示しえなかった。

　２号住居跡（第59図）調査区の南側で確認され

た住居跡である。南北3.1m、東西2.3m、深さ10㎝

を測り楕円形を呈する。遺構は２段からなり、中央

部は１段落ちとなっている。遺構内部には柱穴群が

確認され、土器が遺構の中央部南側から出土した。

弥生時代中期の住居跡か。

　出土遺物（第60図）２号住居跡からは弥生時代

中期の土器が出土した。１は蓋である。頂径4.7㎝、

裾径15.5㎝、器高4.4㎝を測る。焼成は良好であり、

胎土には白色砂粒を多量に含む。色調としては内・

外面ともに黄灰橙色を呈する。外面裾部には焼成前

に穿孔を施している。頂部にゆがみがみられる。２



第61図　潤古屋敷遺跡１号土坑実測図（1/40）
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第63図　潤古屋敷遺跡２号土坑出土勾玉実測図（1/2）

第62図　潤古屋敷遺跡２号土坑実測図（1/20）
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は蓋である。頂径6.0㎝、残存器高9.8㎝を測る。

　焼成は良好であり、胎土には白色砂粒を多量に含む。色調は内・外面ともに明橙色を呈する。

外面全体にわたりハケが明瞭に残る。頂部にへこみがみられる。３は甕の底部である。底径7.1

㎝、残存器高8.0㎝を測る。焼成はあまり良くなく、胎土には白色砂粒を多量に含む。色調とし

て内面は褐灰色、外面は橙色を呈する。調整等は風化のため不明瞭である。４は甕の底部である。

底径7.6㎝、残存器高19㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には白色砂粒を多量に含む。色調と

して内面は黒褐色、外面はにぶい橙色を呈する。外面全体にわたりハケが明瞭に残る。６と同一

個体の可能性がある。５は器台である。底径11.2㎝、残存器高12.2㎝を測る。焼成は良好であ

り、胎土には白色砂粒を多量に含む。色調として内面は黄橙色、外面はにぶい橙色を呈する。外

面全体にわたりハケが明瞭に残る。６は甕の口縁部と体部の一部である。口径26.9㎝、残存器

高15.9㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には白色砂粒を多量に含む。色調として内面はにぶ

い橙色、外面はにぶい橙色を呈する。外面全体にわたりハケが明瞭に残る。４と同一個体の可能

性がある。

（２）土坑

　１号土坑（第61図）調査区の北側で確認された

土坑である。南北3.1m、東西1.2m、深さ20㎝を測

る。遺構は２つの土坑からなり、各土坑内には柱穴

が確認される。柱穴に関連する遺構の可能性もある

が、ここでは土坑として報告する。土器は各土坑か

ら出土した。

　出土遺物１号土坑からは弥生時代中期の土器が出

土した。甕の口縁部・底部などの土器片が多量に出

土した。しかし、細片のため図示しえなかった。

　２号土坑（第62図）調査区の南側で確認された

土坑である。南北81㎝、東西1.0m、深さ60㎝を測

る。断面形は逆台形を呈する。埋土上層からは弥生

時代中期から弥生時代後期にかけての土器片が数多

く出土した。中層から下層にかけて、土器片の出土

量は激減するものの、中層からは土製の勾玉が出土

した。弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土

坑か。

　出土遺物（第63図）２号土坑の埋土中層から土

製の勾玉が出土した。長さ5.0㎝、幅1.5㎝、厚さ

1.5㎝を測る。この土製の勾玉はほぼ水平に横たえ

られた状態で出土した。出土状況から、単に破棄さ

れて埋没したとは考えられず、意図的に埋納された

のであろう。祭祀的な意味合いがあると考えら

れる。なお、土器については細片のため図示し

えなかった。

（３）井戸

　１号井戸（第64図）調査区中央部の東端部に

位置する素掘りの井戸である。検出面で南北方

向に2.3m、東西方向に2.1m、深さ2.5mを測る。

検出面は不正五角形を呈し、井戸本体は楕円形

を呈する。出土遺物は弥生時代中期から弥生時

代後期にかけての土器片、土師皿、陶磁器片な

どが出土した。遺物の出土状況から14世紀代に

この井戸は機能したと考える。

　出土遺物（第66図６・９）１号井戸からは弥

生時代中期から弥生時代後期にかけての土器片、

土師皿、陶磁器片などが出土した。６は土師皿

である。復元口径12.5㎝、器高3.4㎝、底径

8.4㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には1㎜

前後の白色砂粒を若干含む。底部は板状圧痕と

回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整

から、山本分類　型式で14世紀中頃(山本

1989)と考える。９は擂鉢の底部である。復元

底径10㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には

１㎜前後の白色砂粒を若干含む。調整としては、

内面にハケが施され、外面には指頭痕が残る。

なお、弥生時代中期から弥生時代後期にかけて

の土器、陶磁器については細片のため図示しえ

なかった。

　2号井戸（第65図1）調査区中央部に位置し、

大溝と３号溝との間で確認された素掘りの井戸

である。検出面で南北方向に1.8m、東西方向

に2.6m、深さは2.2mを測る。検出面は楕円形

を呈し、井戸本体も楕円形を呈する。出土遺物

は弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土

器片、土師皿、陶磁器片、木製品などが出土し

た。遺物の出土状況から13世紀から14世紀代

にこの井戸は機能したと考える。

XX



第64図　潤古屋敷遺跡１号井戸実測図（1/60）
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第65図　潤古屋敷遺跡２～４号井戸実測図（1/60）
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　出土遺物（第66図1～5、7・8、10～15）

２号井戸からは弥生時代中期から弥生時代後期

にかけての土器片、土師皿、陶磁器片、木製品

などが出土した。

　第66図1～5は土師皿である。１は口径10㎝、

器高1.3㎝、底径8.4㎝を測る。底部は回転糸切

り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、X

Ⅵ型式で13世紀前半～14世紀前後と考える。

２は口径9.4㎝、器高1.2㎝、底径8.4㎝を測る。

底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部

の調整から Ⅵ型式で13世紀前半～14世紀前後

と考える。３は口径12.6㎝、器高2.6㎝、底径

9.4㎝を測る。底部は回転糸切り痕を残す。口

径、器高、底部の調整から、 Ⅷ型式で13世紀

前半～14世紀前後と考える。４は口径12.4㎝、

器高3.0㎝、底径10.5㎝を測る。底部は板状圧

痕と回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の

調整から、XⅨ型式で13世紀中頃～14世紀前後

と考える。５は土師皿である。口径12.2㎝、

器高3.8㎝、底径9.7㎝を測る。底部は板状圧痕

と回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、 Ⅸ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考

える。７は陶器の壷の底部である。復元底径８㎝を測る。胎土は明灰色で緻密である。内面と

外面体部に釉が施されている。釉は黄色味を帯びた灰色を呈す。耳壷Ⅵ類で13世紀代と考える

（宮﨑編2000）。８は白磁椀の底部である。復元高台径7.4㎝を測る。胎土は淡灰色で緻密で

ある。釉はわずかに水色を帯びる白色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外

面には施されていない。この白磁椀の見込には沈線があり、この径が広い。また、高台畳付は

外面端部が若干浮いている。白磁椀Ⅺ類で10世紀後半～11世紀中頃と考える。10は白磁皿の口

縁部である。復元口径10.4㎝を測る。胎土は灰白色で緻密である。釉は口縁端部のみ欠く「口

禿げ」になっており、空色を帯びた灰白色を呈する。白磁皿Ⅸ類で13世紀後半～14世紀前半と

考える。11は青磁椀の口縁部である。復元口径16.2㎝を測る。胎土は灰白色で緻密である。釉

は全体に施されており、軽くかすんだ緑色を呈する。龍泉窯系青磁椀Ⅸ類で14世紀初頭～14世

紀後半と考える。12は白磁椀の底部である。復元底径6.8㎝を測る。胎土は灰白色で緻密である。

釉は乳白色を呈し、内面に施され、体部外面下位から高台外面には施されていない。この白磁

椀の見込には沈線があり、この径が広い。白磁椀Ⅱ類で11世紀後半～12世紀前半と考える。13

は染付皿の底部である。復元高台径7.6㎝を測る。胎土は灰白色で緻密である。釉は乳白色を呈

し、高台畳付部を除き、全体に施されている。14は青磁皿の底部である。復元底径6.0㎝を測る。

胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は黄色味を帯びた緑色を呈し、内面と体部外面に施されて

いる。底部の釉は掻き取られている。内面には箆による文様とジグザグ状の櫛点描文がある。

X

X

X

X



第66図　潤古屋敷遺跡井戸出土遺物実測図（1/3）
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同安窯系青磁皿Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。15は陶磁器（白磁椀）の底部であ

る。復元高台径5.5㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は黄色味を帯びた緑色を呈し、

内面に施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。また、内面見込の釉を環

状に掻き取っている。調整としては体部外面下位から高台外面にかけてハケが施されている。

白磁椀Ⅷ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。なお、弥生時代中期から弥生時代後期にかけ
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第67図　潤古屋敷遺跡井戸出土木製品実測図1（1/3）
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第68図　潤古屋敷遺跡井戸出土木製品実測図2（1/3）
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ての土器は細片のため図示しえなかった。

　第67図１は下駄である。全長22.2㎝、幅9.4㎝、厚さ2.2㎝を測る。下駄の歯（２個）を欠

くが、本体部はほぼ完全品である。大人用の下駄と考える。表面には下駄の歯を止めるための

釘跡などが残っている。使用痕が明瞭に残っていないために、左右どちらの下駄か不明である

が破損状況から判断すると、右足用の下駄であろう。２は全長22.8㎝、幅10.4㎝、厚さ2.6㎝

を測る。下駄の歯（１個）を欠くが、本体部はほぼ完全品である。大人用の下駄と考える。表

面には下駄の歯を止めるための釘跡などが残っている。使用痕から判断すると、左足用の下駄

であったと考える。

　第68図１は曲物の一部である。残存長17.2㎝、残存幅5.4㎝、厚さ6.2㎜を測る。曲物の底

部の一部と考える。２はクサビ状木製品である。現存長7.2㎝、残存幅5.8㎝、厚さ1.2㎜を測

る。用途は不明である。３は下駄の歯の一部である。残存長8.4㎝、残存幅4.2㎝、厚さ1.8㎜

を測る。下駄の歯の先端部に使用痕を確認できる。この他に多数の木片などが出土したが、細

片のため図示しえなかった。

　３号井戸（第65図２）調査区の南部に位置し、２号住居跡の西側で確認された素掘りの井戸

である。検出面で南北方向に0.9m、東西方向に0.8m、深さは1.45mを測る。検出面は楕円形

を呈し、井戸本体も楕円形を呈する。出土遺物は弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土
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器片、土師皿、陶磁器片などが出土した。遺物の出土状況から13世紀から14世紀代にかけてこ

の井戸は機能したと考える。

　出土遺物　弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土器片、土師皿、陶磁器片などが出土

した。しかし、細片のため図示しえなかった。

　4号井戸（第65図３）調査区の南端部で確認された素掘りの井戸である。検出面で南北方向

に1.1m、東西方向に1.7m、深さは1.8mを測る。検出面は楕円形を呈し、井戸本体も楕円形を

呈する。出土遺物は弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土器片、土師皿、陶磁器片など

が出土した。遺物の出土状況から13世紀から14世紀代にかけてこの井戸は機能したと考える。

　出土遺物　弥生時代中期から弥生時代後期にかけての土器片、土師皿、陶磁器片などが出土

した。しかし、細片のため図示しえなかった。

（４）大溝（第69・70図）

　調査区の中央部から北側にかけて確認された南北方向に延びる大溝である。調査区の制約の

ため、大溝全体を検出できなかった。この大溝は今回の調査区の北側にさらに続くと想定され

る。今回の調査で確認できた大溝は長さ64m、幅７m、深さ1.2mを測る。主軸は北から西方向

に15°傾く。

　断面形はＶ字形を呈し、層位としては２層に分かれる。上層は茶褐色土であり、遺物として

弥生時代中期から後期にかけての土器片、土師皿、17世紀代の陶磁器などが出土している。下

層は黒色粘質土であり、遺物としては弥生時代中期から後期にかけての土器片、土師皿、10世

紀から14世紀代にかけての陶磁器、木製品などが出土している。

　遺物の出土状況から、弥生時代の遺構面を削平して、まず10世紀から12世紀代にかけて遺構

面が構築された可能性が高い。次に10世紀から12世紀代にかけての遺構面を削平して大溝が掘

削されたのであろう。この大溝は土師皿などの生活雑器と輸入陶磁器の出土状況から13世紀から

14世紀代にかけて機能し、15世紀代にかけてその役割を終えて埋没したと考える。なお、調査

区の水位が比較的に高いことから、この大溝は空堀（壕）ではなく水堀（濠）の可能性が高い。

　大溝出土弥生土器（第71図）大溝は弥生時代の２号溝を切っており弥生時代中期から後期に

かけての土器片が多量に出土している。１はミニチュア土器である。口径3.1㎝、器高3.8㎝、

底径2.6㎝を測る。焼成は良好で、１㎜ほどの白色砂粒を含む。大溝南部の東側の柱穴からも同

様のミニチュア土器が出土していることから、大溝が掘削される以前、この周辺で祭祀行為が

行われていたと考えられる。２は鉢である。復元口径8.6㎝、器高4.3㎝、底径４㎝を測る。焼

成は良好で、１㎜ほどの白色砂粒を含む。器形は若干の歪みがあり、底部の角にススが付着し

ている。３は器台である。口径7.7㎝、器高14.4㎝、底径９㎝を測る。焼成は良好で、１㎜ほ

どの白色砂粒を含む。ほぼ完形品である。調整は明瞭であり、体部外面全体にわたり縦のハケ

が残る。４は器台である。口径10.6㎝、器高15.5㎝、底径11㎝を測る。焼成は良好で、1㎜ほ

どの白色砂粒を含む。ほぼ完形品であるが、胴部の一部を欠損する。調整は明瞭であり、体部

外面全体にわたり縦のハケが残る。５は高坏である。口径20.8㎝、器高19.2㎝を測る。焼成は

良好で、１㎜ほどの白色砂粒を含む。調整は明瞭であり、全体的に丁寧な調整が施されている。

６は甕の底部である。復元底径7.8㎝、残存器高14㎝を測る。焼成は普通で、１～３㎜ほどの



第69図　潤古屋敷遺跡大溝実測図（1/200）
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第69図　潤古屋敷遺跡大溝実測図（1/200）



第71図　潤古屋敷遺跡大溝出土弥生土器実測図（1/4）
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白色砂粒を含む。調整は風化のため不明瞭であるが、体部外面全体にわたり丁寧なハケが施さ

れている。７は甕の底部である。復元底径7.2㎝、残存器高15㎝を測る。焼成は良好で、1㎜ほ

どの白色砂粒を含む。調整は風化のため不明瞭な部分があるものの、体部外面全体にわたり丁

寧なハケが施されている。８は甕の底部である。復元底径6.9㎝、残存器高17.8㎝を測る。焼成

は良好で、1～3㎜ほどの白色砂粒を含む。調整は風化のため不明瞭な部分があるものの、体部

外面全体にわたり丁寧なハケが施されている。９は甕の底部である。底径7㎝、残存器高16.4㎝

を測る。焼成は良好で、1～3㎜ほどの白色砂粒を含む。調整は明瞭であり、体部外面全体にわ

たり縦のハケが残る。10は甕の底部である。底径7.2㎝、残存器高22㎝を測る。焼成はやや不

良で、1～3㎜ほどの白色砂粒を含む。調整は不明瞭であり、器面の風化や剥離がはげしい。11

は甕の底部である。底径6.9㎝、残存器高9.3㎝を測る。焼成は普通で、1～3㎜ほどの白色砂粒

を含む。調整は明瞭であり、体部外面全体にわたり縦のハケが残る。また、底部には外側から

内側に敲打されてできた穿孔がある。12は壷の頸部である。焼成は良好で、1～3㎜ほどの白色

砂粒を含む。調整は明瞭であり、突帯下に２本のヘラ描き記号文が施されている。このヘラ描

き記号文は器面のハケ、ナデ調整後に行われている。また、体部外面には丹塗りも施されてい

る。祭祀用の壷であったと考えられる。13は甕の口縁部である。復元口径32㎝、残存器高16.4

㎝を測る。焼成は良好で、1～3㎜ほどの白色砂粒を含む。調整は明瞭であり、指ナデの後、全

体的に丁寧な横ナデなどの調整が施されている。

　大溝出土生活雑器（第72～75図）大溝下層から土師皿などの日常生活用土器が多量に出土し

た。

　第72図1～14は土師皿である。１は口径5.6㎝、器高1.9㎝、底径３㎝を測る。焼成は良好で

あり、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。完形品であり、底部は回転糸切り痕を残す。口径、

器高、底部の調整から、 XX型式で14世紀中頃と考える。２は復元口径11.0㎝、器高２㎝、底径

7.6㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を

残す。口径、器高、底部の調整からXⅦ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。３は土師皿

である。復元口径8.4㎝、復元器高1.2㎝、復元底径7㎝を測る。焼成は良くない。胎土には１㎜

以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式で

第70図　潤古屋敷遺跡大溝土層図（1/50）

①

②

①茶褐色土（近世～中世）
②黒色粘土層(中世：13世紀初～14世紀代) 0 2m

5.00m



第73図　潤古屋敷遺跡大溝出土生活雑器実測図2（1/3）

13世紀中頃～14世紀前後と考える。４は復元口径8.3㎝、復元器高1.7㎝、復元底径7㎝を測る。

焼成は良好である。胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、

器高、底部の調整から、XⅨ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。５は残存器高1.5㎝、底

径7.2㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕

を残す。底径、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。６は復元口径

9.7㎝、器高1.2㎝、復元底径8.4㎝を測る。焼成は良好である。胎土には１㎜以下の白色砂粒

を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅥ型式で13世紀中頃～

14世紀前後と考える。7は土師皿である。復元口径9.7㎝、器高1.5㎝、復元底径7.6㎝を測る。

焼成は良好である。胎土には1㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、
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第75図　潤古屋敷遺跡大溝出土生活雑器実測図4（1/3）
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器高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。８は復元口径9.1㎝、器

高2.3㎝、復元底径6.4㎝を測る。焼成は良好である。胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底

部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀中頃～14世紀前後

と考える。9は口径9.6㎝、器高2.3㎝、復元底径7.5㎝を測る。焼成は良好である。胎土には１

㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式

で13世紀中頃～14世紀前後と考える。10は口径11㎝、器高3.4㎝、底径7.7㎝を測る。焼成は

良好であり、胎土には1㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底

部の調整から、XX型式で14世紀中頃と考える。11は土師皿である。残存器高1.2㎝、復元底径

10㎝を測る。焼成は悪く、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。

底径、底部の調整から、XⅥ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。12は残存器高1.6㎝、

復元底径10㎝を測る。焼成は悪く、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕

を残す。底径、底部の調整から、XⅥ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。13は残存器高

2.2㎝、復元底径9.7㎝を測る。胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残

す。底径、底部の調整から、XⅥ型式で13世紀中頃～14世紀前後考える。14は口径13㎝、器高

2.6㎝、底径9.6㎝を測る。焼成は良好であり、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回

転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整からXⅧ型式で13世紀中頃～14世紀前後と考える。

　第73図１は陶器の高台部分である。残存器高1.8㎝、復元高台径4.2㎝を測る。胎土は灰色を

呈し、緻密である。釉は内面に施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。２

は耳壷の底部である。残存器高３㎝、復元底径4.6㎝を測る。胎土は白灰色を呈し、緻密である。

釉は白灰色を呈し、高台畳付部分を除く外面全面に施される。耳壷Ⅵ類で13世紀代と考える。

３は陶器の高台部分である。残存器高2.2㎝、復元高台径10.8㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻
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第77図　潤古屋敷遺跡大溝出土陶磁器実測図2（1/3）

第76図　潤古屋敷遺跡大溝出土陶磁器実測図1（1/3）
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密である。釉は内面に施されるが、体部外面には施されていない。内面には目跡と文様がある。

４は陶器の壷の口縁部である。残存器高３㎝、復元口径7.4㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密

である。釉は内側については光沢のない暗茶褐色、外側については光沢のない暗茶褐色を呈し、

口縁部から体部にかけて内外ともに施されている。陶器壷Ⅳ類で13世紀～14世紀前後と考える。

５は陶器の壷の口縁部である。残存器高７㎝、復元口径10.4㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻

密である。釉は内側については赤茶色、外側については明茶褐色を呈し、口縁部から体部にか

けて内外ともに施されている。陶器壷Ⅳ類で13世紀～14世紀前後と考える。６は陶器の耳壷の

口縁部から体部にかけての一部分である。胎土は暗茶褐色を呈し、緻密である。釉は光沢のあ

る暗茶褐色を呈し、口縁部から体部にかけて内外ともに施されている。陶器壷XⅣ類で13世紀

～14世紀前後と考える。７は土鍋の口縁部である。復元口径30㎝を測る。焼成は良好で、胎土

には１㎜以下の白色砂粒を含む。足鍋の口縁部の可能性がある。14世紀代のものか。８は土鍋

の口縁部である。復元口径32.4㎝を測る。焼成は良好で、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。

14世紀代のものか。９は足鍋の一部である。焼成は良好で、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含

む。

　第74図の１は鍋の底部か。復元底径12.6㎝を測る。焼成は良好で、胎土に１㎜以下の白色砂

粒を含む。底部には板状圧痕が残る。２は火鉢の底部である。細片のため、底径などは不明で

ある。焼成は良好で、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。調整としては内面にはハケが施さ

れ、体部外面に菊花文を押捺されている。奈良火鉢Ⅰ類で14世紀代と考える（立石1995）。

　３は擂鉢の底部である。復元底径16.8㎝を測る。焼成は悪く、胎土には１㎜以下の白色砂粒

を含む。調整としては内面にはハケが施されている。４は擂鉢の底部である。復元底径22㎝を

測る。焼成は悪く、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。調整としては内面にはハケが施され

ている。

　第75図の１は滑石製石鍋の口縁部である。復元口径22㎝を測る。鍔の断面は正台形を呈し、

鍔は下がる。口縁部が直立し、口径より底径が小さい。滑石製石鍋Ⅲ類で13世紀～14世紀代と

考える（木戸1995）。２は中世須恵器の口縁部である。復元口径23㎝を測る。焼成は良好で、

胎土には1㎜以下の白色砂粒を含む。釉は透明でガラス質であり、口縁部から体部にかけて内外

ともに施されている。13世紀代のものか。３は擂鉢である。口径29.5㎝、器高13.3㎝、底径

11.8㎝を測る。焼成は良好で、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。調整としては内面にハケ
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第79図　潤古屋敷遺跡大溝出土陶磁器実測図4（1/3）

第78図　潤古屋敷遺跡大溝出土陶磁器実測図3（1/3）
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が施され、擂目が放射状に上端部５～６㎝間隔で刻まれている。４は擂鉢の口縁部である。復

元口径31.2㎝を測る。焼成は悪く、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。調整としては内面の

ハケの上に擂目が放射状に刻まれている。13世紀代のものか。５は擂鉢の口縁部である。復元

口径35㎝を測る。胎土は赤茶色を呈し、緻密である。調整としては内面に擂目が放射状に刻

まれている。擂鉢古瀬戸Ⅳ期で13世紀後半と考える（藤澤1995）。

　大溝出土陶磁器（第76～80図）大溝からは陶磁器が多量に出土した。

　第76図の陶磁器は大溝下層から出土した。１は白磁椀の口縁部である。復元口径15㎝を測る。

胎土は淡灰色を呈し、緻密である。釉は淡緑白色を呈し、全体に施されている。白磁椀Ⅺ類で

10世紀後半～11世紀中頃と考える。２は白磁椀の口縁部である。復元口径15.8㎝を測る。胎

土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、全体に施されている。白磁椀Ⅱ類で11世

紀後半～12世紀前後と考える。３は白磁椀の口縁部である。復元口径16.6㎝を測る。胎土は灰

白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、全体に施されている。白磁椀Ⅴ類で11世紀後半

～12世紀前半と考える。４は白磁椀の口縁部である。復元口径17.8㎝を測る。胎土は灰白色を

呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、全体にやや厚めに施されている。白磁椀Ⅳ類で11世紀

後半～12世紀前半と考える。５は白磁椀の高台部である。高台径4.4㎝を測る。胎土は灰白色

を呈し、緻密である。釉は乳白色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面に

は施されていない。白磁椀Ⅻ類で11世紀後半～12世紀前半と考える。６は白磁椀の高台部であ

る。復元高台径6.8㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面には

施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。白磁椀Ⅳ類で11世紀後半～12世

紀前半か。７は青磁椀の高台部である復元高台径8.6㎝を測る。胎土は淡黄灰色を呈し、多少粗

い。釉は茶黄色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。

底部内面と高台外面斜行部に三角形状の目跡がある。越州窯系青磁椀Ⅰ類で８世紀末～10世紀

中頃と考える。８は白磁椀の高台部である。復元高台径5.6㎝を測る。胎土は青灰色を帯びる白

色を呈し、緻密である。釉はわずかに水色を帯びる白色を呈し、内面には施されるが、体部外

面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施され、体部外面下位から高台外面に

かけてハケが施される。また、高台畳付の外側端部が若干浮いているのも特徴である。白磁椀

Ⅺ類で10世紀後半～11世紀中頃と考える。９は白磁椀の高台部である。高台径7.5㎝を測る。

胎土は淡灰色を呈し、緻密である。釉は黄色を帯びた灰色を呈し、内面には施されるが、体部

外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施される。白磁椀Ⅺ類で10世紀後半

～11世紀中頃と考える。10は白磁椀の高台部である。高台径６㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、

緻密である。釉は透明であり、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されて

いない。内面に沈線が施される。白磁椀Ⅴ類で11世紀後半～12世紀前半と考える。11は青磁

皿の底部である。復元底径9.2㎝を測る。釉は透明であり、ほぼ全体に施されている。内面に沈

線状の段がある。越州窯系青磁小坏Ⅲ類で10世紀後半～11世紀中頃か。12は白磁椀の高台部

である。復元高台径6.4㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰色を帯びた白色を

呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施

される。白磁椀Ⅳ類で11世紀後半～12世紀前半と考える。13は白磁椀の高台部である。復元

高台径5.8㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰色を帯びた白色を呈し、内面に

は施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施される。白磁

椀Ⅳ類で11世紀後半～12世紀前半と考える。14は白磁椀の高台部である。復元高台径6.4㎝を
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測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は淡いオリーブ色を呈し、内面には施されるが、体

部外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施される。白磁椀Ⅳ類で11世紀後

半～12世紀前半か。第77図の陶磁器は大溝下層から出土した。１は青磁椀の高台部である。高

台径4.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉はガラス質で光沢があり、内面には施さ

れるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施される。体部外面下位

から高台外面にかけて櫛目文が施される。同安窯系青磁椀Ⅲ類で12世紀中頃～12世紀後半と考

える。２は青磁椀の高台部である。高台径5.2㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は

黄色を帯びたオリーブ色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されて

いない。内面に沈線が施される。体部外面下位から高台外面にかけて櫛目文が施される。同安窯

系青磁椀Ⅲ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。３は青磁椀の高台部である。高台径５㎝を

測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は黄色を帯びたオリーブ色を呈し、内面には施される

が、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線が施される。体部外面下位から

高台外面にかけて櫛目文が施される。同安窯系青磁椀Ⅲ類で12世紀中頃～12世紀後半か。４は

青磁椀の高台部である。高台径６㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた

緑色を呈し、内面と体部外面から高台外面にかけて施されている。内面に沈線が施される。龍泉

窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。５は白磁椀の高台部である。高台径6.8

㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面には施されるが、体部外面

下位から高台外面には施されていない。内面見込み部分の釉を環状に掻き取る。また、内面に沈

線が施される。白磁椀Ⅷ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。６は青磁椀の口縁部である。

復元口径16.8㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、全体

に施されている。内面に蓮花文がある。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考え

る。７は青磁椀の口縁部である。復元口径17.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉

は青色を帯びた緑色を呈し、全体に施されている。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀

後半か。８は白磁椀の高台部である。高台径6.5㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉

は灰白色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面見

込み部分の釉を環状に掻き取る。白磁椀Ⅷ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。９は白磁椀

の高台部である。高台径6.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内

面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面見込部分の釉を環状に

掻き取る。白磁椀Ⅷ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。10は白磁椀の高台部である。高台

径6.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面には施されるが、体

部外面下位から高台外面には施されていない。内面見込部分の釉を環状に掻き取る。白磁椀Ⅷ類

で12世紀中頃～12世紀後半と考える。11は白磁椀の高台部である。高台径７㎝を測る。胎土は

灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外

面には施されていない。内面見込部分の釉を環状に掻き取る。白磁椀Ⅷ類で12世紀中頃～12世

紀後半と考える。12は青磁椀の高台部である。高台径5.8㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密で

ある。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面と体部外面から高台外面にかけて施されている。内面

に蓮花文がある。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。13は白磁椀の高台

部である。高台径6.4㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面に

は施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面にハケの花文がある。白磁

椀Ⅴ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。14は青磁椀の高台部である。復元高台径６㎝を測

る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は茶色を帯びた緑色を呈し、内面には施されるが、体部

外面下位から高台外面には施されていない。内面にハケと櫛による文様がある。また、体部外面

下位から高台外面にかけて櫛目文が施される。同安窯系青磁椀Ⅲ類で12世紀中頃～12世紀後半

と考える。15は青磁椀の高台部である。復元高台径6.2㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密であ

る。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面と体部外面から高台外面にかけて施されている。内面に

櫛による花文がある。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。16は青磁椀の

高台部である。高台径5.8㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を

呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面に櫛による円

状文様があり、体部外面下位から高台外面にかけて櫛目文がある。同安窯系青磁椀Ⅷ類で12世

紀中頃～12世紀後半か。17は青磁椀の高台部である。高台径4.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、

緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面に

は施されていない。内面には片切彫で草花状ないし雲文状の文様を施し、空白部に櫛目文を埋め

る。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。18は青磁皿の底部である。復元

底径６㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面には施さ

れるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。内面にハケと櫛による文様がある。同

安窯系青磁皿Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。19は青磁皿の底部である。底径3.8㎝

を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面から体部外面にか

けて施されているが、底部は釉を掻き取られている。内面に櫛による花文がある。龍泉窯系青磁

皿Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。

　第78図の陶磁器は大溝下層より出土した。１は白磁皿である。口径11㎝、器高3.5㎝、底径

6.4㎝を測る。胎土は明白色を呈し、緻密である。釉はオリーブ色を呈し、内面から体部外面に

かけて施されているが、底部（平底）は掻き取られている。白磁皿Ⅸ類で13世紀後半～14世紀

前半と考える。２は白磁皿である。口径12㎝、器高3.5㎝、底径7.2㎝を測る。胎土は灰白色を

呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面から体部外面にかけて施されているが、底部（平

底）は掻き取られている。白磁皿Ⅸ類で13世紀後半～14世紀前半と考える。３は白磁椀の口縁

部である。復元口径13.8㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内

面から体部外面にかけて施されているが、口縁部端部のみ欠く「口禿げ」となっている。白磁椀

Ⅸ類で13世紀前後～13世紀前半と考える。４は青磁椀の口縁部である。復元口径16㎝を測る。

胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、全面に施されている。外面に

蓮弁文様がある。龍泉窯系青磁椀Ⅱ類で13世紀前後～13世紀前半と考える。５は白磁椀の高台

部である。高台径６㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は灰白色を呈し、内面には

施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。白磁椀Ⅸ類で13世紀中頃～14世

紀初頭か。６は白磁椀の高台部である。復元高台径7㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密であ

る。釉は灰白色を呈し、内面には施されるが、体部外面下位から高台外面には施されていない。

白磁椀Ⅸ類で13世紀中頃～14世紀初頭か。7は青磁椀の高台部である。復元高台径７㎝を測る。

胎土は灰白色を呈し、緻密である。龍泉窯系青磁椀Ⅰ類で12世紀中頃～12世紀後半と考える。



第81図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図1（1/3）

第80図　潤古屋敷遺跡大溝出土陶磁器実測図5（1/3）
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8は青磁椀の高台部である。復元高台径7㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は青

色を帯びた緑色を呈し、内面から高台外面まで施されている。龍泉窯系青磁椀Ⅱで13世紀前後

～13世紀前半と考える。９は青磁椀の高台部である。高台径６㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、

緻密である。釉は軽くかすんだ緑色を呈し、内面から高台外面まで施されている。龍泉窯系青磁

椀Ⅲ類で13世紀中頃～14世紀初頭と考える。10は青磁椀の高台部である。高台径６㎝を測る。

胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は軽くかすんだ緑色を呈し、内面から高台外面まで施され

ている。内面にハケによる文様がある。龍泉窯系青磁椀Ⅲ類で13世紀中頃～14世紀初頭と考え

る。11は白磁皿の高台部である。復元高台径4.4㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。

釉は空色を帯びた灰白色を呈し、内面から高台外面まで施されている。内面に花文がある。白磁

皿Ⅸ類で13世紀後半～14世紀前半と考える。12は白磁椀の高台部である。高台径5.2㎝を測る。

胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は空色を帯びた灰白色を呈し、内面には施されるが、体部

外面下位から高台外面には施されていない。内面に沈線あり。白磁椀Ⅸ類で13世紀中頃～14世

紀初頭と考える。13は青磁椀（曲口椀）の口縁部である。復元口径18.8㎝を測る。胎土は灰白

色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、全面に施されている。龍泉窯系青磁椀

（曲口椀）Ⅱ類で13世紀初頭～13世紀前半か。

　第79図の陶磁器は大溝下層から出土した。１は青磁椀の高台部である。高台径６㎝を測る。

胎土は灰白色を呈し、粗い。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面から高台外面まで施されている。

内面に沈線がある。龍泉窯系青磁椀Ⅳ類で14世紀初頭～14世紀後半と考える。２は青磁椀の高

台部である。復元高台径６㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色



第83図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図3（1/3）第82図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図2（1/3）
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第85図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図5（1/3）

第84図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図4（1/3）
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を呈し、内面から高台外面まで施されている。内面に沈線がある。龍泉窯系青磁椀ⅠⅤ類で14世

紀初頭～14世紀後半と考える。３は青磁椀の高台部である。高台径3.5㎝を測る。胎土は灰白色

を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面から高台外面まで施されている。龍

泉窯系青磁小椀ⅠⅤ類で14世紀初頭～14世紀後半と考える。４は青磁椀の高台部である。高台

径6.8㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面から高

台外面まで施されている。内面に沈線がある。龍泉窯系青磁椀ⅠⅤ類で14世紀初頭～14世紀後

半と考える。５は青磁椀の高台部である。復元高台径5.6㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密

である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、内面から高台外面まで施されている。龍泉窯系青磁椀Ⅰ

Ⅴ類で14世紀初頭～14世紀後半か。６は青磁椀の口縁部である。復元口径15.6㎝を測る。胎土

は灰白色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、全面に施されている。外面に略

化された蓮弁文がある。龍泉窯系青磁椀ⅠⅤ類で14世紀初頭～14世紀後半か。７は青磁椀の高

台部である。復元高台径5.6㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色

を呈し、内面から高台外面まで施されている。内面に花文と沈線がある。８は象嵌青磁椀であ

る。口径10㎝、器高6.4㎝、底径4.7㎝を測る。胎土は淡灰色を呈し、緻密である。釉は黄色を

帯びた灰色を呈し、ほぼ全体に施されている。外面には象嵌が施される。底部には胎土目が２

0 10㎝

1

1

2

3

0 10㎝

ヵ所ある。14世紀代のものか。９は象嵌青磁椀の高台部である。復元高台径5.4㎝を測る。胎土

は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、ほぼ全体に施されている。内面に

２条の環状象嵌がある。14世紀代のものか。10は象嵌青磁椀の高台部である。復元高台径６㎝

を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色を帯びた緑色を呈し、ほぼ全体に施されて

いる。内面に３条の環状象嵌がある。14世紀代のものか。

　第80図の陶磁器は大溝上層より出土した。１は白磁小杯である。口径4.2㎝、器高2.6㎝、高



第87図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図7（1/3）

第86図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図6（1/3）
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台径1.7㎝を測る。胎土は明白色を呈し、緻密である。釉は透明であり、全面に施され、高台畳

付には砂目地が残る。15世紀代のものか。２は染付皿の高台部である。高台径4.4㎝を測る。胎

土は明白色を呈し、緻密である。釉は透明であり、全面に施され、高台畳付には砂目地が残る。

外面に花文様がある。３は染付皿の高台部である。復元高台径5.2㎝を測る。胎土は明白色を呈

し、緻密である。釉は透明であり、全面に施され、高台畳付には砂目地が残る。内面に花文様

がある。４は染付皿の高台部である高台径4.4㎝を測る。胎土は明白色を呈し、緻密である。釉

は透明であり、全面に施され、高台畳付には砂目地が残る。内面には蓮花の絵柄、外側には花

文様がある。５は染付皿の高台部である。高台径6.4㎝を測る。胎土は明白色を呈し、緻密であ

る。釉は透明であり、全面に施され、高台畳付には砂目地が残る。内面に竹の絵柄がある。６

は染付皿の高台部である。復元高台径7.2㎝を測る。胎土は明白色を呈し、緻密である。釉は透

明であり、全面に施され、高台畳付には砂目地が残る。内面に絵柄がある。７は染付皿の高台

部である。胎土は明白色を呈し、緻密である。釉は透明であり、全面に施され、高台畳付には

砂目地が残る。内面に花の絵柄がある。

大溝出土木製品（第81～91図）

　第81図の木製品は大溝下層から出土した。１は杓文字である。残存長16㎝、幅4.7㎝、厚

さ８㎜を測る。２は杓文字である。全長27㎝、幅8.6㎝、厚さ8㎜を測る。

　第82図の木製品は大溝下層から出土した。１は杓文字である。残存長21㎝、幅６㎝、厚さ

1.2㎝を測る。２は羽子板状木製品である。全長26㎝、復元幅8.8㎝、厚さ６㎜を測る。



第89図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図9（1/3）第88図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図8（1/3）

̶111̶̶110̶

0 10cm

3

2

1

0 10cm

3

2

1



第91図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図11（1/3）

第90図　潤古屋敷遺跡大溝出土木製品実測図10（1/3）
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　第83図の木製品は大溝下層から出土した。１は下駄である。全長19.4㎝、幅8.8㎝、厚さ

2.9㎝を測る。下駄の歯（１個）を欠くが、本体部はほぼ完全品である。大人用の下駄と考える。

使用痕から右足用の下駄と考える。２は下駄である。復元全長22.6㎝、復元幅11㎝、厚さ2.5

㎝を測る。下駄の歯（２個）を欠くが、本体部はほぼ完全品である。大人用の下駄と考える。

使用痕から右足用の下駄か。

　第84図の木製品は大溝下層から出土した。１は下駄である。全長22.4㎝、幅10.8㎝、厚さ

2.9㎝を測る。下駄の歯（２個）を欠くが、本体部はほぼ完全品である。大人用の下駄と考える。

使用痕から右足用の下駄と考える。

　第85図の木製品は大溝下層から出土した。１は全長15㎝、幅2.5㎝、厚さ2.5㎝を測る。用途

は不明である。２は残存長24㎝、幅2.2㎝、厚さ2㎝を測る。祭祀に使用する道具の一部か。３

はクサビ状木製品である。全長17.6㎝、幅8.6㎝、厚さ３㎝を測る。用途は不明である。

　第86図の木製品は大溝下層から出土した。１は全長24㎝、幅４㎝、厚さ1.5㎝を測る。蓋の
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第92図　潤古屋敷遺跡１・２号溝実測図(1/100）
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取手部分か。２は全長39.2㎝、幅３㎝、厚さ1.6㎝を測る。臍穴などの加工痕がある。何らかの

部材か。

　第87図の木製品は大溝下層から出土した。１は曲物の一部である。残存長17㎝、残存幅4.5

㎝、厚さ８㎜を測る。外周部に釘跡がある。曲物の底部か。２は曲物の一部である。残存長17

㎝、残存幅5.8㎝、厚さ１㎝を測る。曲物の蓋部か。３は曲物の一部である。残存長15㎝、残存

幅７㎝、厚さ５㎜を測る。外周部に釘跡がある。曲物の底部か。

　第88図の木製品は大溝下層から出土した。１は残存長6.7㎝、残存幅５㎝、厚さ５㎜を測る。

用途は不明である。２は曲物の一部である。残存長24㎝、残存幅8.8㎝、厚さ９㎜を測る。外周

部に釘跡がある。曲物の底部か。３は曲物の一部である。残存長25㎝、残存幅7.2㎝、厚さ８㎜

を測る。外周部に釘跡がある。曲物の底部か。

　第89図の木製品は大溝下層から出土した。１は残存長11.4㎝、残存幅5.5㎝、厚さ５㎜を測

る。内面に板材を立方体状に組んだ痕跡がある。枡状木製品か。２は残存長14.6㎝、残存幅6.2

㎝、厚さ９㎜を測る。内面に板材を立方体状に組んだ痕跡がある。枡状木製品か。３は残存長

12.4㎝、残存幅7.8㎝、厚さ７㎜を測る。内面に板材を立方体状に組んだ痕跡がある。枡状木製

品か。

　第90図の木製品は大溝下層から出土した。１は全長12.4㎝、幅3.5㎝、厚さ８㎜を測る。端

部に釘穴があり、中央部に三角形の文様が線刻されている。家具の一部か。２は復元長12.4㎝、

幅3.5㎝、厚さ８㎜を測る。端部に釘穴があり、中央部に三角形の文様が彫られている。家具の

一部か。３は全長16.6㎝、幅4.5㎝、厚さ８㎜を測る。中央部に穴を穿つ。家具の一部か。４

は残存長23㎝、幅6.2㎝、厚さ８㎜を測る。端部に釘穴がある。家具の一部か。

　第91図の木製品は大溝下層から出土した。１は残存長19㎝、残存幅7.1㎝、厚さ８㎜を測る。

端部に釘穴がある。家具の一部か。２は曲物の一部である。復元全長35.6㎝、幅7.5㎝、厚さ

５㎜を測る。曲物の側板か。

（５）溝

　１号溝（第92・93図）調査区の北側の東端部で確認された南北方向に延びる溝である。調査

区の制約のため、溝全体を検出できなかった。この溝は調査区の南側にさらに続き、２号溝と

接続すると想定される。北側については、中世の大溝に削平され消滅し、その全容について

は不明である。今回の調査で確認できた１号溝は南北方向に長さ10m、東西方向に幅1.6m、

深さ0.7mを測る。主軸は北から東方向に10°傾く。

　断面形は逆台形を呈する。埋土は黒灰色土であり、遺物として弥生時代中期から後期にか

けての土器片などが多量に出土しているが細片が多く図示しえなかった。出土遺物から、弥

生時代中期から後期にかけて機能したと考えられる。この溝と県道を挟んで東側に隣接する

潤地頭給遺跡との関連を指摘できることから、潤地頭給遺跡の最西端を示す溝であったと考

える。

　２号溝（第92、94図）調査区の中央部で確認された北西方向から南東方向に延びる溝であ

る。調査区の制約のため、溝全体を検出できなかった。この溝の西側については中世の大溝
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第93図　潤古屋敷遺跡１号溝土器群実測図(1/40）

第94図　潤古屋敷遺跡２号溝土器群実測図(1/40）
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に削平され消滅しているが、調査区の西側に

さらに続き、１号溝と接続すると想定される。

東側については、県道を挟んで東側に隣接す

る潤地頭給遺跡にこの２号溝と接続すると考

えられる同規模の溝を確認しており、潤地頭

給遺跡との関連を指摘できる。今回の調査で

確認できた２号溝は長さ18m、幅1.5m、深

さ0.7mを測る。主軸は北から西方向に50°

傾く。断面形は１号溝と同様に逆台形を呈す

る。埋土は黒灰色土であり、遺物として弥生

時代中期から後期にかけての土器片などが多

量に出土している。土器の残存状況は良く、

完形品もしくはそれに近いものが多量に出土

している。また、イノシシなどの動物の骨な

ども出土している。

　出土遺物から、弥生時代中期から後期にか

けて機能したと考えられる。この溝と１号溝

はともに潤地頭給遺跡の最西端を示す溝と考

えられ、祭祀が行われた可能性がある。

　出土遺物（第95～98図）２号溝からは弥

生時代中期から後期にかけての土器が多量に

出土した。土器の残存状況は良く、完形品も

しくはそれに近いものが多量に出土している。

　第95図の土器は２号溝中央部から北端部にかけて出土した。１は鉢である。口径7.1㎝、

器高4.6㎝、底径4.1㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒をやや多く含む。色調として

は内外面ともに橙色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されており、内側底部に指頭痕が残

る。２は鉢である。口径10.8㎝、器高4.9㎝、底径2.6㎝を測る。焼成は良好であるが、白色

砂粒をやや多く含む。色調としては内外面ともに橙色を呈する。全体的に丁寧な調整が施さ

れており、内側底部に指頭痕が残る。口縁部２箇所に、上から下への打欠きが施される。祭

祀用の土器か。３は壷の体部である。残存器高10㎝、底径4.8㎝を測る。焼成はやや不良で、

白色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに橙色を呈する。調整としては器面風化のた

め不明瞭である。外面については底部から体部中央部にかけて、下から上方向にミガキが施

される。４は壷である。口径14.6㎝、器高13.6㎝、底径7.8㎝を測る。焼成は良好であるが、

白色砂粒をやや多く含む。色調としては内外面ともに茶褐色を呈する。全体的に丁寧な調整

が施されており、内側底部に指頭痕が残る。口縁部に若干のゆがみがみられる。５は壷の体

部である。残存器高12.8㎝、底径６㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒をやや多く含

む。全体的に丁寧な調整が施されており、内側底部に指頭痕が残る。外面については底部か

ら体部中央部にかけて、下から上方向にミガキが施される。６は壷の体部である。残存器高

10.1㎝、底径8.6㎝を測る。焼成はやや不良で、

白色砂粒を多く含む。色調としては内外面とも

に淡灰色を呈する。調整としては器面風化のた

め不明瞭である。口縁部は故意的に打欠いたか。

祭祀用の土器か。７は器台である。残存器高

10.2㎝、底径8.8㎝を測る。焼成は普通で、白

色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに

淡褐色を呈する。全体的に丁寧な調整が施され

ており、外面についてはハケが残る。８は器台

である。残存器高８㎝、底径8.8㎝を測る。焼

成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調

としては内外面ともに淡褐色を呈する。全体的

に丁寧な調整が施されており、外面については

ハケが残る。９は器台である。残存器高７㎝、

底径11.6㎝を測る。焼成は良好であるが、白色

砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡

褐色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されて

おり、外面についてはハケが残る。10は器台で

ある。完形品である。口径8.7㎝、器高12.9㎝、

底径12.3㎝を測る。焼成は良好であるが、白色

砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡

橙色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されて

おり、外面についてはハケが残る。11は器台で

ある。残存器高10㎝、底径8.7㎝を測る。焼成

は普通であり、白色砂粒を多く含む。色調とし

ては内外面ともに淡橙色を呈する。全体的に丁

寧な調整が施されており、外面についてはハケ

が残る。底部に若干のゆがみがある。12は器台

である。完形品である。口径7.9㎝、器高12.4

㎝、底径8.7㎝を測る。焼成は普通であり、白

色砂粒を多く含む。全体的に丁寧な調整が施さ

れており、内面には縦方向のナデ、外面につい

てはハケが残る。13は蓋である。頂径6.5㎝、

器高9.9㎝、裾径29.6㎝を測る。焼成は普通で

あり、白色砂粒を多く含む。色調としては内外

面ともに淡橙色を呈する。全体的に丁寧な調整

が施されており、内面には指頭痕が残り、外面

についてはハケが残る。
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第95図　潤古屋敷遺跡２号溝土器群出土遺物実測図1(1/4）

第96図　潤古屋敷遺跡２号溝土器群出土遺物実測図2(1/4）
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　第96図の土器は２号溝中央部から北端部にかけて出土した。１は壷の口縁部である。口径24.6㎝、

残存器高9.4㎝を測る。焼成はやや不良で、白色砂粒を多く含む。全体的にひずみがみられる。色調

としては内外面ともに灰褐色を呈する。調整としては器面風化のため不明瞭である。５と同一個体

と考えられる。２は壷の体部の一部と底部である。底径5.4㎝、残存器高11.8㎝を測る。焼成は普

通で、白色砂粒を多く含む。全体的にひずみがみられる。色調としては内外面ともに灰褐色を呈す

る。全体的に丁寧な調整が施されており、底部から体部外面にかけて朱が施されている。祭祀用の

土器か。３は壷の体部である。口縁部は欠損する。胴部最大径25.2㎝、底径８㎝、残存器高21.7㎝

を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡橙色を呈する。

全体的に丁寧な調整が施されており、底部から体部外面にかけて朱が施されている。祭祀用の土器

か。４は壷の体部である。口縁部は欠損する。胴部最大径27㎝、底径8.3㎝、残存器高26.4㎝を測

る。焼成は比較的に良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡灰橙色を呈

する。調整としては風化のため不明瞭である。器面は剥離が著しく、器形に若干のゆがみがある。５

は壷の体部である。口縁部は欠損する。胴部最大径36.9㎝、底径9.4㎝、残存器高33.4㎝を測る。焼

成は比較的に良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡灰橙色を呈する。調

整としては風化のため不明瞭である。器面は剥離が著しく、器形に若干のゆがみがある。１と同一個
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第97図　潤古屋敷遺跡２号溝土器群出土遺物実測図3(1/4） 第98図　潤古屋敷遺跡２号溝土器群出土遺物実測図4(1/4）
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個体と考えられる。６は壷である。口径17.7㎝、器高29.2㎝、底径８㎝を測る。焼成は良好である

が、白色砂粒をやや多く含む。色調としては内外面ともに淡灰橙色を呈する。全体的に丁寧な調整

が施されており、内外面ともにナデ、ミガキが施されている。器面の一部に剥離があり、器形

に若干のゆがみがある。

　第97図の土器は２号溝中央部から北端部にかけて出土した。１は甕の口縁部である。口径22

㎝、残存器高16.7㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面
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第99図　潤古屋敷遺跡２号溝埋土出土遺物実測図1(1/4）

第100図　潤古屋敷遺跡２号溝埋土出土遺物実測図2(1/4）
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ともに淡灰橙色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されており、内外面ともにナデが施されて

いる。器形に若干のゆがみがある。２は甕の口縁部である。口径26.2㎝、残存器高17.1㎝を測

る。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面ともに淡灰橙色を呈する。

全体的に丁寧な調整が施されており、器面外面に縦のハケが残る。３は甕の底部である。底径

6.5㎝、残存器高21.1㎝を測る。焼成はやや不良であるが、白色砂粒を多く含む。色調として

は内外面ともに灰黄橙色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されており、器面外面に縦のハケ

が残る。また、体部中心部に穿孔が施されている。祭祀用土器か。４は甕の底部である。底径

10.3㎝、残存器高13㎝を測る。焼成はやや不良であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては

内外面ともに淡橙色を呈する。調整としては器面の風化のため不明瞭である。ただし、体部中

心部と底部中心部に穿孔が施されている。祭祀用土器か。５は甕の口縁部である。口径34㎝、

残存器高31.7㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外面とも

に淡褐色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されており、器面外面に縦のハケが残る。６は甕

である。口径25.2㎝、器高31.2㎝、底径7.2㎝を測る。焼成はやや不良であるが、白色砂粒を

多く含む。色調としては内外面ともに淡褐色を呈する。調整としては器面の風化のため不明瞭で

ある。体部外面にハケが残り、口縁部に打欠きがある。祭祀用土器か。

　第98図の土器は２号溝中央部から北端部にかけて出土した。１は甕である。口径25.6㎝、器

高34.1㎝、底径7.2㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色調としては内外

面ともに淡褐色を呈する。全体的に丁寧な調整が施されており、器面外面に縦のハケが残る。

口縁部には焼成前に指で押えてへこんでいるところがある。２は甕である。口径27㎝、器高

33.5㎝、底径6.8㎝を測る。焼成は良好で

あるが、白色砂粒を多く含む。色調として

は内外面ともに淡灰橙色を呈する。全体的

に丁寧な調整が施されており、器面外面に

縦のハケが残る。３は甕である。口径28.2

㎝、器高35.3㎝、底径7.4㎝を測る。焼成

は良好であるが、白色砂粒を多く含む。色

調としては内外面ともに淡灰橙色を呈する。

全体的に丁寧な調整が施されており、器面

外面に縦のハケが残る。４は甕である。口

径27.4㎝、器高39.4㎝、底径7.8㎝を測る。

焼成は普通であり、白色砂粒を多く含む。

色調としては内外面ともに淡灰橙色を呈す

る。調整としては器面の風化のため不明瞭

な部分が多いものの、器面外面には縦のハ

ケが残る。

　埋土内出土遺物（第99～104図）２号溝

埋土内からは弥生時代中期から後期にかけ

ての土器が多量に出土した。図示しえたも

のを器種別に報告する。

　第99図の土器は２号溝埋土内から出土し

た。１～10は器台である。１は底径9.8㎝

を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を

多く含む。全体的に丁寧な調整が施されて

いる。２は底径11.2㎝を測る。焼成は良好

であるが、白色砂粒を多く含む。全体的に

丁寧な調整が施されている。３は底径8.4

㎝を測る。焼成はやや不良で、白色砂粒を

多く含む。調整は器面風化のため不明瞭で

ある。４は底径8.4㎝を測る。焼成は良好

であるが、白色砂粒を多く含む。全体的に

丁寧な調整が施されている。５は底径11.7

㎝を測る。焼成はやや不良で、白色砂粒を

多く含む。調整は器面風化のため不明瞭で

ある。６は口径8.3㎝、器高12.7㎝、底径

7.8㎝を測る。断面は厚みがあり、つくり

も粗い。７は口径8.7㎝、器高13.5㎝、底径10㎝を測る。焼成はやや不良で、白色砂粒を多く

含む。調整は器面風化のため不明瞭である。８は底径8.5㎝を測る。焼成は良好であるが、白色

砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されている。９は口径7.4㎝、器高15㎝、底径10㎝
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第101図　潤古屋敷遺跡２号溝埋土出土遺物実測図3(1/4）

第102図　潤古屋敷遺跡２号溝埋土出土遺物実測図4(1/4）
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を測る。調整は不明瞭で、つくりも粗い。10は

口径9.0㎝、器高16.3㎝、底径11.2㎝を測る。

完形品である。焼成は良好であるが、白色砂粒

を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されてい

る。

　第100図の土器は２号溝埋土内から出土した。

１～６は蓋である。１は器高3.9㎝、最大径

14.8㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒

を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されてい

る。外面にハケが残る。穿孔が４箇所ある。外

面から内面に向けて穿孔されている。２は器高

10.6㎝、最大径25.6㎝を測る。焼成は良好で

あるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な

調整が施されている。外面にハケが残る。３は

器高12.6㎝、最大径26.8㎝を測る。焼成は良

好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁

寧な調整が施されている。外面にハケが残る。

４は器高11.4㎝、最大径27.6㎝を測る。焼成

は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的

に丁寧な調整が施されている。外面にハケが残

る。５は器高11.9㎝、最大径26㎝を測る。焼

成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体

的に丁寧な調整が施されている。外面にハケが

残る。６は器高13.1㎝、最大径25.5を測る。

焼成はやや良好である。白色砂粒を若干含む。

全体的に丁寧な調整が施されている。外面にハ

ケが残る。　

　第101図の土器は２号溝埋土内から出土した。１～４は鉢である。１は口径6.5㎝、器高5.2

㎝、底径４㎝を測る。完形品である。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁

寧な調整が施されている。外面にハケが残る。２は口径18.8㎝、器高10.3㎝、底径7.6㎝を測

る。焼成はやや不良であり、白色砂粒を多く含む。調整は器面風化のため不明瞭である。３は

口径19.4㎝、器高16.6㎝、底径7.6㎝を測る。焼成はやや不良であり、白色砂粒を多く含む。

調整は器面風化のため不明瞭である。４は口径19.9㎝、器高15.3㎝、底径7.3㎝を測る。焼成

は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されている。外面にミガキが

残る。

　第102図の土器は２号溝埋土内から出土した。１～３は高坏である。１は口径８㎝、器高6.9

㎝、底径6.2㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施

されている。２は口径22.6㎝、残存器高17.2㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干

含む。全体的に丁寧な調整が施されている。脚

部外面にミガキが残る。３は口径22.5㎝、残存

器高27㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂

粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されて

いる。坏部内面に横方向のミガキ、脚部外面に

ミガキが残る。

　第103図の土器は２号溝埋土内から出土した。

１～５は壷である。１は脚台付小壷である。残

存器高10.9㎝、最大径10.4㎝、底径8.6㎝を測

る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。

全体的に丁寧な調整が施されている。坏部外面

に横方向のミガキ、脚部外面に縦方向のミガキ

が残る。口縁部は打欠きが施されている。祭祀

用の土器か。２は口縁部である。口径21.1㎝、

残存器高6.4㎝を測る。焼成は良好であるが、

白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施

されている。３は口縁部である。口径24.9㎝、

残存器高15㎝を測る。焼成はやや不良で、白色

砂粒を多く含む。調整は器面風化のため不明瞭

である。体部外面に剥離がみられる。４は口縁

部である。口径27㎝、残存器高14.5㎝を測る。

焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全

体的に丁寧な調整が施されている。口縁部外面

にハケが残る。５は底部を欠損する。口径26.7

㎝、残存器高34.5㎝、胴部最大径37.5㎝を測

る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。

全体的に丁寧な調整が施されている。体部中央

部にススが付着している。

　第104図の土器は２号溝埋土内から出土した。１～６は甕である。１は口径25.6㎝、器高

19.6㎝、底径9.4㎝を測る。完形品である。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。全体

的に丁寧な調整が施されており、内面に縦ナデ、外面にミガキが残る。また、底部外面にスス

が付着する。２は口縁部と体部であり、底部を欠損する。口径28.4㎝、残存器高24.7㎝を測る。

焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。全体的に丁寧な調整が施されており、内面に縦ナ

デ、外面にハケが残る。また、口縁部内面にススが付着する。3は口径27.3㎝、器高34.9㎝、

底径７㎝を測る。ほぼ完形品である。焼成は良好であるが、白色砂粒を多く含む。全体的に丁

寧な調整が施されており、内面に縦ナデ、外面にハケが残る。また、底部外面から体部外面に
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かけてススが付着する。４は体部と

底部であり、口縁部を欠損する。残

存器高28.5㎝、底径7.5㎝を測る。

焼成は良好であるが、白色砂粒を多

く含む。全体的に丁寧な調整が施さ

れており、内面に縦ナデ、外面にハ

ケが残る。底部には穿孔が施される。

祭祀用の土器か。５は復元口径28.5

㎝、器高30㎝、底径6.6㎝を測る。

焼成は良好であるが、白色砂粒を多

く含む。全体的に丁寧な調整が施さ

れており、内面に縦ナデ、外面にハ

ケが残る。底部には穿孔が施される。

祭祀用の土器か。６は口縁部と体部

であり、底部を欠損する。口径27.3

㎝、残存器高31.9㎝を測る。焼成は

良好であるが、白色砂粒を多く含む。

全体的に丁寧な調整が施されており、

内面に縦ナデ、外面にハケが残る。

　3号溝（第105図）調査区の中央

部において確認された東西方向に延

びる溝である。調査区の制約のため、

溝全体を検出できなかった。この溝

は今回の調査区の東西方向にさらに

続くと想定される。今回の調査で確

認できた溝は長さ11 . 5m、幅

1.5m、深さ0.4mを測る。主軸はほ

ぼ東西方向をしめす。

　断面形は逆台形を呈し、埋土は黒

灰色粘質土の単一層である。埋土に

おいては、遺物として弥生時代中期

から後期にかけての土器片、土師皿、

耳皿、12世紀から15世紀にかけて

の陶磁器片などが出土している。

　遺物の出土状況から、弥生時代の

遺構面を削平して、まず10世紀から

12世紀代にかけて遺構面が形成され

た可能性が高い。次に10世紀から　
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第105図　潤古屋敷遺跡３号溝実測図(1/50）
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12世紀代にかけての遺構面を削平して溝が掘削されたのであろう。この溝は土師皿や陶磁器の

出土状況から13世紀から14世紀代にかけて機能し、15世紀代にかけてその役割を終えて埋没し

たと考える。なお、中世の大溝とほぼ同時期に機能していることから、大溝の南側の外堀

（濠）であったと考える。

　３号溝出土遺物実測図（第106図）１は土師皿である。口径5.8㎝、器高1.8㎝、底径３㎝を

測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。

口径、器高、底部の調整から、XX型式で14世紀中頃と考える。２は土師皿である。口径6.2㎝、

器高1.8㎝、底径3.5㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底

部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XX型式で14世紀中頃と考える。３は

土師皿である。口径６㎝、器高2.2㎝、底径3㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以

下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XX型式で14

世紀中頃と考える。４は土師皿である。口径6.1㎝、器高1.8㎝、底径3.8㎝を測る。焼成は良好

であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底

部の調整から、XX型式で14世紀中頃と考える。５は土師皿である。口径8㎝、器高2.2㎝、底径

6㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を

残す。口径、器高、底部の調整から、XⅦ型式で13世紀前半～14世紀前後と考える。６は土師

皿である。口径11.5㎝、器高3㎝、底径7.2㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下

の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、ⅩⅧ型式で13

世紀前半～14世紀前後と考える。７は土師皿である。口径11.2㎝、器高3.1㎝、底径7.6㎝を測

る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。

口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀前半～14世紀前後と考える。８は土師皿であ

る。口径11.2㎝、器高３㎝、底径８㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色

砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀前半

～14世紀前後と考える。９は土師皿である。口径11.6㎝、器高2.9㎝、底径7.6㎝を測る。焼成

は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器

高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀前半～14世紀前後と考える。10は土師皿である。口径

11.9㎝、器高３㎝、底径８㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含

む。底部は回転糸切り痕を残す。口径、器高、底部の調整から、XⅧ型式で13世紀前半～14世

紀前後と考える。11は耳皿である。ほぼ完形品である。最大長6.4㎝、器高2.5㎝、底径3.2㎝

を測る。焼成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は糸切り底である。

12は耳皿である。口縁部の一部を欠損する。最大長6.4㎝、器高2.3㎝、底径3.0㎝を測る。焼

成は良好であるが、胎土には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は糸切り底である。13は耳皿で

ある。完形品である。最大長6.4㎝、器高2.3㎝、底径3.5㎝を測る。焼成は良好であるが、胎土

には１㎜以下の白色砂粒を含む。底部は糸切り底である。14は白磁椀の高台部である。高台径

５㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉は空色をおびた灰白色を呈し、内面から体

部外面下位まで施されている。内面に沈線がある。白磁椀Ⅸ類で13世紀中頃～14世紀初頭と考

える。15は白磁皿の底部である。復元底径5.6㎝を測る。胎土は灰白色を呈し、緻密である。釉

は空色をおびた灰白色を呈し、内面から体部外面下位まで施されている。底部の釉は掻き取られ

0 2ｍ

Ｃ

Ｃ

5.00ｍ

Ｂ 5.00ｍ

Ａ

Ｂ

Ａ 5.00ｍ



第106図　潤古屋敷遺跡３号溝出土遺物実測図(1/3）
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ている。白磁皿Ⅸ類で13世紀中頃～14世紀初頭と考える。16は青磁皿の底部である。復元底径

４㎝を測る。胎土は灰色を呈し、緻密である。釉は青色をおびた緑色を呈し、内面から体部外

面下位まで施されている。底部の釉は掻き取られている。龍泉窯系青磁皿Ⅰ類で12世紀中頃～

12世紀後半と考える。

（６）その他の遺構

調査区からは、住居跡、土坑、井戸、大溝、溝のほかに多数の柱穴群を確認しており、掘立柱

建物の存在が想定されるが、今回の報告では割愛する。ただし、ミニチュア土器などが出土し

ているため、その出土遺物については報告する。

　柱穴群出土遺物（第107図）１はミニチュア土器である。口径３㎝、器高3.5㎝、最大径4.9

㎝を測る。祭祀用の土器か。２はミニチュア土器である。口径3.2㎝、器高3.4㎝、最大径5.1㎝

を測る。祭祀用の土器か。３はミニチュア土器である。口径2.6㎝、器高3.5㎝、最大径4.1㎝を

測る。祭祀用の土器か。４はミニチュア土器である。口径2.2㎝、器高3.3㎝、最大径4.2㎝を測

る。祭祀用の土器か。５はミニチュア土器である。口径2.6㎝、器高3.4㎝、最大径4.2㎝を測る。

祭祀用の土器か。１から５について焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。また、全体的

に丁寧な調整が施されている。

　６は土師皿である。口径８㎝、器高0.9㎝、底径6.5㎝を測る。底部には板状圧痕と回転糸切

り痕が残る。７は土師皿である。口径8.4㎝、器高1.2㎝、底径６㎝を測る。底部には回転糸切

り痕が残る。８は土師皿である。口径8.5㎝、器高1.8㎝、底径6.7㎝を測る。底部には回転糸切

り痕が残る。９は土師皿である。口径9.6㎝、器高1.5㎝、底径８㎝を測る。底部には回転糸切

り痕が残る。10は土師皿である。底径７㎝を測る。11は土師皿である。口径12.2㎝、器高2.5

㎝、底径８㎝を測る。底部には回転糸切り痕が残る。12は土師皿である。復元底径10㎝を測る。

底部には板状圧痕と回転糸切り痕が残る。13は土師皿である。口径16㎝、器高2.4㎝、底径

11.4㎝を測る。底部には回転糸切り痕が残る。６から13について焼成は良好であるが、白色砂

粒を若干含む。また、全体的に丁寧な調整が施されている。

　14は瓦器椀である。底径6.5㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に

丁寧な調整が施されており、内面に細かいミガキが残る。15は瓦器椀である。底径6.5㎝を測る。

焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されており、内面に不定

方向のミガキが残る。16は瓦器椀である。口径16.6㎝、器高5.7㎝、底径6.5㎝を測る。焼成は

良好であるが、白色砂粒を若干含む。全体的に丁寧な調整が施されており、内面に不定方向の

ミガキが残る。

　17は火鉢の口縁部である。残存器高３㎝を測る。焼成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。

口縁部外面に花弁状のスタンプ文様がある。18は耳鍋の一部である。残存器高３㎝を測る。焼

成は良好であるが、白色砂粒を若干含む。

　表採、その他の出土遺物（第108図）１は投弾である。最大長4.4㎝、最大幅2.2㎝、厚さ2.2

㎝を測る。焼成は良好である。表土採集遺物である。２は投弾である。最大長4.4㎝、最大幅

2.2㎝、厚さ2.2㎝を測る。焼成は良好である。表土採集遺物である。3は土錘か。最大長4.1

㎝、最大幅1.8㎝、厚さ1.8㎝を測る。焼成は良好である。表土採集遺物である。４は翡翠製の
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獣形勾玉の一種か。２号溝の検出の際に採集したものである。５は石包丁である。残存長9.5

㎝、幅4.2㎝、厚さ８㎜を測る。使用痕はない。製作途中で破棄されたと考える。２号溝の検出

の際に採集したものである。６は紡錘車である。最大長4.4㎝、最大幅4.4㎝、厚さ７㎜を測

る。焼成は良好である。大溝の検出の際に採集したものである。７は石製品である。最大長21

㎝、最大幅5.6㎝、厚さ1.7㎜を測る。未完成品か。２号住居跡の中央部で採集されたものであ

る。８は硯の一部である。残存長6.9㎝、残存厚さ８㎜を測る。使用痕があり、一部に墨が付着し

ている。３号溝の検出の際に採集したものである。９は金属製品である。最大長6.6㎝、最大幅１

㎝、厚さ１㎝を測る。煙管の一部である。大溝の検出の際に採集したものである。10は刀子であ

る。全長25.6㎝、関幅1.7㎝、最大厚さ0.4㎝を測る。大溝の検出の際に採集したものである。11

は青磁皿の底部である。復元底径4.4㎝を測る。胎土は灰色を呈する。釉は黄色を帯びた緑色を呈

し、内面から体部外面下位まで施されている。底部の釉は掻き取られている。内面には箆による文

様とジグザグ状の櫛点描文がある。底部には「中」と考えられる墨書がある。同安窯系青磁皿Ⅰ類

で12世紀中頃～12世紀後半と考える。大溝の検出の際に採集したものである。

【土器編年に関する参考文献】

　山本信夫1989 「統計上の土器－歴史時代土師器の編年研究によせて－」　乙益重隆先生古希記念論文集
　宮崎亮一編2000『大宰府条坊跡XV』　太宰府市教育委員会
　森田勉 1985 「北部九州出土の高麗陶磁器－編年試案－」『貿易陶磁器研究No.5』　貿易陶磁器研究会
　藤澤良祐1995 「古瀬戸」『概説 中世の土器・陶磁器』　中世土器研究会編
　立石堅志 1995 「奈良火鉢」『概説 中世の土器・陶磁器』　中世土器研究会編
　木戸雅寿 1995 「石鍋」『概説 中世の土器・陶磁器』　中世土器研究会編
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第110図　潤番田遺跡方枕実測図、想定復元図（1/2）

から、おそらく１個体分の陶枕片であると思われる。

　個々の破片については、各遺構の項で報告しているが、復元した図面に出土品を配置したもの

が第110図である。縦9.0㎝、横16.0㎝という大きさは、高麗美術館所蔵方枕を参考にしている

が、この面が方枕の広面、狭面のどちらに該当するのか出土品だけでは判断できない。

　模様の構成は側面から3.0㎜のところに界線を、主面屈曲部から5.0～7.0㎜の箇所に２重の界

線を施す。その後、界線の内側に直径4.0㎜の珠文を並べる。この珠文はスタンプ文で、スタン

プが浅かったせいか象嵌の線の幅が非常に狭いことが特徴である。珠文と珠文の間は1.5～2.0

㎜ほどあり、ここから復元すると11個の珠文が配置されるが詳細は不明である。その後、珠文

の内側に２重の界線が施され、先の２重界線にぶつかる。出土した破片を観察するかぎり、２重

界線より内側には象嵌は認められず、施された象嵌も白象嵌のみの単色である。参考資料として

新安沈没船引揚品の方枕と比較すると潤番田例が非常に装飾性に乏しいことがわかる。国内出土

例を含めても方枕は基本的に装飾性が高いことが特徴であることから、本例の質素さが際立つ。

　しかし、類例が少ないため製作時期の特定が難しい。方枕が出土した７号井戸の時期は瓦質檑

鉢の出土などから15世紀代に位置付けられる。なお、方枕片の一部には欠継の痕跡が残ってお

り、一度壊れた方枕を修復して用いていたことが確認されることなどから遺構と方枕そのものの

時期は乖離すると思われる註１）。

・御笠川南条坊遺跡４次調査出土例（福岡県太宰府市）（第111図２）

　御笠川南条坊遺跡は福岡市博多区東比恵１丁目から筑紫野市永岡に至る福岡南バイパス関連の

調査が行われた遺跡で、古代から中世にかけての井戸と溝が確認されている（前川・新原編

1976）。方枕は暗黒褐色粘質土（包含層）から出土するが、包含層という性格からか報告書では

時期の記載はない。しかし、西谷正氏の論考では13世紀に位置づけられている（西谷1983）。

方枕の残存部分は主面で、現存長8.7㎝、幅6.7㎝を残すが、復元すると長さ10.0㎝程度になる。

主面の中央部分には直径4.7㎝の２重の円圏を置き、その中に菊花文を配する。菊花文の茎と葉を

黒象嵌で表し、花を白象嵌で表現する。円圏から外区の界線までは逆象嵌の唐草文を充填する。

広面と狭面が接する箇所は接続痕がみられず折り曲げである。また、屈曲部はほぼ直角である

が、丸みをもつ。灰白色の胎土に、青味を帯びた緑釉が厚くかかる。九州歴史資料館所蔵。

広面

外区

外区
内区

幅

高さ

長さ

狭面

側面

Ⅰ　潤番田遺跡出土象嵌青磁方枕について
　１　象嵌青磁方枕について
　高麗青磁とは青灰色の胎土に鉄分を含んだ釉をかけて焼き締められたものである。国内では

11世紀後半から12世紀前半にかけて出現し始める。一般的に高麗青磁として想起される象嵌青

磁は12世紀後半からみられるが、この時期、博多から出土する象嵌青磁は激減し、京都や鎌倉

で梅瓶などの優品の出土量が増加する。博多で再び出土量が増加するのは、14世紀後半に入っ

てからである。その後の朝鮮王朝陶磁になるとさらに増加していき、15世紀から16世紀の遺構

や包含層からは数多く出土している（佐藤2008）。このように象嵌を施す青磁は高麗～朝鮮王

朝期にかけて数多く製作されていることから、本稿では一括して象嵌青磁と称する。

　以上のような出土傾向をもつ象嵌青磁であるが、方枕の出土例は非常に限られていることが

高正龍氏によって指摘されている（高1996）。なお、方枕の各部名称は高氏に従う。方枕の前

後面を広面、上下面を狭面とし、その両面の総称として主面を用い、側面と区別する。側面の

平面は長方形であることが多く、長辺を高さ、短辺を幅と表記する。広面・狭面・側面はそれ

ぞれ２面ずつあり、同じ紋様を施すことが一般的である。紋様の表現には内区・外区を用い、

円圏内の紋様を主紋様という（高1996）。これらをまとめたものが第109図である。

　なお、日本で出土する方枕は細片の場合が多く、湾曲の有無で主面と側面の区別は容易であ

るが、広面か狭面かの判断は難しいことが多い。

　

　２　国内出土高麗青磁方枕との比較
　象嵌青磁方枕は現在のところ中国・韓国・日本で確認されている（高1996）。このうち、韓

国出土例は出土遺構や経緯が不明なものが多かったが、近年の開発に伴う発掘調査の増加に伴

い、伏龍洞遺跡など遺跡から出土する例も散見され、遺構や時期も確認できる資料も出てきて

いる（嶺南文化財研究院2008）。一方、日本出土例は大半が発掘調査に伴うものである。国内

で確認されている方枕は表1に示している。この表は高正龍氏と降矢哲男氏の集成（高1996、

降矢2002）を元にその後の事例を追加したも

のであるが、現在のところ、遺跡出土品は13

例に限られる。表にはこれに加え、出土品で

はないものの新安沈没船引揚品と大徳寺伝世

品を加えている。

　以下、日本出土例を西から順にみていく。

　・潤番田遺跡出土例（福岡県糸島市）（第

110・111図１）

　本書で報告したものである。潤番田遺跡か

らは7片の方枕片が出土しており、7号井戸、

34号・35号土坑、包含層からバラバラに出土

した。これらは互いに接合しないが、器壁の

厚さや釉薬の色、象嵌で表現された紋様など

第109図　象嵌青磁方枕各部名称

第４章　まとめ
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・観世音寺120次調査出土例（福岡県太宰府市）（第111図３）

　観世音寺120次調査地点の灰茶色土層から出土した方枕の側面片である。中央部に透孔を施し、内

側から外に向かって界線・唐草文・界線を配す。本来は象嵌が施されていたのであろうが、被熱のた

めか、釉は非常に薄く、象嵌も線刻状に残るのみである。また、外区には目跡を残す。主面側も若干

残り、界線の内側にスタンプで菊花文を施す。側面と主面は鋭角に接合されるものの、屈曲部はやや

丸みを帯びる。内面は主面が外れた痕跡が残る。また、釉が外面よりよく残る。現存長6.7cm、現存

幅6.0㎝を測る。九州歴史資料館所蔵。

・観世音寺111次調査出土例（福岡県太宰府市）（第111図４）

　観世音寺の111次調査地点の黒色砂質土から出土した方枕の屈曲部小片である（岡寺編

2010）。屈曲部は湾曲し、丸みをもつ。主面はいずれも透彫を施し、それに沿って白象嵌を配

す。現存長3.15㎝、幅3.45㎝を測る。九州歴史資料館所蔵。

・大内氏館跡13次調査出土例（山口県山口市）（第111図５）

　13次調査区１・２号竈で出土した方枕片である。主面の外区片で透彫にそって白象嵌を施す

（北島編2010）。その他、2点の象嵌青磁方枕片が出土している註２）。

・平安京左京四条三坊出土例（京都府京都市）（第111図６）

　1979年に実施された発掘調査で、室町時代の灰褐色泥土層から出土した。本資料は方枕の角

部分の破片で、最大残存長7.5㎝、厚さ0.7㎝～1.3㎝である。胎土は灰色で、釉の色は緑灰色～

明緑灰色を呈し、貫入も認められる。本資料は３面ともそれぞれ異なる紋様をもち、広面と狭面

の屈曲部が面取りされていることが特徴である。紋様は界線・弧線・雷文などはヘラ・コンパス

を用いて描き、菊花文・珠文・如意頭文はスタンプ施文である。象嵌は白象嵌と黒象嵌である。

ａ面は二重の弧線と菊花文を主文とする。側面と接する外区には外側から雷文帯・如意頭紋帯・

界線を配し、ｂ面と接する外区（面取部分）には主文と界線を配する。ｂ面は残りが悪いため詳

細は不明であるが、側面と接する外区はａ面と同じである。主文は珠文が確認されるのみであ

る。側面は円形透かしを中心に配し、内側から珠文帯・菊花文帯・二重界線を配する（高

1996）。

・堺環濠都市遺跡出土例（大阪府堺市）

　未報告資料であるが、堺市堺区宿院町西１丁SKT214地点第５次整地層から方枕片が出土して

いる。この層から斜め擂目をもつ備前焼の擂鉢が出土していることから、廃棄時期は16世紀第

４四半期に位置づけられる。方枕の詳細は不明であるが、紋様は全て陰刻で表現されており、方

枕そのものは古い段階に位置づけられる註３）。

・一乗谷朝倉氏遺跡59次調査出土例（福井県福井市）（第111図７）

　方枕は５片に別れ出土し、全体の復元は難しいが報告書によると長さ20㎝、側面11㎝×11㎝

の正方形に復元し、側面の透孔の直径を2.5㎝前後とする。主面は七宝繋紋を透彫し、その紋様

に沿って白象嵌を施す。外区は珠文帯を廻らす。側面は円形透かしの周りに４枚の花弁を配し、

透彫するもので、主面同様、紋様に沿って白象嵌を施す。外区は珠紋帯である。釉薬は厚めにか

けられ、透明感のある青緑色を呈する。なお、実測図は高正龍氏の復元案である（高1996）。

・若宮大路周辺遺跡群出土例（神奈川県鎌倉市）（第111図８）

　方枕の主面屈曲部片である。陰刻で紋様を表すが、写真ではうまく観察できず、どのような紋
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第111図　象嵌青磁方枕集成（1/3）

a面

b面
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様かはわからない。報告者の手塚直樹氏は枝状の文様が陰刻されているとするが、器面の傷の可

能性も指摘する。内面の布目痕の存在から型造りを想定している（手塚1985）。遺構は柱穴・

土坑・井戸・溝が確認され武家屋敷と推定されている。方枕は13世紀末～14世紀初頭の遺物と

共伴している。

・千葉地遺跡出土例（神奈川県鎌倉市）（第111図９）

　方枕の主面屈曲部で、内面に布目があることから型造りとされる。紋様は確認されない。この方

枕は火を受け、釉が不透明な灰青色を呈する。時期は13世紀末頃に位置づけられる（手塚1985）。

・熊野堂大舘跡（宮城県名取市）

　熊野堂大舘跡は中世の山城跡である。この遺跡の包含層より、方枕が出土していることが、降

矢哲男氏の高麗青磁集成に記されている。時期は14世紀～15世紀後半に位置づけられている

（降矢2002）。

　このほかに出土品ではないが、新安沈没船から引き揚げられたものと、大徳寺に伝わるものがある。

・大徳寺伝世品（京都府京都市）

　大徳寺は宗峰妙超が正中２（1325）年に創建した寺で、京都市北区に所在する。至徳３

（1386）年には京都十刹の第九位に位置づけられた。享徳２（1453）年の火災と応仁の乱で伽

藍が焼失したものの、すぐに復興し今日まで至る。方枕は伝世品として大徳寺に伝わっていたも

ので、現在は大阪市立東洋陶磁美術館に所蔵されている。方枕は長さ21.7㎝、高さ10.6㎝、幅

8.6㎝を測るもので、側面の片方を四角く削り取り、花生けとして用いられていたとされる。高

正龍氏によると文様は広面の中央に円圏を配し、その中に双鶴文を描く。主面・側面の内区四隅

には草花系の文様を配し、その外区に雲紋帯を廻らせている。文様はいずれも陰刻で表す。側面

には４個の目跡が残る。製作時期は12世紀とされる（高1996）。

・新安沈没船引揚品（韓国全羅南道新安郡）

　1323年頃に沈没した日本向けの船から出土した完形品の方枕である。この方枕は多くの中国

陶磁に混じって出土した７点の象嵌青磁のうちの１点である。広面に中央部に円圏を置き、その

中に２羽の雲鶴文を配す。外区に接する内区の四隅にもそれぞれ１羽の鶴文を配し、その間に雲

気文を充填する。狭面と接する外区には二重の界線、側面と接する外区には内区側から蓮弁文

帯・界線を置く。狭面は中央寄りの箇所に２つの円圏を置き、その中に菊花文を配す。円圏の外

側は逆象嵌で唐草紋を描く。外区は広面と同じである。側面は中央に透孔を設けるがそれぞれ大

きさが異なる。小さいほうの透孔をもつ側面に目跡を４つ残す。透孔の周りは逆象嵌で唐草文を

充填し、外区は界線を廻らす。象嵌は白象嵌を主とするが、円圏や鶴や菊花文に黒象嵌を効果的

に用いる。色調は淡緑色である。時期は12世紀後半とされる。韓国国立中央博物館に所蔵され

る。 　３　象嵌青磁方枕出土遺跡の分類と出土傾向
　以上のとおり、日本国内では11例の方枕が遺跡から出土し、伝世品１点、日本向けの貿易船か

らの引揚品が１点存在する。これらが出土する遺跡を検討すると①都市（京都・鎌倉・堺）、②

寺院（観世音寺・大徳寺【伝世】）、③城館（大内氏館跡・一乗谷朝倉氏遺跡・熊野堂大舘跡）

の大きく３種類に分類される。新安沈没船引揚品には東福寺と墨書された木簡も含まれており、

この船が沈没することなく博多に到着していたらば、この方枕は寺院に収蔵されていた可能性も

ある。また、御笠川南条坊４次調査包含層出土品について一覧表では集落出土としているが、こ

【表1の出典】 

1　京都市文化観光局編1980「平安京左京四条三坊跡」『平安京跡発掘調査概報　文化庁国庫補助事業による発掘調査の概要』京       

都市観光局

2　大阪市立東洋陶磁美術館編1992『高麗青磁への誘い』
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NO 遺跡名 出土遺構 遺構の時期 性格 都道府県 市町村 タイプ 大きさ 出典 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

潤番田遺跡

平安京左京四条三坊

大徳寺

新安沈没船引揚品

御笠川南条坊遺跡4次

観世音寺僧坊地区

観世音寺111次

一乗谷朝倉氏遺跡59次

大内氏館跡13次

大内氏館跡

若宮大路周辺遺跡群

熊野堂大舘跡

千葉地遺跡

堺環濠都市遺跡

７号井戸

室町時代包含層

伝世品

沈没船

包含層

包含層

包含層

包含層

１・２号竈

ー

包含層

包含層

包含層

包含層

15ｃ

13c後～14c中

12c

14c前半か

12c中～13c初

不明

不明

13c後～14c中

不明

不明

13c後～14c中

12c前～13c中

13c末

16c末

城館

都市

寺院

ー

集落

寺院

城館

都市

城館

城館

都市

城館

城館・寺院

都市

福岡県

京都府

京都府

全羅南道

福岡県

福岡県

福岡県

福井県

山口県

山口県

神奈川県

宮城県

神奈川県

大阪府

糸島市

京都市

京都市

新安郡

太宰府市

太宰府市

太宰府市

福井市

山口市

山口市

鎌倉市

名取市

鎌倉市

堺市

象嵌

象嵌

陰刻

象嵌

象嵌

象嵌

象嵌

象嵌

象嵌

ー

陰刻

ー

ー

陰刻

小片

7.5㎝

21.7×10.6×8.6

15.9×11.7×9.2

8.8×6.7

6.7×6.0

小片

14.6 

小片

不明

小片

不明

小片

不明

本報告

1

2

3

4

5

6

7

8

8

9

10

11

ー

装飾少ない（界線＋珠文）。鈍角。角が
鋭い

界線・圏線・雷文・菊花文・珠文・如意
頭文

完形品　花瓶に転用。東洋陶磁美術
館蔵

１323年沈没。蓮弁文・円圏文・雲鶴文・菊花折枝文・
逆象嵌、東福寺が発注、陶枕そのものは12世紀後半

菊花文・唐草文（逆象嵌）。時期は西谷
論考

唐草文、表面は風化

小片のため、文様不明。透彫。

七宝繋文、珠文、透彫。

圏線、透彫。

表1　日本出土　方枕出土地名表（伝世品・引揚品含）
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ような傾向から本来は都市もしくは寺院に伝わっていた可能性が高い。このように個々の遺跡か

ら出土する象嵌青磁方枕の出土遺跡を概観すると普通の中世集落から出土するものではないこと

がわかる。

　しかし、東アジアに開かれた一大貿易都市で、文献資料からも対朝鮮貿易の玄関口であった博

多遺跡からは出土していない註４）。これまでの調査における博多遺跡出土の高麗・朝鮮王朝陶磁器

は日用雑器が主体で、茶陶などのいわゆる珍品は博多を介し、京都・鎌倉へ搬出されたことが想

定されているが（小畑1993、森本・片山2000）、象嵌青磁方枕の分布を見てみると観世音寺出

土例（２点）、御笠川南条坊４次調査例（１点）に潤番田遺跡例を加えると福岡県内出土例は計４

点を数えることから、国内出土例の３割強を占めることとなり、優品・珍品の類がすべて京都・鎌倉

に搬出されたわけではないことがわかる。

　高正龍氏の研究によると方枕は装飾技法により、鉄彩白堆（11世紀後半）→陰刻（11世紀末～

12世紀後半）→象嵌（12世紀中葉～13世紀）と変遷し、象嵌透彫は13世紀後半以降に該当する

が（高1996）、国内出土の方枕は大徳寺伝世品と若宮大路周辺遺跡群出土例、堺環濠都市遺跡出

土例を除き、象嵌青磁で、透彫をもつものが多いことから、13世紀後半以降15世紀にかけて日本

に請来されたと思われる。

　4　おわりに
　潤番田遺跡では方枕のほかに約30点の象嵌青磁が出土している。しかし、陶磁器全体の出土

量はパンケース１箱に限られることから、象嵌青磁が占める割合はかなり高いといえる。ちなみ

に象嵌青磁30点という量は、これまでに糸島市内で調査された中世遺跡の中では突出した量で

あり、付近で確認された遺構の状況から潤番田遺跡を含む潤遺跡群が多元性を特徴とする対朝鮮

貿易のひとつの窓口になっていたことが想定される註５）。今回紹介した方枕も普通の集落から

出土しないことから、この貿易に深く関与した人物の所持品であったと考えている。　

　なお、高麗（朝鮮）との関係をみるならば、『筑前國続風土記』にある記述が興味深い。潤番

田遺跡が所在する潤村には大友氏の尊崇をうけた臨済宗の平等寺が存在し、境内は方一町あった

という。文亀二（1502）年以前に朝鮮鐘が平等寺に寄進されたが註６）、天文二（1533）年の

大友・大内両氏の合戦で山口に奪い去られ註７）、本圀寺に納められたのち、天文六（1537）

年に大内義隆により再び平等寺に寄進されたとある。その後、天正十七（1589）年に小早川隆

景により聖福寺に寄進され、今日まで伝えられている（現在は重要文化財に指定）。なお、この

朝鮮鐘は刻銘によると、連年の兵革を憂い、安穏を祈って制作されたものであり、この兵革の時

期は高麗顕宗即位後の10年間（1010～1019年）に該当する。

　このように聖福寺蔵の朝鮮鐘が元をたどると潤村に所在した平等寺への寄進品であることは、

潤遺跡群と高麗（朝鮮）との高い関連性を示すものといえ、潤番田遺跡における象嵌青磁の量の

多さならびに方枕が出土する理由の一つともいえる。

　以上のように、象嵌青磁方枕の国内出土傾向をふりかえりつつ、潤番田遺跡出土例の位置づけ

を行なった。しかし、潤遺跡の調査は今後も継続される予定であり、遺構の配置等、遺跡の全容

が明らかにされた段階で、他の出土品と合わせて検討を改めて行いたい。（平尾和久）

【註】

１）九州歴史資料館小田和利・岡寺良氏御教示。

２）山口市教育委員会北島大輔氏御教示。

３）立命館大学高正龍氏御教示。

４）福岡市教育委員会大庭康時・田上勇一郎氏御教示。

５）もちろん日本における東アジアの玄関口と称される博多遺跡とは貿易の規模・体制ともに比較できないほど小さなもので

あると思われるが、糸島地域では比較的等閑視されていた分野であるため今後の調査の進展に期待される。

６）朝鮮半島を中心に製作された鐘を朝鮮鐘という。朝鮮鐘は上辺に動勢がある竜頭と旗挿を備え、鐘身部に華麗な装飾帯を

巡らすものや、飛天像を陽鋳するものもある。高麗時代の鐘は新羅時代のものと比べ丈が低い。なお、聖福寺所蔵の朝鮮鐘

は総高99.5㎝、鐘身高76.8㎝、口径61.3㎝で、撞座の周辺に舞踊の天女と奏楽の天人を表現する。

７）大友氏は弘安九（1286）年の弘安の役の恩賞として、幕府より怡土庄志摩方三百町惣地頭職を与えられたことで、糸島地

域に進出する。その後、大友氏は志摩郡に郡代を置き（志摩郡代）、郡内の訴訟など当地の実務を行わせた。特に注目され

るのは、1550年代以前、博多に駐在する博多代官は志摩郡代の指揮下にあったことである。そのため志摩郡代は博多津内

の訴訟、朝鮮貿易、寺社の再興等をつかさどり、大友氏の命令を津内に伝達する役割も担っていた（堀本1997）。

　　今後の検討が必要であるが、このような性格をもつ大友氏の志摩郡代は潤番田遺跡出土の方枕の所有者の可能性があり、

反対に象嵌青磁方枕が博多遺跡から出土しない所以かもしれない（今後、博多遺跡から出土しないとはいえないが）。な

お、現段階では大友氏関連遺跡から象嵌青磁の方枕は出土していない。

８）本稿をまとめるにあたり、下記の方から御教示を賜りました。記して感謝申し上げます。

　　高正龍・小田和利・岡寺良・大庭康時・小田富士雄・武末純一・桃崎祐輔・安武憲史・藤島志孝・主税英徳・田上勇一郎・

　　堀本一繁・高山英朗
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Ⅱ　潤古屋敷遺跡の大溝について
　潤古屋敷遺跡では遺構として方形居館の大溝（濠）、住居跡２棟、土坑2基、溝３条、柱穴群

多数他を確認している。そのなかでも、方形居館の大溝（濠）については当該遺跡の所在地の字

名との関連を指定できる。このことを踏まえて、ここでは大溝について纏めて今回の調査報告の

終わりとしたい。

　大溝は潤古屋敷遺跡の調査区の中央部から北側にかけて確認され、南北方向に長さ64m、東

西方向に幅7m、深さ1.2mを測る。主軸は北から西方向に15°傾く。断面形はＶ字形を呈し、

層位としては２層に分かれる。調査区の制約のため、大溝全体を検出できなかった。今回の調査

区の北側にさらに続くと想定され、一辺約70mをこえる規模の方形居館の大溝（濠）の一部で

あると考える。土師皿などの生活雑器と輸入陶磁器の出土状況から13世紀から14世紀代にかけ

て機能し、上層出土白磁小坏等より15世紀代にかけてその役割を終えて埋没したと考える。な

お、調査区の水位が比較的に高いことから、この大溝は空堀（壕）ではなく水濠（濠）の可能性

が高い。岡寺氏の分類では方形居館遺跡①類(13世紀後半を中心とし、南北朝期の内には廃絶す

るもの)に相当すると考える。

　大溝が機能していた13世紀から14世紀代における糸島地域(怡土郡・志摩郡)には「怡土荘」

が所在していた。怡土荘とは怡土郡・志摩郡に12世紀半ばから15世紀初めまで存続した仁和寺

法金剛院の荘園である。その分布は史料に見える地名を地図の上に復原すると怡土・志摩郡の大

半を示めし、怡土・志摩両郡の田地約64.6%を占めると推定されている。その怡土荘に潤古屋

敷遺跡は包括されていた。大溝が13世紀から14世紀代にかけて機能し、15世紀代にかけてその

役割を終えて埋没したと考えると、怡土荘の存続時期と重なり、同荘との関連を指摘できる。

　その当該遺跡と怡土荘との関連を示す文献史料がある。嘉元三年(1305)八月二日付鎮西探題

上総介（北条政顕）裁許状（『大友文書』）がそれである。この史料によると、元寇の後、恩賞

として大友頼泰が怡土荘の総地頭職を鎌倉幕府より拝領するのであるが、孫の貞親の代になって

も37名の名主の抵抗にあい不知行の状態であったため、大友貞親が正安4年(1302)正月に鎌倉

幕府に訴訟を起こしている。年貢・公事の怠納だけではなく、地頭への加徴米を差し出す名主は

全くなく地頭の悪口を言う者すらいたのであった。そのように大友氏に抵抗した37名の名主

（小地頭）のなかに「潤氏」（潤孫三郎）の名を確認できるのである。

　さらに、当該遺跡所在地の字名は「古屋敷」、県道を挟んだ東側には「地頭給」の字名が残

る。今回の調査結果、嘉元三年八月二日付鎮西探題上総介（北条政顕）裁許状、そして字名の三

者を照らし合わせると、潤一帯においては、地頭職として「潤氏」が任ぜられ、当該遺跡所在地

にその「屋敷」(古屋敷)が構築され、東側隣接地には地頭としての職田もしくは給田（地頭給）

が所在したと考えられる。その結果、当該遺跡所在地に「古屋敷」、県道を挟んだ東側には「地

頭給」の字名が今日まで残ったと考えることができる。

　ところで、このほかに『筑前國続風土記』には潤地区に関して興味深い記述がある。同書によ

ると、潤村には臨済宗の「平等寺」（所在地不明）が存在し、境内の規模は方一町あったと記さ

れている。ここで平等寺の所在地を当該調査区一帯であったと仮定すると、今回確認できた大溝

がその平等寺の方一町の寺域を示す「濠」の一部であったと考えることもできる。この理解に基

づくと、平等寺の建物群が構築されていたために「古屋敷」、県道を挟んだ東側には地頭（氏名

等不明）の職田もしくは給田が所在したために「地頭給」の字名が今日まで残ったと考えること

ができる。

　以上、大溝に関して様々な解釈が可能となるが、現時点においてその全容については不明な点

が多いため、今回の報告では二通りの解釈の紹介に止めることにする。なお、今後の周辺におけ

る調査・研究によりその解釈が変更する可能性がある。その意味においても今後の周辺における

調査・研究に期するところが多く、このテーマについては新たな調査・研究を待ち別稿において

再度考察したいと思う。（瓜生秀文）

　【参考文献】

　岡寺　良 2009 「北部九州の方形城館について－筑前の事例を中心に－」『中世城郭研究』第23号　中世城郭研究会
　新城常三・正木喜三郎 1963 『筑前国怡土荘史料－九州荘園史料叢書4－』
　正木喜三郎  2005 「怡土荘」『講座　日本荘園史10－四国・九州地方の荘園』　吉川弘文館
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Ⅲ　糸島市潤番田遺跡出土のガラス小玉について

福岡市埋蔵文化財センター　田上勇一郎

　潤番田遺跡から出土した４点のガラス小玉について実体顕微鏡観察による製作技法の調査と蛍光Ｘ

線分析による材質分析をおこなったので報告する。

　１は淡青色を呈する玉で、顕微鏡観察で孔に対して平行方向に気泡列が観察されたので、引き伸ば

し法により製作されたことがわかる。蛍光Ｘ線分析の結果、ガラスの主成分であるケイ素（Si）のほ

かに、カリウム（K)のピークが見られ、カリガラスに分類された。また、銅（Cu）、鉛（Pb）の

ピークが見られることから、青銅による着色であることが確認された。

　２と４は青紺色を呈する玉で、顕微鏡観察で孔に対して平行方向に気泡列が観察されたので、引き

伸ばし法により製作されたことがわかる。蛍光Ｘ線分析の結果、ガラスの主成分であるケイ素（Si）

のほかに、カリウム（K)のピークが見られ、カリガラスに分類された。コバルト(Co)のピークは明瞭

ではないが、これに伴うとされるマンガン(Mn)のピークが認められるため、コバルトによる着色であ

ると考えられる。

　３は風化が進んだ玉で、２つが連なっている。蛍光Ｘ線分析の結果、ガラスの主成分であるケイ素

（Si）のほかに、鉛（Pb）のピークが明瞭に認められた。また、バリウム(Ba)のピークは明瞭に認め

られなかった。よって鉛ガラスと確認された。

ガラス小玉の顕微鏡写真

1

3 4

2
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各遺構出土象嵌青磁方枕

図版14 図版15

ａ．潤古屋敷遺跡調査区全景（南より）

ｂ．潤古屋敷遺跡調査区全景（西より）
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a.　大溝土層
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付図1　潤番田遺跡全体図（1/200）
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付図2　潤古屋敷遺跡全体図（1/200）
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